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令和３年度の実践記録（国語）

－実践記録（第３学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「俳句の可能性」 －ミエルトークを通して表現の効果を工夫する－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 多面的・多角的な思考の土台をつくる語彙指導の充実

優れた俳句との出会いをきっかけに，作品の中に仕掛けられたレトリックのもつ言葉の効果

に疑問をもち，全体での問いの練り上げや協議・追究，問い直しを通じて表現の効果を考える

場面を設定した。

(2) 学ぶ意欲を引き出す「問い」の練り上げ

互いの考えを尊重し，表現のよさを認め合いながら俳句の一語一語に着目し，ミエルトーク

を通じて言葉を吟味する活動に取り組んだ。

３ 授業の実際

過程 学習活動 ■教師の発問等 教師の手立て ○：見取った生徒の姿

◎：ねらいを達成している生徒の姿

１ 前時までに学んだ，俳句を評価する観

点を振り返り，本時に取り上げる俳句を

確認する。

問

い ■「推敲したい句はこちらです。」 ○季語や助詞，表現技法などの基礎知識が身に

夕立に 打たれ二人で 走る道 付いている。

○「もっと素敵な俳句にできそうだな。」と，

わくわくした表情をしている。

２ 作者が俳句に表現した場面や状況を共

有し，本時の課題を確認する。

■「今日は，取り上げた句の作者がイメー

ジする「夏の恋」が，もっと素敵に伝わ ○季語や助詞，語順，言葉の選び方を工夫して

るように，みんなで話し合いましょう。」 推敲しようという意欲が高まっている。

前時までに学習した内容を確認できるよう

に，俳句を評価する観点をホワイトボードに

提示する。

選ばれた俳句のよいところを認め合うこと

で，生徒の学習意欲が高まるようにする。。
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３ 各グループで表現を推敲する。

■「昨日みんなでこの俳句を見たときに，

夕立に打たれるのは当たり前だよね。と

問 か，走る道という表現について，走るの

い は当然『道』だよね，などという意見が

直 出ましたよね。今日はこのあたりに目を ○「夕立にを，切れ字を使って夕立やに変えた

し 向けて推敲してみましょう。」 方が，夕立の様子を強調できると思う。」

■「もう一つ。ぜひ，『夕立』という夏の ◎「走る道は，駆ける道とか，駆け抜ける，駆

季語は残してください。極端に５・７・ けてゆくなどのように，駆けるという表現を

５の定型から外れないようにすることも 使った方が，スピード感が出ていいよね。」

意識してください。 ◎「二人で，という表現を，並んでにすると，

間接的に二人の世界を表現することもできる

と思う。」

◎「他にも二人の世界を表現できる言葉はない

かな」

・「二人きり」 ・「二人かな」 ・「影二つ」

・「ただ二人」 ・「君と僕」 ・「音二つ」

○「手をつなぐという設定に変えてもいいか質

問してみよう。」

○「傘とか，元の句にないものを取り入れても

いいか質問してみよう。」

４ 各グループの作品を紹介しながら，全

体で検討する。

１班 夕立や 濡れた制服 笑う君

２班 夕立や 走る二人の ・・・

３班 夕立や 透けた右肩 傘一つ

４班 夕立や 手をとり二人で 走る道

５班 夕立を浴び 走り抜く 君と僕

６班 夕立や 駆ける二人と 跳ねる水

７班 夕立に駆けろ 二人で

８班 夕立や 手をとり二人で 駆け抜け

る

９班 夕立や はねのけ走る 靴四つ

■「各班から出された結論ボードを見て， ◎「３班は，傘という元の句になかったものを

自分で推敲する時間を１分とります。そ 取り入れています。それによって，直接的に

の後で２分間，他の班への意見や質問， 好きという感情を表現しなくても，二人の思

良いと思った点などを話し合ってみまし いが伝わってきました。」

グループで話し合う時に，なぜそのように

考えたのかについて，作者のイメージと言葉

の関係性を根拠にして考えを深められるよう

にミエルトークを取り入れる。

生徒の思考が整理されるように，同じ観点

で推敲しているグループのボードを分類して

掲示する。

焦点を絞って検討できるように，比較しや

すい作品をいくつか選ぶ。
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ょう。」 ◎「５班の『君と僕』や，９班の『靴四つ』と

いう表現にすることで，二人という言葉を使

わなくても二人で走っている様子を表現でき

ることに気付きました。」

○「６班の『駆ける二人』と『跳ねる水』の取

り合わせが工夫されていると思いました。」

○「５班の『走り抜く』という表現にはスピー

ド感が表れていていいなと思いました。」

５ 今日の話合いを通して，作品の思いを

より的確に表す作品を選んだり，推敲を

完成させたりして，本時の学習で気付い

たことを振り返る。

■「今日の話合いや推敲を通じて，あな ○一人では想像もつかないような表現が，みん

振 たはどんな感想をもちましたか。マルチ なで考えることで浮かんできて楽しかった。

り シートにまとめましょう。 ○言葉一つ一つに込められた友達の思いを聞い

返 て，意味の深さに感動した。

り ○表現を深く考えれば考えるほど，俳句の中に

新しい情景や感情が広がることを実感した。

■「今日の授業ではどんな発見がありま ◎「９班の句は，二人という語句を使わずに，

したか。」 二人の世界を表現していました。間接的に表

現することの意味に気付きました。」

○「１班のように，物語風に表現することの面

白さに気付きました。」

○「４班の句は，走り抜けた後までをも感じさ

せています。今後ぜひ自分の句でも意識して

取り入れたいと思いました。」

≪生徒の振り返りから≫

・一つの光景からいろいろな感情や情景を表現できることに気付いた。一つの傘から，男女のぎ

こちなさや雨が降り注ぐ情景が目に浮かんできた。青春を感じられて楽しかった。

・五・七・五の中で，情景→人物などのように目線を移動させる工夫が必要であると感じた。単

調すぎないための物語的な工夫にも挑戦してみたいと思った。

・雨の中→傘→透けた肩，のように，焦点を絞って句を作ることを学んだ。焦点化という言葉は

知っていたけれど，実際に自分たちでその技法を生かすことができて面白かった。

生徒の意欲を喚起するために作者を指名

し，どの推敲を選んだかを理由と共に発表す

るように指示し，表現の豊かさに賞揚の言葉

をかける。
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４ 省察

・前時までに学習している知識を整理したことで，俳句を推敲する際に自信をもって「季語や助

詞，語順，言葉の選び方」を工夫することができた。

・本時で取り上げる句の作者を明かさずに授業を進めたことで，「誰の作品なのか」というわく

わくした気持ちで学習に臨む様子を見てとることができた。同時に，作者のイメージに影響さ

れることなく，句の中の言葉だけに集中して推敲に取り組むことができた。

・「作者の思いをより効果的に表現するためにどのように推敲すればよいか」という意識をもっ

て真剣に話し合うことができた。推敲することへの意欲や必要性を喚起できたのは，取り上げ

た句が身近にいる友達の作品であったことも理由の一つになっていたと考える。

・ミエルボードを活用したことで，思考の過程を可視化しながら内容を整理して話合いを進める

ことができた。その結果，言葉や表現の違いによる思いの伝わり方について，一人一人が意欲

的に発言することができた。

・ 語句の吟味や，「道」と「二人」のどちらを中心とするべきかといった推敲が自然にできてい

たのは，一語一語にこだわって読む学習の成果であると感じた。

・俳句の作者を指名し，感想を求めたり表現の豊かさに賞揚の言葉をかけたことで，俳句を作っ

たり内容を推敲したりすることの楽しさや価値を学級全体で共有することができた。本単元の

目標である「言葉がもつ価値の認識を伝え合う」という内容に迫ることができた。

・学びのプロセス「問い」「問い直し」を丁寧に実践することで，目指す「振り返り」に到達す

ることができた。

・一語一語にこだわる指導を重ねてきた結果，多くの生徒が「言葉を吟味することで俳句の世界

が広がっていく」という驚きや喜び，発見をすることができていた。

・自己表現をしたり創作したりする活動を通して言語能力や言語感覚を磨き合う姿が見られた。

俳句の専門性を身に付けるなど，指導する側の知識や理解を深めることで，生徒の言語能力を

さらに高めることができると考える。
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国
語
科
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ａ
組

３
６
名

授
業

者
伊
藤

郁
子

共
同
研
究
者

阿
部

昇

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
俳
句
の
可
能
性
」

～
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
通
し
て
表
現
の
効
果
を
工
夫
す
る
～

Ⅱ
目
標

(
1
)
季
語
や
定
型
な
ど
の
，
俳
句
の
基
礎
知
識
を
身
に
付
け
，
表
現
技
法
の
効
果
を
理
解
し
，
語
彙
を
豊
か
に
す
る

こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
俳
句
に
使
わ
れ
て
い
る
言
葉
を
吟
味
し
た
り
検
討
し
た
り
し
て
，
俳
句
の
よ
さ
を
味
わ
う
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に
，
我
が
国
の
伝
統
的
言
語
文
化
を
大
切
に
し
て
，
自
分
の
思
い
や
考

え
を
伝
え
合
お
う
と
す
る
。

Ⅲ
単
元
に
つ
い
て

本
教
材
は
，
俳
人
で
あ
る
筆
者
の
解
説
文
「
俳
句
の
可
能
性
」
と
，
「
俳
句
を
味
わ
う
」
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て

い
る
。
「
俳
句
の
可
能
性
」
で
は
，
近
・
現
代
俳
句
を
例
に
，
大
ま
か
な
俳
句
の
約
束
事
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
有
季
定
型
」
「
切
れ
字
」
「
自
由
律
俳
句
」
「
無
季
俳
句
」
な
ど
の
説
明
を
踏
ま
え
，
ま
と
め
と
し
て
，
「
身
近

な
も
の
が
俳
句
の
主
役
に
な
り
，
挨
拶
の
気
持
ち
で
，
風
景
を
カ
メ
ラ
で
撮
る
よ
う
な
気
軽
な
感
覚
で
自
由
に
俳
句

を
作
っ
て
ほ
し
い
。
」
と
い
う
筆
者
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
言
葉
を
受
け
，
発
展
学
習
と
し
て

夏
の
季
語
を
生
か
し
た
俳
句
を
作
り
，
表
現
を
練
り
合
う
学
習
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

俳
句
の
魅
力
は
，
五
・
七
・
五
の
リ
ズ
ム
で
，
目
に
映
る
情
景
や
心
に
残
っ
た
感
情
を
表
現
で
き
る
こ
と
で
あ
る
。

言
葉
の
も
つ
価
値
を
認
識
し
，
意
味
や
働
き
，
使
い
方
に
着
目
し
て
捉
え
た
り
問
い
直
し
た
り
す
る
経
験
が
，
自
分

の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め
た
り
す
る
力
と
な
り
，
社
会
生
活
に
お
い
て
も
役
立
て
ら
れ
て
い
く
こ
と
を
期
待
す
る
。

Ⅳ
生
徒
に
つ
い
て

生
徒
は
昨
年
度
，
「
走
れ
メ
ロ
ス
」
の
学
習
を
通
じ
て
，
登
場
人
物
の
心
情
を
短
歌
に
書
き
表
す
学
習
に
取
り
組

ん
だ
。
さ
ら
に
発
展
と
し
て
，
互
い
の
作
品
に
着
目
し
，
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
議
論
を
重
ね
な
が
ら
表
現
を
練

り
直
す
学
習
活
動
も
行
っ
た
。
グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
話
し
合
い
な
が
ら
表
現
方
法
を
考
え
る
学
習
は
，
生
徒
に

と
っ
て
印
象
に
残
る
学
び
と
な
っ
た
よ
う
で
，
振
り
返
り
に
は
「
ま
た
挑
戦
し
て
み
た
い
」
と
い
う
前
向
き
な
意
見

が
多
く
書
か
れ
て
い
た
。
生
き
生
き
と
議
論
す
る
日
々
の
姿
か
ら
，
課
題
に
対
し
て
自
分
の
考
え
を
も
ち
，
臆
す
る

こ
と
な
く
発
言
す
る
力
が
身
に
付
い
て
い
る
こ
と
が
実
感
で
き
る
。

一
方
で
，
一
語
一
語
の
意
味
や
働
き
に
着
目
し
て
読
ん
だ
り
考
え
た
り
す
る
力
は
必
ず
し
も
十
分
で
は
な
く
，
作

品
の
表
面
を
な
ぞ
る
よ
う
に
読
み
進
め
て
し
ま
う
と
こ
ろ
が
あ
る
た
め
，
心
情
や
情
景
描
写
の
工
夫
，
助
詞
が
も
つ

意
味
合
い
な
ど
に
気
付
か
な
い
，
浅
い
解
釈
を
し
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
る
。

表
現
の
優
れ
た
点
を
認
め
つ
つ
改
善
点
に
も
気
付
き
，
よ
り
適
切
な
表
現
に
す
る
た
め
の
手
立
て
を
考
え
る
力
は
，

国
語
の
学
習
に
限
ら
ず
，
社
会
生
活
に
お
い
て
も
必
要
と
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
。
国
語
を
通
じ
て
「
批
判
的
な
思
考

力
」
を
磨
く
こ
と
は
，
未
来
を
自
立
的
に
生
き
る
生
徒
の
育
成
に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
と
考
え
る
。

Ⅴ
学
習
の
質
を
一
層
高
め
る
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

本
校
国
語
科
で
は
，
言
葉
や
文
章
を
生
活
や
人
生
と
結
び
つ
け
，
自
分
の
こ
と
と
し
て
受
け
止
め
自
ら
問
い
を
発

し
て
学
習
に
参
加
す
る
態
度
を
，
「
主
体
的
な
行
動
力
」
，
書
か
れ
て
い
る
内
容
を
読
み
取
る
だ
け
で
な
く
，
書
き

手
の
意
図
を
考
え
な
が
ら
読
み
，
文
章
の
価
値
を
判
断
し
た
り
新
た
な
読
み
を
作
り
出
し
た
り
す
る
力
を
「
批
判
的

な
思
考
力
」
，
言
葉
の
も
つ
意
味
付
け
の
力
を
生
活
に
生
か
し
て
人
生
を
豊
か
に
す
る
こ
と
や
，
文
章
か
ら
得
た
価

値
や
考
え
方
を
自
己
の
生
活
や
人
生
に
あ
て
は
め
て
省
み
る
力
を
「
多
角
的
な
省
察
力
」
と
捉
え
て
い
る
。

本
単
元
で
は
，
優
れ
た
俳
句
と
の
出
会
い
を
き
っ
か
け
に
，
作
品
の
中
に
仕
掛
け
ら
れ
た
レ
ト
リ
ッ
ク
の
も
つ
言

葉
の
効
果
に
疑
問
を
も
ち
，
全
体
で
の
問
い
の
練
り
上
げ
や
協
議
・
追
究
，
問
い
直
し
を
通
じ
て
表
現
の
効
果
を
考

え
る
場
面
を
設
定
し
て
い
る
。
ま
た
本
時
で
は
，
互
い
の
考
え
を
尊
重
し
，
表
現
の
よ
さ
を
認
め
合
い
な
が
ら
俳
句

の
一
語
一
語
に
着
目
し
，
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
通
じ
て
言
葉
を
吟
味
す
る
活
動
に
取
り
組
む
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
8
時
間
）

時
数

主
な

学
習

活
動

評
価
の
観
点

評
価
規
準

評
価
方
法

知
思

態

・
本
文
や
便
覧
，
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

○
・
俳
句
を
理
解
し
た
り
表
現
し
た
り
す
る
た
め
に

を
活
用
し
て
，
俳
句
の
基
礎
知
識
を

必
要
な
季
語
や
定
型
，
表
現
技
法
の
知
識
を
的

確
認
す
る
。

確
に
収
集
し
て
い
る
。

（
行
動
観
察
）

２
（
季
語
，
定
型
，
表
現
技
法
な
ど
）

・
本
文
に
示
さ
れ
た
俳
句
に
つ
い
て
，

・
読
み
取
っ
た
表
現
の
工
夫
や
面
白
さ
を
，
シ
ー

表
現
の
面
白
さ
や
工
夫
さ
れ
て
い
る

○
ト
に
ま
と
め
て
い
る
。

（
シ
ー
ト
）

点
を
読
み
取
る
。

・
名
句
を
鑑
賞
し
，
助
詞
の
使
い
方
や

・
助
詞
の
差
異
に
よ
る
印
象
の
違
い
に
気
付
い
た

１
場
面
設
定
の
効
果
に
つ
い
て
読
み
深

○
り
，
情
景
や
心
情
を
正
し
く
読
み
取
っ
た
り
し

め
，
全
体
で
確
認
す
る
。

て
い
る
。

（
行
動
観
察
・
シ
ー
ト
）

・
「
俳
句
を
味
わ
う
」
を
読
み
，
そ
れ

・
季
語
に
よ
っ
て
俳
句
の
世
界
が
広
が
る
こ
と
に

１
ぞ
れ
の
作
品
の
季
語
が
も
つ
特
性
に

○
気
付
き
，
そ
れ
ぞ
れ
の
季
語
が
作
品
に
も
た
ら

つ
い
て
意
見
交
流
を
す
る
。

す
効
果
に
つ
い
て
，
友
達
に
説
明
し
て
い
る
。

（
行
動
観
察
）

・
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
夏
の
季
語
を
検

索
し
学
級
全
体
で
共
有
す
る
。

１
・
気
に
入
っ
た
季
語
を
一
つ
選
び
，
そ

・
夏
の
季
語
や
既
習
事
項
を
生
か
し
て
，
自
分
の

の
語
か
ら
受
け
た
印
象
を
全
体
に
紹

思
い
が
効
果
的
に
伝
わ
る
よ
う
に
表
現
を
工
夫

介
す
る
。

し
て
俳
句
を
創
作
し
て
い
る
。

（
シ
ー
ト
）

・
夏
の
季
語
を
使
っ
て
俳
句
を
作
る
。

○

・
句
会
を
開
く
→
前
時
に
作
っ
た
俳
句

・
既
習
の
知
識
を
活
用
し
な
が
ら
，
根
拠
を
も
っ

１
を
全
体
で
共
有
し
，
よ
い
と
思
っ
た

○
て
俳
句
を
選
ぼ
う
と
し
て
い
る
。

も
の
に
投
票
す
る
。

（
行
動
観
察
）

本
時
・
前
時
に
選
ば
れ
た
俳
句
に
着
目
し
，

・
季
語
や
助
詞
，
切
れ
字
，
比
喩
な
ど
を
活
用
し

7
/
8

グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
表
現
を
練

○
て
，
表
現
を
磨
き
上
げ
る
た
め
に
意
見
を
発
表

り
直
す
。

し
て
い
る
。

（
行
動
観
察
）

・
学
習
内
容
を
振
り
返
る
。

○
・
言
葉
を
吟
味
す
る
こ
と
の
価
値
や
楽
し
さ
，
学

1
習
を
通
じ
て
変
わ
っ
た
も
の
の
見
方
や
考
え
方

に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
シ
ー
ト
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

作
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
よ
り
効
果
的
に
伝
え
る
た
め
の
言
葉
や
表
現
を
磨
き
上
げ
る
活
動
を
通
し
て
，
表
現
の
効

果
に
つ
い
て
，
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
の
関
係
性
を
根
拠
に
し
て
評
価
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習

活
動

学
ぶ

生
徒

の
姿

見
１

前
時
ま
で
に
学
ん
だ
，
俳
句
を
評
価
す
る
k
・
「
ど
ん
な
よ
い
と
こ
ろ
が
あ
っ
た
か
ら
選
ば
れ
た

通
観
点
を
振
り
返
り
，
本
時
に
取
り
上
げ
る
俳

の
か
な
」

問
し

句
を
確
認
す
る
。

を
２

作
者
が
俳
句
に
表
現
し
た
場
面
や
状
況
を

・
作
者
の
思
い
に
耳
を
傾
け
，
作
者
が
表
現
し
た
い

立
共
有
し
，
本
時
の
課
題
を
確
認
す
る
。

状
況
を
想
像
し
て
い
る
。

い
て る

作
者
が
イ
メ
ー
ジ
す
る
「
夏
の
恋
」
が
，

・
既
習
事
項
（
季
語
や
助
詞
，
表
現
技
法
等
）
を
想

も
っ
と
素
敵
に
伝
わ
る
よ
う
に
推
敲
し
よ
う

起
し
て
い
る
。

自
３

各
グ
ル
ー
プ
で
表
現
を
推
敲
す
る
。

・
「
ど
の
観
点
で
推
敲
す
れ
ば
い
い
か
な
」

分
〈
個
→
小
グ
ル
ー
プ
〉

・
「
季
語
は
こ
れ
で
い
い
の
か
な
」

で
・
「
他
の
助
詞
を
入
れ
る
と
ど
う
か
な
」

問
考

・
「
語
順
は
ど
う
か
な
」

え
・
「
い
ら
な
い
言
葉
は
な
い
か
な
」

い
る ・

直
他 者
４

各
グ
ル
ー
プ
の
作
品
を
紹
介
し
な
が
ら
，

・
「
他
の
グ
ル
ー
プ
は
ど
ん
な
推
敲
を
し
て
い
る
の

し
と

全
体
で
検
討
す
る
。

か
な
」

学
・
「
ど
の
グ
ル
ー
プ
が
一
番
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
素

び
敵
に
表
現
し
て
い
る
か
な
」

合 う

５
今
日
の
話
合
い
を
通
し
て
，
作
品
の
思
い

・
「
ど
の
表
現
が
素
敵
か
な
」

振
ま

を
よ
り
的
確
に
表
す
俳
句
を
選
ん
だ
り
，
推

・
「
作
者
の
意
見
も
聞
い
て
み
た
い
な
」

り
と

敲
を
完
成
さ
せ
た
り
し
て
，
本
時
の
学
習
で

・
「
み
ん
な
で
考
え
れ
ば
考
え
る
ほ
ど
，
新
た
な
表

返
め

気
付
い
た
こ
と
を
振
り
返
る
。

現
が
浮
か
ん
で
き
て
楽
し
か
っ
た
」

り
る

３
評
価
規
準

季
語
や
助
詞
，
切
れ
字
，
比
喩
な
ど
を
活
用
し
て
，
表
現
を
磨
き
上
げ
る
た
め
に
意
見
を
発
表
し
て
い
る
。

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

○
＝
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
評
価

＝
ね
ら
い
の
評
価
に
用
い
る
基
準

＝
目
指
す
生
徒
の
姿
に
関
連
す
る
基
準

指
導
の
手
立
て

目
指

す
生

徒
の

姿

・
前
時
ま
で
に
学
習
し
た
内
容
を
確
認
で
き
る
よ
う
に

・
「
季
語
や
助
詞
，
語
順
，
言
葉
の
選
び
方
を
工
夫
す

俳
句
を
評
価
す
る
観
点
を
ホ
ワ
イ
ト
ボ
ー
ド
に
掲
示

る
と
，
よ
り
よ
い
俳
句
が
で
き
そ
う
だ
な
」

す
る
。

・
選
ば
れ
た
俳
句
の
よ
い
と
こ
ろ
を
認
め
合
う
こ
と
で

・
「
も
っ
と
素
敵
な
俳
句
に
で
き
そ
う
だ
な
」

生
徒
の
学
習
意
欲
が
高
ま
る
よ
う
に
す
る
。

・
「
ま
だ
直
す
こ
と
は
で
き
そ
う
だ
ぞ
」

・
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
を
常
に
確
認
し
な
が
ら
推
敲
で
き

○
「
夏
の
恋
」
が
も
っ
と
素
敵
に
伝
わ
る
よ
う
に
，
季

る
よ
う
に
，
俳
句
の
作
者
で
あ
る
生
徒
の
発
言
を
，

語
や
助
詞
，
語
順
，
言
葉
の
選
び
方
を
工
夫
し
て
，

大
型
モ
ニ
タ
ー
に
提
示
す
る
。

推
敲
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
う
時
に
，
な
ぜ
そ
の
よ
う
に
考

○
作
者
の
思
い
を
よ
り
効
果
的
に
表
現
す
る
た
め
に
，

え
た
の
か
に
つ
い
て
，
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
言
葉
の

ど
の
よ
う
に
推
敲
す
れ
ば
よ
い
か
に
つ
い
て
考
え
が

関
係
性
を
根
拠
に
し
て
考
え
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
に

ま
と
ま
っ
て
い
る
。

ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
取
り
入
れ
る
。

・
他
の
季
語
に
も
目
を
向
け
て
み
る
よ
う
助
言
す
る
。

・
「
こ
ち
ら
の
季
語
の
方
が
，
作
者
の
イ
メ
ー
ジ
と
合

・
言
葉
の
差
異
を
検
討
で
き
る
よ
う
に
，
３
・
４
時
間

っ
て
い
る
な
」

目
に
学
習
し
た
俳
句
を
想
起
す
る
こ
と
を
促
す
。

・
「
語
順
を
変
え
た
方
が
，
表
現
し
た
い
こ
と
が
伝
わ

る
な
」

・
生
徒
の
思
考
が
整
理
さ
れ
る
よ
う
に
，
同
じ
観
点
で

・
「
重
複
し
た
言
葉
を
削
っ
た
ぶ
ん
，
作
者
の
イ
メ
ー

推
敲
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
の
ボ
ー
ド
を
分
類
し
て
掲

ジ
が
伝
わ
る
他
の
言
葉
を
入
れ
ら
れ
る
か
な
」

示
す
る
。

・
焦
点
を
絞
っ
て
検
討
で
き
る
よ
う
に
，
比
較
し
や
す

い
作
品
を
い
く
つ
か
選
ぶ
。

・
同
じ
観
点
で
推
敲
し
て
い
る
グ
ル
ー
プ
を
意
図
的
に

指
名
す
る
。

・
ど
の
推
敲
を
選
ぶ
の
か
，
理
由
を
含
め
て
考
え
る
よ

・
「
言
葉
を
吟
味
す
る
と
，
俳
句
の
世
界
が
広
が
っ
て

う
に
指
示
す
る
。

見
え
る
ね
」

・
本
時
の
授
業
で
新
し
く
発
見
し
た
こ
と
に
つ
い
て
，

振
り
返
り
を
す
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

・
生
徒
の
意
欲
を
喚
起
す
る
た
め
に
作
者
を
指
名
し
，

ど
の
推
敲
を
選
ん
だ
か
を
理
由
と
共
に
発
表
す
る
よ

う
に
指
示
し
，
表
現
の
豊
か
さ
に
賞
揚
の
言
葉
を
か

け
る
。

言
葉
や
表
現
の
違
い
に
よ
る
作
者
の
思
い
の
伝
わ

り
方
に
つ
い
て
，
発
表
し
た
り
，
他
者
の
考
え
に

対
し
意
見
を
述
べ
た
り
し
て
い
る
。

（
行
動
観
察
・
ミ
エ
ル
ボ
ー
ド
）

言
葉
の
差
異
を
吟
味
す
る
こ
と
に
よ
り
，
言
葉
の

も
つ
価
値
を
認
識
し
，
自
身
の
言
語
表
現
に
役
立

て
よ
う
と
し
て
い
る
。 （
観
察
・
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
）
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令和３年度の実践記録（国語）

－実践記録（第２学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「走れメロス」 －部分と全体をダイナミックに往還して、新たな解釈を生み出せるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) ＩＣＴを活用した問いの練り上げ

チームズを活用することにより、個々の生徒が発した疑問や意見を、問いの練り上げの過程

に生かした。

(2) 語感を磨く発問の工夫

なぜその言葉が使われているのかという視点で発問することにより、読みを深めるとともに

語感を磨く学習活動につなげた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 本時で追究する課題を確認する。

「山場の中でみんながここを掘り下げてみ

たいと言った『訳のわからぬ大きな力』

について、読んでいきましょう」

「前もって、今の段階の考えをチームズに ○「信実や愛、正義を証明するため」

問 アップしてもらったので、何人かに発表 ○「セリヌンティウスを助けようという強い思

い をお願いします」 い」

の ■この段階では読み間違いをしている生徒

練 が多いので、そのような意見を記入した

り 生徒を意図的に指名する。

上 ■読み間違いに対して、違和感をもってい

げ る生徒は少ない様子が見て取れる。

「どうしたらこの部分の意味に迫っていけ

そうか、前の時間に考えたましたね。他

の場面や表現とつなげて考え、文脈を追

って解釈していきましょう」

該当箇所を全員で音読する。

拡大本文を黒板に掲示しておく。

見方・考え方のカードの中で、「描写と描写」

「場面と場面」「文脈を読む」の３枚を黒板

に掲示する。

「訳のわからぬ大きな力」を含む本文の該当

箇所のプリントを配付しておく。
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「考える手がかりになりそうなところを周 ○「信じられているから走る」「間に合う、間

辺から探して、プリントに線を引き、そ に合わぬは問題でない」「人の命も問題でな

こからわかることを書き込みましょう」 い」「なんだか、もっと恐ろしく大きいもの

■重要な表現に線を引いている生徒がある のために」「メロスの頭は空っぽだ」「引き

程度増えてきたところで話し合いを始め ずられて」などに線を引いている。

る。

「それでは、班で出た意見を発表してくだ

さい」

○「『間に合う、間に合わぬは問題でない』か

ら、『訳のわからぬ大きな力』は約束を守る

ことではないと読み取れる」

○「『人の命も問題でない』から、セリヌンテ

ィウスを助けることでもない」

○「『なんだか、もっと恐ろしく大きいもの』

追 の言い換えなので、不可解で怖いものである」

究 ○「『引きずられて』とあるので、これはメロ

と スを引きずっていくようなもの」

問 ○「『信じられているから走るのだ』から、『訳

い のわからぬ大きな力』」とは信じられている

直 ことだ」

し ■周辺部分から読み取れることと、最初に

出した読みとの矛盾に気付かせ、生徒の

読みに揺さぶりをかける。

「『訳のわからぬ大きな力』とは約束を守

ること、セリヌンティウスを助けること

でもないとすると、初めに発表してもら

った『信実』や『正義』と矛盾しません

か？」

「Ｂさんが初めに発表してくれた、『セリ ○周辺の文脈を丁寧に追ってみることで、最初

ヌンティウスを助けること』って、メロ にもっていた考えとは矛盾する読み取りがで

スにとって、不可解で怖いことだったか きることに気付き始めた生徒が次第に増えて

な」 きている。

■「引きずられる」という言葉の語感に着

目して読みを深める。

「『引きずられる』と似ている言葉はあり ○「引っ張られて」

ませんか？」 ○「引き寄せられて」

「それらの言葉と比べて、『引きずられて』

だとどんな語感がありますか？引きずら

出た意見を拡大本文に書き込んでいく。
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れて走るとはどういう走り方か、三つ挙

げてみよう」

「班で共有して、ホワイトボードに書き出

してみましょう」

「どんな意見が出ましたか？」 ○「自分の意図で走っているのではない」

○「強い力に抗っている感じがする」

○「無理やり走らされている」

「『信じられている』ことは、メロスの意

図に反して無理やり引きずっていくよう

なものだ、ということですね」

■メロスはなぜ走りたくないのかというこ

とまで考えさせたいが、次時に補うこと

にする。

■「訳のわからぬ大きな力」について、周 ○「訳のわからぬ大きな力」とはどのようなも

辺部分から文脈をたどることで、みんな のか、文脈から読み取れることを整理し、こ

で読み取れた内容を整理して確認する。 こまでは多くの生徒が納得している。

「みんなが読み取ってくれたことをまとめ

てみます。『訳のわからぬ大きな力』と

は、セリヌンティウスを助けることや、

約束を守ることとは別のことである。ま

た、この「大きな力」は「信じられてい

る」こととイコールである。そしてそれ

は、メロスにとって、自分の意思に反し

て自分を引きずっていくような得体の知

れない恐ろしいものである」

■「信じられている」ことが、メロスの意

思に反して引きずっていくものになって

いることに着目するように促す。

「でもメロスにとって、信じられているこ

とって、そんな得体の知れない恐ろしい

ような、自分を嫌々引きずっていくよう

なことでしたか？」 ○多くの生徒が首を横に振っており、これまで

「そうですね。」 のメロスと比較して疑問をもっている。

■「信じられる」ことに着目して、前の場

面に目を向けるよう促し、場面と場面を

関連付けて読む活動につなげる。

「では、これより前に戻って、『信じられ

ている』とか『信実』という言葉が無い
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か探してみましょう」

○「207ページ7行目にあります」

「そうだ、ここにありますね。では、ここ

の『信じられている』と関係しそうな言

葉を探してみましょう。この時のメロス

にとっての『信実』はどういうものかが

分かる言葉をチェックしてください。」

「班で共有しましょう」

■机間巡視して、前の場面の「信じられて

いる」が、メロスにとって自分自身の名

誉や優越感、希望などと関連しているこ

とに気付いている班を見取る。

「では、どこに線を引いたか発表してくだ

さい」 ○「名誉を守る希望」

○「正義の士として死ぬ」

○「おまえは真の勇者だ」

○「義務遂行の希望」

■二箇所の「信じられている」ことのメロ ○「愛と誠の力を、今こそ知らせてやるがよい」

スにとっての意味を整理した上で、両方

を併せて読むことでどんな解釈が生み出

せるかを考える活動につなげる。

「フィロストラトス登場前の『信じられて

いる』は、セリヌンティウスの命を救え

なくてもいいものであって、不可解でメ

ロスを引きずっていくものである。フィ

ロストラトス後の『信じられている』は、

『真の勇者』とか『正義の士』『名誉』『義

務遂行』とか『愛と誠の力を知らせてや

る』とかと関係あるようだ。これはどう

考えたらいいのかな。この二つの場面を

あわせて読むと、どんなことが読みとれ

ますか？班で話し合ってボードに書きま

しょう」

「まとまった班は発表してください」 ○「同じ『信じられている』でも、変化してい

るということが分かります。後の方では、『信

じられている』ことが、命よりも重いものに

なっています」

◎フィロストラトスの登場前と後では、メロス

にとって「信じられている」ことの意味や受
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けとめ方、重みが変化していることに気づい

ている。

振 ■授業時間がここで終了となり、振り返り

り までたどりつくことができなかった。こ

返 の後の授業でさらに問い直し・読み取り

り をした上で、振り返りをおこなった。

≪生徒の振り返りから≫

・「訳のわからぬ大きな力」とは信じられていることの重さだと思いました。フィロストラトス

に会う前は、信じられていることが自信となり、走り切ることで名誉を保って死ぬことができ

ると考えていたと考えました。しかし、フィロストラトスに会い、セリヌンティウスが処刑さ

れる可能性が高くなったときに、最初の考えのとおりにはならないとわかり、信じられていた

ことがプレッシャーになったと思います。

・「走れメロス」とは、人の本当の信頼を描いた物語である。信頼というのは、時として自分を

追い詰めるものであり、自分の意思とは逆のことを指すものだ。信頼というものの深さについ

て考えさせられる文章であり、それが主題ではないか。

・フィロストラトスに気づかされるまで、メロスはどこか自分に心酔していて、かっこいい自分

でいたいと、「自分のため」に走っている部分があった。しかし、もう自分はヒーローでいら

れない（かもしれない）ことを知った瞬間に目が覚めて「セリヌンティウスのためだけ」に走

ることにしたのだと思う。ただ、「引きずられて」という表現からは、メロスの性格上、避け

たい道だったこともわかるが、それ以上のパワーが「信実」にはあったのだと思う。…王も、

メロスが「変化」したことによって改心できたのではないか。あたかも「信実」の意味をわか

っているかのように語り、ふるまう人々のうちの一人だったメロスが、真の意味にたどりつい

たからこそ、きちんと自分の弱さ、愚かさに気付けたからこそ、（王は「信実」が）空虚な妄

想でないことを知れたのだと考える。メロスのように、自らの足りなさを認め、変えていける

ようになりたい。

４ 授業の省察

私たちが育てたいのは、言葉を手掛かりとして豊かに思考し、新たな意味や価値を生み出すこと

ができる生徒、それを自らの人生や他者との関わりに生かして成長していく生徒である。したがっ

て、本校国語科においては、言葉や表現に着目し根拠をもって文章を読み取る力や、部分と部分・

部分と全体の関わりに注意しながら読み取る力を育てること、さらには、言葉を根拠として論理的

に思考したり豊かに想像したりしながら、新たな解釈や思考を創造する力を育てることを目標とし

ている。また、文章から得た価値や考え方を自己の生活や人生にあてはめて省み、価値観や生き方

を更新していく態度を養うことを目標に掲げている。

今回の授業は「訳のわからぬ大きな力」とは何かについて、前後の叙述や他の場面と関連付け、

文脈を追って読み取ることを通して、メロスの変容についての解釈を生み出すことをねらいとして

計画した。疲れ切って眠り込んでしまったメロスが、目覚めて再び走り出す。この挫折からの復活

を読み取ることは難しくないが、その後にメロスはより大きな変容を遂げており、この一段階深い

レベルの変化に気付くには、言葉一つ一つを大切にし文脈を追って読むことや、文章全体を往還す
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る構造的な読みが求められる。自分主体から相手主体へというメロスの変容は誰にでも起こり得る

普遍的な人間の成長であり、生徒には、メロスの変化を読み取ることを通して、言葉を根拠として

新たな解釈を生み出す楽しさや、思考を掘り下げ本質に迫る喜び、自他の存在について理解を深め

る意義深さに気付いてほしいと考えて授業を計画した。

本時では、「訳のわからぬ大きな力」がどのようなものかが分かる表現をまず周辺から探し、文

脈を捉えて読み取る活動を行った。この活動により、「訳のわからぬ大きな力」とは「信じられて

いる」ことであること、そしてそれはセリヌンティウスを救えるか、約束を守れるかということと

は関係がなく、メロスを無理やりに引きずっていく不可解な未知のものであることを整理した。そ

れを踏まえ、これより前の場面の「信じられている」に読みを広げていくことで、メロスの変容に

気付くというしかけを構想した授業である。この学習を終えたときに、「自分は信実を守れる人間

だと慢心していたメロスが自己の弱さに気付き、本当の信実の重さに気付いたこと、自分主体から

相手主体へと変化したこと」を、生徒が自分の言葉で説明することができていることが最終的な目

指す生徒の姿であった。

実際に授業をしてみて、特に後半部分でうまく生徒の思考や解釈を引き出すことができなかった

と感じている。授業の前半部分、「訳のわからぬ大きな力」とは何かを周辺部分を根拠に読み取る

活動については、多くの生徒が無理なく納得しながら学習できていたが、これより前の場面の「信

じられている」とつなげて、そこからメロスの変容を読み取る後半部分の活動は、生徒が戸惑って

いる感触があった。前後の場面を読んで「信じられている」ことの意味が変わっていると読み取る

ところまではクラス全体でたどり着くことができたが、どう変わっているのかについての詳細な読

み、さらにメロスの変容を整理するところまではさらに一時間を要した。この後半以降の授業の流

れは良いものではなく、生徒たちが自分たちの力でたどり着いた解釈というよりは、結局は授業者

の読みに生徒を引っ張るような形になってしまったと感じている。

うまくいかなかった原因の一つとして考えられるのが、「信じられている」を読み取ることと、

メロスの変容を読み取ることという二つの段階をひとまとめにしてしまった展開のしかたである。

分科会の出席者からは、「『信じられている』こととメロスの変容がどうつながるのかわかりにく

く、盛りだくさんすぎたのではないか」というご意見をいただいた。また、国立教育政策研究所の

千々布敏弥先生からも「『五段落でメロスの心情に変化はあったのか』という発問はどうか」とい

うご助言をいただいた。この部分のメロスの変容に気付くことは高度な読みであるからこそ、考え

るポイントを絞った展開にしていくことが、生徒のより深い思考や読み取りを引き出すことにつな

がったかもしれない。

授業の展開について改善の余地はあるものの、生徒による授業の振り返りの多くは、メロスの変

容について根拠を示しつつ説明することができていると評価できるものであった。「授業の実際」

に「生徒の振り返り」として載せた文章は、本時の後もう一時間を費やして読み取りを終えた後の

ものである。ここからは、「信頼」という言葉の意味への認識の深まりや、メロスの変容への的確

な読解、そしてそれを自分自身の成長にもつなげられるものとしてしっかりと受け止めている姿が

表れている。これらは、先に挙げた本校国語科が目指す「批判的な思考力」や「多角的な省察力」

を十分に発揮した姿として評価できるものである。生徒たちは今回の挑戦から何かを得ようと、作

品に対する敬意をもち、粘り強く前向きに言葉と向き合ってくれた。このような意欲をもつ生徒た

ちが、自分たちで作品を読み、自分たちの力で解釈を創り出したと実感できるような授業の展開や

発問のあり方をいっそう工夫していくことが課題であると考えている。
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具体的な実践事項の（１）と関連する内容としては、単元の初めからＴｅａｍｓを活用して生徒

一人一人の疑問や感想をクラス全員で共有することに取り組んだ。これは協働的な学びを促進し、

生徒の中に多様な読みの視点を育てることにつながったという意味では成果があった。ただ、そこ

で出た多様な疑問を、限られた授業の中で「問いの練り上げ」のプロセスにどう生かしていくかは

難しいところであり、今後も研究が必要である。具体的な実践事項の（２）と関連する内容として

は、具体的な読み取りの場面で「引きずられる」という言葉に着目し、なぜこの言葉が使われたの

かという切り口から、人物の心情や考え方、主題の読み取りにつなげる学習活動を行った。細部の

形象に着目して読み取り、語感を磨く発問は、これからも意図して授業に取り入れていきたい。

123

Akita University



国
語
科
学
習
指
導
計
画

学
級

２
年
Ｂ
組

３
５
名

授
業

者
松
渕

烈
子

共
同
研
究
者

阿
部

昇

Ⅰ
題
材
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
走
れ
メ
ロ
ス
」

－
部
分
と
全
体
を
ダ
イ
ナ
ミ
ッ
ク
に
往
還
し
て
，
新
た
な
解
釈
を
生
み
出
せ
る
か
－

Ⅱ
題
材
に
つ
い
て

「
走
れ
メ
ロ
ス
」
は
友
情
や
信
頼
，
正
義
と
い
っ
た
道
徳
的
価
値
を
単
純
に
表
現
し
た
作
品
と
い
う
に
と
ど
ま

ら
ず
，
人
間
の
思
い
や
考
え
，
さ
ら
に
は
生
き
方
そ
の
も
の
が
状
況
や
関
係
に
よ
っ
て
変
化
し
て
い
く
も
の
で
あ

る
こ
と
を
，
巧
み
な
構
成
と
豊
か
な
語
彙
，
視
点
の
自
在
な
移
動
に
よ
っ
て
力
強
く
描
い
た
作
品
で
あ
る
。
メ
ロ

ス
は
作
品
中
で
単
に
心
情
が
変
化
し
た
と
い
う
だ
け
で
な
く
，
本
質
的
な
変
容
を
遂
げ
て
い
る
と
言
え
る
。
こ
れ

ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
小
説
に
触
れ
て
き
た
中
学
２
年
生
に
と
っ
て
十
分
な
手
応
え
と
魅
力
を
備
え
た
作
品
で
あ
る
。

作
品
中
に
は
本
文
に
直
接
的
な
説
明
の
な
い
，
「
謎
」
と
も
と
れ
る
表
現
が
あ
る
。
そ
の
よ
う
な
表
現
に
着
目

し
，
文
脈
を
追
っ
て
前
後
の
表
現
と
結
び
付
け
た
り
，
他
の
場
面
と
の
関
係
に
着
目
し
て
そ
の
意
味
を
考
え
た
り

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
，
作
品
を
よ
り
有
機
的
な
構
造
を
も
っ
た
も
の
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。
こ

の
学
習
活
動
が
，
メ
ロ
ス
が
ど
の
よ
う
な
変
容
を
遂
げ
た
の
か
に
つ
い
て
の
深
い
読
み
取
り
と
主
題
へ
の
ア
プ
ロ

ー
チ
を
実
現
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
，
作
品
の
価
値
に
つ
い
て
考
え
る
評
価
的
な
読
み
に
つ
な
が
る
も
の
に
も
な

る
と
考
え
て
い
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

生
徒
た
ち
は
こ
れ
ま
で
の
小
説
の
学
習
を
通
し
て
，
場
面
構
成
や
語
り
手
な
ど
，
小
説
を
読
み
取
る
際
の
基
本

的
な
観
点
を
身
に
付
け
て
き
た
。
ま
た
，
場
面
と
場
面
，
叙
述
と
叙
述
を
関
連
付
け
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
登
場

人
物
の
心
情
や
人
物
設
定
を
よ
り
深
く
正
確
に
読
み
取
れ
る
こ
と
や
，
場
面
が
作
品
全
体
の
中
で
ど
の
よ
う
な
役

割
を
果
た
し
て
い
る
か
を
考
え
る
活
動
を
通
し
て
作
者
の
意
図
に
迫
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
に
気
付
く
経
験
も
し

て
き
た
。
し
か
し
，
文
脈
を
丁
寧
に
追
い
，
部
分
と
部
分
，
部
分
と
全
体
を
関
連
さ
せ
て
読
み
取
る
力
の
定
着
に

は
個
人
差
が
大
き
く
，
ク
ラ
ス
全
体
で
作
品
の
場
面
を
行
き
来
し
，
み
ん
な
で
読
み
を
深
め
て
い
く
実
感
が
十
分

に
得
ら
れ
て
い
る
と
は
言
い
が
た
い
。
一
部
の
生
徒
の
「
よ
い
意
見
」
に
頼
っ
て
授
業
を
展
開
す
る
の
で
な
く
，

ク
ラ
ス
全
体
で
話
し
合
い
な
が
ら
考
え
を
深
め
て
い
く
こ
と
の
喜
び
を
味
わ
え
る
授
業
の
展
開
を
目
指
し
た
い
。

こ
の
よ
う
な
学
習
を
通
し
て
，
言
葉
を
根
拠
と
し
て
新
し
い
解
釈
を
生
み
出
す
楽
し
さ
や
，
言
葉
を
通
し
て
思
考

を
掘
り
下
げ
本
質
に
迫
る
喜
び
，
そ
し
て
自
他
の
存
在
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
意
義
深
さ
へ
の
気
付
き
を
促
し

言
葉
を
大
切
に
し
な
が
ら
人
生
を
豊
か
に
生
き
て
い
く
姿
勢
を
養
い
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

一
行
の
表
現
を
解
釈
す
る
た
め
に
は
，
該
当
箇
所
の
一
語
一
語
や
表
現
方
法
を
検
討
す
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る

が
，
よ
り
正
確
で
深
い
読
み
取
り
の
た
め
に
は
，
前
後
の
叙
述
と
結
び
付
け
た
り
，
他
の
場
面
と
の
関
わ
り
を
考

え
た
り
す
る
活
動
が
欠
か
せ
な
い
。
こ
れ
ら
を
一
部
の
生
徒
だ
け
で
な
く
ク
ラ
ス
全
体
で
行
う
た
め
に
は
，
一
つ

に
は
そ
の
問
い
に
つ
い
て
考
え
た
い
と
い
う
意
欲
が
全
て
の
生
徒
の
中
で
高
ま
っ
て
い
る
こ
と
が
前
提
と
な
る
。

そ
の
問
い
を
問
う
必
然
性
を
一
人
一
人
が
感
じ
て
い
る
状
態
を
つ
く
る
た
め
に
，
教
師
か
ら
一
方
的
に
発
問
す
る

の
で
な
く
，
生
徒
同
士
の
対
話
に
よ
っ
て
問
い
を
練
り
上
げ
る
過
程
を
大
切
に
し
た
授
業
展
開
を
心
掛
け
る
。
二

つ
目
に
，
一
人
一
人
が
文
脈
的
・
構
造
的
に
読
む
こ
と
の
有
効
性
を
実
感
で
き
て
い
る
こ
と
や
，
具
体
的
な
読
み

取
り
の
過
程
を
経
験
し
，
身
に
付
け
て
い
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
に
，
こ
れ
ま
で
の
小
説
の
学
習
を

振
り
返
り
，
叙
述
と
叙
述
，
場
面
と
場
面
を
結
び
付
け
る
こ
と
に
よ
っ
て
読
解
が
深
ま
っ
た
り
別
の
有
効
な
視
点

が
得
ら
れ
た
り
し
た
経
験
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
場
面
を
つ
く
り
た
い
。
こ
れ
ら
の
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
，
大

型
モ
ニ
タ
ー
や
全
員
の
思
考
を
共
有
で
き
る
ツ
ー
ル
を
取
り
入
れ
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な
活
用
を
図
っ
て
い
く
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
本
や
文
章
に
は
様
々
な
思
い
や
考
え
方
が
書
か
れ
て
い
る
こ
と
を
理
解
し
，
自
分
の
考
え
を
広
げ
た
り
深
め

た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
部
分
と
部
分
，
作
品
全
体
と
部
分
の
関
係
に
注
意
し
な
が
ら
，
登
場
人
物
の
見
方
・
考
え
方
の
変
容
を
文
脈

を
踏
ま
え
て
捉
え
，
表
現
の
意
味
を
多
角
的
に
考
察
し
て
新
た
な
解
釈
を
生
み
出
す
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
仲
間
と
協
働
し
て
言
葉
と
言
葉
と
の
関
係
を
粘
り
強
く
検
討
し
，
言
葉
が
も
つ
価
値
を
認
識
す
る
と
と
も
に

読
書
を
生
活
に
役
立
て
，
我
が
国
の
言
語
文
化
を
大
切
に
し
て
い
こ
う
と
す
る
意
欲
を
高
め
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
1
0
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点

知
思

態

・
本
文
を
通
読
し
て
，
初
発
の
感
想
を

○
・
作
品
を
読
み
，
自
分
の
経
験
と
結
び
付
け
て
考

も
ち
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
な
が
ら
交

え
た
こ
と
や
感
じ
た
こ
と
を
伝
え
合
お
う
と
し

流
す
る
。

て
い
る
か
を
見
取
り
，
個
々
の
感
想
を
受
け
止

２
め
て
気
付
き
や
視
点
を
評
価
す
る
。
（
T
e
a
m
s
）

○
・
人
物
，
場
所
，
時
間
，
出
来
事
に
着

・
根
拠
を
明
確
に
し
て
適
切
に
場
面
分
け
が
で
き

目
し
て
場
面
に
分
け
る
。

て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体
に
紹
介
す
る
。

（
シ
ー
ト
）

・
導
入
部
，
展
開
部
，
山
場
に
分
け
て

○
・
作
品
の
構
造
に
つ
い
て
，
根
拠
を
も
っ
て
考
え

構
造
を
捉
え
る
。

て
い
る
か
を
見
取
り
，
称
賛
し
た
り
紹
介
し
た

り
す
る
。

（
行
動
観
察
）

２
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
は
ど
こ
か
を
考
え

○
・
ク
ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
に
つ
い
て
，
主
題
と
関
わ
ら

て
話
し
合
い
，
主
題
に
つ
い
て
考
察

せ
て
考
え
て
い
る
か
を
見
取
り
，
称
賛
し
た
り

す
る
。

紹
介
し
た
り
す
る
。

（
行
動
観
察
）

・
プ
ロ
ロ
ー
グ
か
ら
，
メ
ロ
ス
の
人
物

○
・
人
物
像
を
表
す
表
現
に
着
目
し
，
文
脈
を
踏
ま

像
が
ど
の
よ
う
に
設
定
さ
れ
て
い
る

え
て
そ
の
意
味
を
捉
え
る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら

２
か
を
読
み
取
る
。

の
表
現
の
作
品
全
体
に
お
け
る
意
味
や
役
割
に

気
付
い
て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体
に
紹
介
す

・
王
の
人
物
像
を
読
み
取
る
。

る
。

（
シ
ー
ト
，
行
動
観
察
）

・
心
情
曲
線
を
描
い
て
，
メ
ロ
ス
の
変

○
・
メ
ロ
ス
の
変
化
を
表
す
表
現
に
着
目
し
，
描
写

化
を
捉
え
る
。

を
も
と
に
心
情
を
的
確
に
読
み
取
っ
て
い
る
か

２
を
見
取
り
，
称
賛
し
た
り
紹
介
し
た
り
す
る
。

・
次
時
の
課
題
を
設
定
し
，
追
究
の
手

（
シ
ー
ト
，
行
動
観
察
）

立
て
を
考
え
る
。

本
時
・
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
と
は

○
・
本
文
中
の
他
の
場
面
や
叙
述
と
結
び
付
け
て
該

9
/
1
0

何
か
に
つ
い
て
考
え
る
。

当
箇
所
を
解
釈
し
て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体

に
紹
介
す
る
。

（
シ
ー
ト
，
行
動
観
察
）

・
全
体
を
通
し
て
，
メ
ロ
ス
が
ど
の
よ
○

○
・
解
釈
や
感
じ
た
こ
と
を
言
葉
に
し
て
心
を
豊
か

１
う
に
変
化
し
た
か
を
考
え
て
ま
と
め

に
し
よ
う
と
し
て
い
る
か
を
見
取
り
，
称
賛
し

る
。

励
ま
す
。

（
シ
ー
ト
，
T
e
a
m
s
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

作
品
中
の
他
の
場
面
や
叙
述
と
関
係
付
け
て
読
む
こ
と
に
よ
っ
て
新
し
い
解
釈
を
生
み
出
し
，
自
分
の
言
葉

で
ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

問
１

本
時
で
追
究
す
る
課
題
を
確
認
す
る
。

・
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
に
ど
の
よ
う
に
迫

い
っ
て
い
け
ば
よ
い
か
，
疑
問
や
戸
惑
い
を
感
じ
て

の
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
と
は
何
か
を

い
る
。

問
練

読
み
取
っ
て
ま
と
め
よ
う
。

い
り 上
２

課
題
追
究
の
手
立
て
を
確
認
し
，
学
習
の

・
こ
れ
ま
で
の
小
説
を
扱
っ
た
学
習
で
は
，
ど
の
よ

げ
見
通
し
を
も
つ
。

う
な
方
法
に
よ
っ
て
読
み
が
深
ま
っ
た
か
を
思
い

ど
ん
な
方
法
に
よ
っ
て
課
題
に
迫
れ
る
か
。

出
し
て
い
る
。

３
課
題
に
つ
い
て
各
自
の
考
え
を
も
っ
た
上

・
「
前
後
の
表
現
や
場
面
で
手
が
か
り
に
な
り
そ
う

で
，
前
後
の
叙
述
や
場
面
と
結
び
付
け
て
話

な
も
の
は
な
い
か
な
」

し
合
う
。

〈
個
⇔
グ
ル
ー
プ
⇔
全
体
〉

・
「
直
前
の
『
も
っ
と
恐
ろ
し
く
大
き
い
も
の
』
と

い
う
表
現
が
ヒ
ン
ト
に
な
り
そ
う
だ
」

・
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
と
い
う
表

・
「
こ
の
前
に
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
出
て
く
る
け

課
現
が
出
て
き
た
き
っ
か
け
は
何
か
。

れ
ど
，
そ
れ
が
意
味
す
る
こ
と
は
何
だ
ろ
う
」

題
追

・
「
『
メ
ロ
ス
の
頭
は
空
っ
ぽ
だ
。
』
と
あ
る
の
は

追
究

・
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
登
場
前
後
で
メ
ロ

ど
う
考
え
た
ら
よ
い
だ
ろ
う
」

究
と

ス
は
ど
う
変
化
し
て
い
る
だ
ろ
う
か
。

・
「
『
名
誉
』
『
正
義
の
士
』
な
ど
の
言
葉
が
フ
ィ

・
問

ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
後
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
」

問
い

・
「
『
引
き
ず
ら
れ
て
』
が
気
に
な
る
な
あ
」

い
直

直
し
４

メ
ロ
ス
の
変
化
を
踏
ま
え
て
，
課
題
に
つ

・
「
助
け
ら
れ
な
く
て
も
走
る
，
間
に
合
わ
な
く
て

し
い
て
の
自
分
の
考
え
を
ま
と
め
交
流
す
る
。

も
走
る
，
と
変
化
し
た
メ
ロ
ス
は
，
何
の
た
め
に

走
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
」

メ
ロ
ス
の
走
る
意
味
や
走
り
方
の
変
化
を

根
拠
と
し
て
「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」

・
「
『
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
』
は
『
信
じ
ら
れ

と
は
何
か
に
つ
い
て
の
自
分
の
解
釈
を
ま
と

て
い
る
』
と
つ
な
が
る
な
あ
」

め
よ
う
。

・
「
『
信
じ
ら
れ
て
い
る
』
こ
と
が
，
メ
ロ
ス
を
無

理
や
り
に
引
き
ず
っ
て
い
く
も
の
な
の
だ
な
」

振
５

本
時
の
学
習
を
振
り
返
り
，
考
え
た
こ
と

・
「
初
め
は
よ
く
分
か
ら
な
い
と
思
っ
て
い
た
表
現

振

り
や
気
付
い
た
こ
と
を
ま
と
め
る
。

の
意
味
を
，
深
く
考
え
る
こ
と
が
で
き
た
」

り

返
・
「
『
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
』
と
い
う
表
現
に

返

り
は
，
メ
ロ
ス
の
考
え
方
や
生
き
方
の
大
き
な
変
化

り
が
表
れ
て
い
た
の
だ
な
」

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
批
判
的
な
思
考
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
確
実
に
課
題
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
，
本
文
の
該
当

○
本
文
に
直
接
の
説
明
が
無
い
表
現
へ
の
好
奇
心
が
高

箇
所
に
線
を
引
き
，
全
員
で
声
に
出
し
て
読
む
。

ま
っ
て
い
る
。

・
課
題
へ
の
関
心
が
高
ま
る
よ
う
な
声
掛
け
を
工
夫
す

る
。

前
後
の
叙
述
や
場
面
と
結
び
付
け
る
こ
と
で
課
題
を

解
決
で
き
る
と
い
う
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
，
既

○
前
後
の
叙
述
や
場
面
と
結
び
付
け
て
文
脈
的
に
考
え

習
の
小
説
の
例
を
モ
ニ
タ
ー
に
示
し
，
全
員
で
共
有

る
こ
と
で
自
分
に
も
で
き
そ
う
だ
と
い
う
見
通
し
を

す
る
。

も
ち
，
課
題
追
究
意
欲
が
高
ま
っ
て
い
る
。

・
考
え
る
手
掛
か
り
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
，
着
目
す

○
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
登
場
が
き
っ
か
け
と
な
っ
て

る
範
囲
を
広
げ
て
考
え
て
い
る
生
徒
を
見
取
り
，
そ

メ
ロ
ス
が
変
化
し
た
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

の
見
方
を
全
体
に
紹
介
す
る
。

○
「
間
に
合
わ
な
い
可
能
性
が
高
い
」
こ
と
な
ど
，
重

・
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
場
面
が
も
つ
意
味
を
捉
え
ら

要
な
情
報
を
整
理
し
て
い
る
。

れ
る
よ
う
に
，
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
が
伝
え
た
情
報

○
「
義
務
遂
行
」
「
名
誉
を
守
る
」
か
ら
，
「
間
に
合

の
要
点
を
ま
と
め
る
よ
う
に
指
示
す
る
。

う
，
間
に
合
わ
ぬ
は
問
題
で
は
な
い
」
「
人
の
命
も

・
フ
ィ
ロ
ス
ト
ラ
ト
ス
の
前
後
で
走
る
意
味
が
ど
の
よ

問
題
で
な
い
」
「
頭
は
空
っ
ぽ
だ
」
へ
と
，
走
る
目

う
に
変
化
し
た
の
か
を
言
語
化
で
き
る
よ
う
に
，
グ

的
が
変
化
し
た
こ
と
を
読
み
取
っ
て
い
る
。

ル
ー
プ
で
は
着
目
す
る
表
現
に
線
を
引
き
，
読
み
取

○
「
引
き
ず
ら
れ
て
」
と
い
う
表
現
か
ら
，
走
り
方
が

れ
る
内
容
を
書
き
込
む
こ
と
を
確
認
す
る
。

能
動
か
ら
受
動
へ
変
化
し
た
こ
と
を
読
み
取
っ
て
い

る
。

・
「
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
こ
と
の
意
味
が
メ
ロ
ス
の
内

・
メ
ロ
ス
に
と
っ
て
「
信
じ
ら
れ
る
」
こ
と
は
，
喜
ぶ
べ
き
こ

面
で
変
わ
っ
た
こ
と
に
気
付
け
る
よ
う
に
，
変
化
の

と
か
ら
，
怖
い
こ
と
，
重
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。

前
と
後
の
両
方
に
「
信
じ
ら
れ
て
い
る
」
と
あ
る
こ

・
名
誉
へ
の
意
識
や
プ
ラ
イ
ド
は
消
え
て
，
自
分
を
超
え
た
大

と
に
着
目
し
て
考
え
る
よ
う
に
助
言
す
る
。

き
な
存
在
で
あ
る
信
実
に
よ
っ
て
走
ら
さ
れ
て
い
る
。

一
人
一
人
が
書
き
込
ん
だ
解
釈
を
各
自
で
活
用
し

つ
つ
全
て
の
生
徒
が
自
分
の
言
葉
で
ま
と
め
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
，
T
e
a
m
s
上
に
意
見
を
発
信
す
る

よ
う
に
指
示
す
る
。

・
該
当
箇
所
の
解
釈
が
ど
の
よ
う
な
方
法
で
深
ま
っ
た

・
本
文
に
直
接
説
明
が
無
く
て
も
，
前
後
の
表
現
や
他
の
場
面

か
を
踏
ま
え
て
，
文
章
を
深
く
読
み
取
る
た
め
の
ポ

と
関
連
付
け
る
と
，
き
ち
ん
と
根
拠
を
も
っ
て
解
釈
す
る
こ

イ
ン
ト
や
，
言
葉
が
も
つ
価
値
に
着
目
し
て
ま
と
め

と
が
で
き
る
の
だ
と
気
付
い
た
。

る
よ
う
に
指
示
す
る
。

・
深
い
思
い
や
考
え
方
，
人
の
生
き
方
な
ど
を
豊
か
に
表
現
す

る
こ
と
が
で
き
る
言
葉
の
力
を
感
じ
た
。

「
訳
の
わ
か
ら
ぬ
大
き
な
力
」
と
は
何
か
に
つ
い
て
，

他
の
場
面
や
叙
述
と
関
連
付
け
て
、
最
初
の
解
釈
に

新
た
な
根
拠
を
加
え
て
ま
と
め
て
い
る
。
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―本実践から見えてくること―

「構造」「文脈」に徹底的にこだわり

「言葉による見方・考え方」を育てた

先進的な授業

－「走れメロス」の授業の歴史に新しい

一頁を開いた

研究協力者：阿 部 昇

（秋田大学 大学院教育学研究科）

小説の構造・文脈への丁寧で深いこだわり

これまでの小説の授業では、構造へのこだわ

りが弱かった。場面という意識はあったものの、

構造として小説を読むという観点が極めて弱か

った。

松渕先生は、単元全体を通して作品構造にこ

だわる「走れメロス」の授業を展開した。単元

前半でこの作品のクライマックスに着目させて

いる。それが、本時のねらいである「『訳のわか

らぬ大きな力』とは何か」につながっている。

本時でも、「他の場面や表現とつなげて考え、

文脈を追って解釈」していくことを授業冒頭で

指導している。「場面と場面」「描写と描写」を

つなげるとも言っている。構造重視であり文脈

重視の指導である。

だから、授業のはじめの段階で「訳のわから

ぬ大きな力」の正体を「信実や愛」「正義」「自

信」「強い思い」と解釈していた子どもたちが、

授業後半で大きく変わっていく。変容したのは

メロスだが、子どもたちも大きく変容していっ

ている。

文脈→構造→一語一語へのこだわりという

読みのダイナミズム

子どもたちは、英雄メロスの言葉なのだから

「訳のわからぬ大きな力」は肯定的なものに違

いないと思い込んでいる。しかし、前後の文脈

の「間に合う、間に合わぬは問題でない」「人の

命も問題でない」「もっと恐ろしく大きいもの」

などへの着目により読みを修正しつつ深めてい

っている。「自分でもはっきりわからないもの」

「不可解で怖いもの」「メロスは変わってきてい

るのでは」などという読みが生まれている。「で

も「『信じられているから走るのだ』と言ってい

るんだから、それは『信実』のことだよね」と

すると「矛盾してない？」という読みも出てく

る。さらに「引きずられて走った」への着目に

より、「無理矢理」「ぎりぎり」「走らされている」

「抗う力」「耐えている」「精神的・肉体的にぎ

りぎり」などの読みが生まれてくる。

そして、松渕先生の「これより前に戻って、『信

じられている』とか『信実』という言葉がない

か探してみましょう。」という指導言で、子ども

たちはさらに広い文脈つまり構造的に読みを進

めていく。「名誉を守る」「正義の士」「真の勇者」

「義務遂行」「愛と誠の力を、今こそ知らせてや

る」などに着目する。それにより「同じ『信じ

られている』でも変化していることがわかる」

という読みが生まれ、それが共有されていく。

ここまで文脈から構造そして一語一語への丁

寧なこだわりによって、メロスの中で「信じら

れている」ことの意味が変容しているらしいこ

とが見えてくる。見事な展開である。

これまでこういう「走れメロス」の授業がな

かった。「走れメロス」の授業の歴史に新しい一

頁を開いたと言っても過言ではない。

「構造」「文脈」への着目は典型的な「言葉

による見方・考え方」

2018 年学習指導要領で示された「言葉による
見方・考え方」は、国語科の授業にとって重要

なものである。しかし、指導要領の説明が不十

分なためにその内実が掴みにくい。

それは、小中高の先生方、大学の教員、教育

関係者が共同してこれから解明していく必要が

あるものであるが、松渕先生が子どもたちに指

導した「構造」「文脈」への着目は、間違いなく

その柱となるべきものの一つである。その意味

で、この授業は今求められている「言葉による

見方・考え方」を確かに育てた先進的な授業と

言える。
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令和３年度の実践記録（社会）

－実践記録（第３学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「世界恐慌と日本の中国侵略」 －「問い直し」により，軍部が台頭した背景を探る－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 「学びのプロセス」の活性化

・「事実」「予想」「問い」「追究」「概念化」「問い直し」「まとめ」のカードを板書に用いて

学習の段階を視覚化することにより，現在生徒が行っている活動を明確化した。

・話合い活動の際に，グループ毎に話し合う視点を固定し，他と比較することで話合いの結

果が明確になるようにした。

・生徒の予想や考察といった学習活動について，「時間」・「空間」・「相互関係」のカードを

板書の内容に添えることで，社会的な見方・考え方を働かせた授業展開を行った。

(2) ＩＣＴの適切な選択・活用

・「資料による動機付け」

動画，写真，図表などの資料をホワイトボードや大型モニターを使って効果的に提示した。

３ 授業の実際

過程 学習活動 ■教師の発問等 教師の手立て ○：見取った生徒の姿

◎：ねらいを達成している生徒の姿

１ 人物写真を見て，既習事項を確認し

たり，ヒトラーやファシズムについて

知っていることを紹介したりする。

■「前回まで学習した人物の画像を提示す ○「世界恐慌に対応するため，アメリカは川の

るので，名前や行った政策を答えてく 上流にダムを造って仕事を創るなどのニュ

ださい」 ーディール政策を行った。イギリスは，本

国と植民地との貿易を強化したブロック経

問 済を行った」

い

■「ヒトラーって，何を行った人物でしょ ○「ユダヤ人を迫害した」「ナチスを作った」

うか？周りと確認し合ってください」

・生徒が興味をもって授業に臨めるように，

前時で学習したルーズベルト，チャーチル，

ヒトラーの画像を提示する。
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２ 世界恐慌への対策としてファシズム

（全体主義）を採ったナチス・ドイツ

が侵略を行った理由を，生活経験や既

得知識を生かして予想を立て，争点を

明確にする。

■「１９３５年以降，簡単に言えばドイツ ○「侵略している」

はどんなことをしていますか？」

■「前回学習した，アメリカ・イギリス・ ○「広い土地をもっている。政府が介入してい

ソ連に共通していることは？」 る。全て国内だけで解決しようとしている」

■「ではなぜドイツは領土を広げたのでし ○「第一次世界大戦で莫大な賠償金を背負って

ょうか。周りと話し合ってください」 いて，資源がほしかったと思うから」

■「では，賠償金や資源の面で不足してい ○「物資？」

るということは，ドイツはどんな問題

を抱えているといえるでしょうか？」

■「お金に関することですから，経済の問 ○「土地を広げて資源を多くとってドイツを強

題ですね。では，このホワイトボード い国にして軍事国家にしようとした」

と照らし合わせてもう一度周りと話し 「小さい国だとドイツが第一次世界大戦のよ

合って下さい」 うに負けてしまうので，負けないように強

い国にしたい」

■「このように，ドイツが領土を広げた背

景には，ドイツと『持てる国』との経

済的な事情に違いがあるのではないか

と考えられます。そこで，今日はこの

テーマで学習をします」

３ 世界恐慌前後における「持てる国」と

ドイツの経済面の相違点を議論し，調べ

た事実を根拠に予想を検証する。

（個→班→全体）

・ドイツが領土侵略を進めたことが強く印象

づけられるよう，領土が拡大された過程を

提示する。

・生徒から出る予想が経済面に絞られたもの

になるよう，前時の学習事項のまとめをホ

ワイトボードに掲示する。

・話合いの争点が明確になるよう，生徒の予

想を，「土地」「財源」「失業者対策」の３

つの観点で分類する。

「持てる国」とドイツとの，経済面の違いは何か

テーマと時間を班ごとに決めて仕事の分担を

行うことで効率よく課題追究ができるように

する。
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■「考えるためのキーワードは？」 ○「土地，財源，失業者対策」

■「今日はグループ毎のテーマを指定しま ○２分間個人で資料集や教科書を調べた後，各

す１～３班は土地，４～６班は財源， 班が指定された視点に従って話し合い，ホワ

７～９班は失業者対策をテーマにして イトボードにまとめた。

下さい。それでは各班の代表者はミエ

ルボードを取りに来て下さい。最初の

２分間は個人で考え，その後，話し合

いましょう」

■「やめ。机を前に向けて下さい。発表を ◎土地

お願いします。結論からお願いします」 （１班）

「ドイツは植民地をもっていないし，第一次世

界大戦後のベルサイユ条約で領土を削られて

いるから，経済力を高められなかった。

■「今の発表をひと言で言うと？」 「土地の少なさ」

（２班）

「１班に加えて，自分たちの国だけで解決でき

ないから，他の国に侵略した」

■「今の発表をひと言で言うと？」 「自国で解決できないこと」

（３班）

■「これは授業の冒頭で見せた資料と一致 「１，２班に加え，ドイツの経済圏が東側に広

していますね」 がったことがわかる」

■「では，財源で調べた班の発表をお願い ◎財源

します」 （４班）

「ドイツは第一次世界大戦のヴェルサイユ条約

で課された賠償金を抱えているから。元々の

財源が違うから，領土を侵略しようとした」

■「今の発表をひと言で言うと？」 「賠償金」

（５班）

「賠償金が国家予算の何倍もあり，ハイパーイ

ンフレも起きている。そこが他との違い」

■「今の発表をひと言で言うと？」 「インフレ」

（６班）

「結論で言うと，自国で解決できるかどうか。

ドイツは賠償金も負ってザール炭鉱も取られ

ているから，自国で解決できない」
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■「では，失業者対策についてお願いしま ○失業者対策

す」 （７班）

「自由を奪う。軍需産業を盛んにし，ファシズ

ムという全体主義から国の利益を優先させる

という考え方が広がった。国民から自由を

奪っている。米・英とは違う」

■「公共事業をやったけど，自由を奪うと （８班）

いう点が，米・英とは違いますね。こ 「軍需産業は，侵略のために行われたという面

の，自由を奪う，民主主義を否定する もある」

考えを，ファシズムといいます」 （９班）

「資料集を見ると，ナチスは失業者削減に向け

てフォルクスワーゲンを生産し，国民に希望

を抱かせた，とあった」

■「では今，土地，財源，失業者対策の観 ◎「自国だけでは解決できないこと。ベルサイ

点で発表してもらいましたが，同じ語 ユ条約」（土地と財源）

句がでるなどつながっているものがあ 「軍需産業は領土を拡げることと関係してい

りますね。黒板上の，どれとどれがつ る」（失業者対策）

ながっていますか？」

■「では，今日の学習は，時間・空間・相 ■「相互関係」

互関係の，どの視点で考えたことにな

りますか？」

■「ということで，今日の学習は相互関係

という視点でドイツが領土拡大をした

理由について調べ，『持てる国』との

相違点があるという概念を学ぶことが

できました」

問 ４ 「持てる国」とドイツとの共通点と

い いう視点から，主要国の世界恐慌への

直 対策について問い直す。（全体）

し ・1900年代の列強の世界分割の地図と

1929～39年のブロック経済圏の地図

とを比較して考察する。

・生徒が新たな視点で課題について問い直せ

るよう「『持てる国』とドイツとの共通点

は何だろう？」と発問する。

・「持てる国」もまた，自国の利益のために

他国を侵略していたことに気付くことがで

きるよう，１９０４年時点での列強の世界

分割を表した地図を提示する。
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■「ここまでは違いは何かという観点で学

んできましたが，物事は一般的に，違

いがあれば必ず共通するものがありま

す。ドイツと『持てる国』との共通点

を各自で考え，意見交換しましょう」

■「良いつぶやきが聞こえてきています。

では，共通点が浮かんだ人はネームカ

ードを前に貼りに来て下さい」

○６名（Ａ～Ｆ）の生徒がネームカードを貼り

に来る。

■「自分の国を最優先しているという点で Ａ「まずは自分の国から立て直そうという考え

すね。これを自国第一主義といいます」 と，国内で経済問題を解決しようとる考え

が共通している」

Ｂ「他の国との関係よりまず自分の国のことを

何とかしようとしている」

■「そう。国が一丸になっていますね」 Ｃ「公共事業など，国が一丸となってやってい

ることも共通点だと思う」

Ｄ「どの国も第一次世界大戦に参加している。

その被害を取り戻そうとしている」

Ｅ「自分の国を第一にしている」

Ｆ「自分の国を大切にしている」

■「じつはみんなに見せたい資料がありま ○「領地」

した。見せる前にみんなが良いことを

言ってくれたので出しませんでした

が，これは１９０４年当時の世界地図

で教科書にも載っています。これは何

の広がりですか？」

■「領地？」 ○「植民地」

■「植民地ですね」

■「イギリスもドイツも，同じことをして ○「どちらも植民地を拡げようとしている」

いることがわかりますか？

ドイツは第一次世界大戦で負けたから ○「『持てる国』もドイツも，どちらも国土を

失った領土を取り戻そうとしました 拡げようとしている」

が，少し時間を戻せば，イギリスもフ

ランスも同じことをしようとしていた

のですね。この，違う時代に起きた出

来事を比べたり，領地を拡大しようと

することは，社会的な見方や考え方で

言えば，何に当たりますか？ ○「時間と空間だ」
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５ 自分の思考を再構成し，本時の学習

課題に対するまとめを，自分の言葉で

記入し，共有する。 （個→全体）

振

り ■「では，今日の授業の問いである『持て

返 る国とドイツとの，経済面の違いは何

り か』に対する考えをノートに書きまし

ょう。私も書きますが，皆さんは自分

の言葉で書いて下さい」

■「それでは発表をお願いします」 ◎生徒Ｇ

「ドイツはベルサイユ条約で『持てる国』には

なれなかったが，『持てる国』のまねをしよ

うとすることで，世界恐慌に対応しようとし

■「ドイツも『持てる国』も，ただ違うの ていた」

ではなく，目指すところは同じだった

ということですね」

■「ドイツも『持てる国』も，自国のこと ◎生徒Ｈ

を最優先に考えていたわけですね」 「ドイツはブロック経済のようなことを行おう

として，持てる国のようになろうとして侵略

をしていた。しかし，『持てる国』もまた，

自国を最優先に考えていた」

■「多くの人は，第二次世界大戦ではドイ

ツやイタリアがまるで悪い国であるか

のように思っているかもしれません

が，こうして考えると，ドイツだけが

領土を拡張していたわけではないこと

に気付いていますね」

≪生徒の振り返りから≫

・ベルサイユ条約によって受けた大きすぎるマイナスは自国だけで解決できるレベルのものでは

なく，「そうするしかなかった」という背景もあったのではないかと新しい考えをもつことが

できました。新しい視点をもつことができ，良かったと思います。

・ドイツが悪者に見えましたが，そのような状況に追い込んでいるのは「持てる国」のほうで，

どちらにしてもそれぞれの思いがあることがわかりました。

・時間・空間・相互関係の３つの方向から物事を考えたことによってクラス全体で深いミエルト

ークができたと思う。

・「自国で解決できるかできないか」という考えが多くあると感じ，それが第二次世界大戦の何

かのカギになってくるのかなと思った。

・学級全体で学びを共有できるように，ねら

いに達している生徒を意図的に指名し適切

に表現している部分を具体的に賞揚する。

132

Akita University



４ 省察

○成果

・「土地」「財源」「失業者対策」「事実」「概念化」「問い直し」「まとめ（再構成）」などの

カードを使ったことにより，生徒は争点を明確化して思考し，学習のプロセスに沿ってノ

ートをまとめることができていた。

・「時間」「空間」「相互関係」の３種類のカードを用いて思考の種類について振り返ること

により，社会的な見方・考え方を意識化し，満足げな顔で多角的に省察する姿が見られた。

・ＩＣＴ活用による「資料による動機付け」は実践できた。写真，図表，をプレゼンテーシ

ョンソフトで提示したり動画を用いて学習内容を実感できるようにし，生徒が目を輝かせ

て能動的に学習するようになった。

・グループ活動では，グループ毎にテーマを指定し仕事の分担をすることで，効率的な活動

を行うことができた。

・「問い直し」の場面では「広げる問い直し」としてドイツと「持てる国」の共通点を問う

ことにより，新しい視点で第二次世界大戦を捉え直す生徒の姿を見ることができた。これ

は研究テーマの副題である「－出会い・発見・喜びのある学び－」になっていたものと考

える。

・導入資料については，ドイツの領土が拡大されていった様子の画像のみに絞り込み，狭い

間口から授業に入り，展開で深めることに成功したと考える。

●課題

・「予想」を通して「問い」を明確化することが難しかった。「土地」「財源」「失業者対策」

の３つの視点でドイツが領土拡大をした理由を予想してほしかったにも関わらず，「第一

次世界大戦で莫大な賠償金を背負っていて，資源がほしかったと思うから」という生徒の

ひと言が出たのみで，他の意見が出てこなかった。これは授業者の進め方のミスで，「予

想」を考えさせる際に，前時の学習内容をまとめたホワイトボードをしっかり見るよう伝

えそびれてしまったことが原因である。このように，生徒に考えてほしい視点を確実に持

たせることが課題である。

・学習課題が「『持てる国』とドイツとの，経済面の違いは何か」なのに，生徒からは「物

資？」という語句が出たのみで，「経済面」という語句を生徒から引き出すことができな

かった。これも結局授業者の口から伝えたが，課題１点目の「土地」「財源」「失業者対

策」が経済の３要素だという押さえをしっかりしておけば出てきた言葉だと考えられる。

・「問い直し」の要素を含めた「まとめ」をさせることをスムーズに行うことができなかっ

た。これについては，直接「問い直し」の要素も加味してまとめを記入するよう指示する

ことが望ましいと考える。

・ＩＣＴの活用について，思考の可視化，共有化のためのＩＣＴ活用を実践していくことが

必要である。

133

Akita University



社
会
科
学
習
指
導
計
画

学
級

３
年
Ｂ
組

３
５
名

授
業

者
小
熊

大
樹

共
同
研
究
者

外
池

智

加
納

隆
徳

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
世
界
恐
慌
と
日
本
の
中
国
侵
略
」

－
「
問
い
直
し
」
に
よ
り
，
軍
部
が
台
頭
し
た
背
景
を
探
る
－

Ⅱ
目

標

(
1
)

世
界
恐
慌
に
対
す
る
欧
米
の
主
要
国
の
対
策
や
，
対
立
が
深
刻
化
し
た
こ
と
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こ
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付
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へ
の
影
響
」
や
「
戦
争
に
向
か
う
時
期

の
社
会
や
生
活
の
変
化
」
，
「
世
界
の
動
き
と
我
が
国
と
の
関
連
」
な
ど
に
つ
い
て
は
学
ん
で
い
な
い
。
生
徒
は

事
象
を
個
別
に
は
覚
え
て
い
る
も
の
の
，
そ
れ
ら
の
事
象
を
結
び
付
け
，
焦
点
や
脈
絡
を
も
っ
た
自
分
の
言
葉
で

説
明
で
き
る
状
況
で
は
な
い
。
ま
た
，
前
単
元
で
は
，
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
世
界
で
は
，
民
族
運
動
が
高
ま
り
，

国
際
協
調
の
動
き
が
広
が
っ
た
こ
と
や
，
我
が
国
で
は
国
民
の
政
治
的
自
覚
が
高
ま
っ
た
こ
と
な
ど
を
学
習
し
て

い
る
。
従
っ
て
，
1
9
2
0
年
～
1
9
3
9
年
ま
で
の
2
0
年
間
で
世
界
が
平
和
か
ら
惨
禍
へ
と
移
り
変
わ
る
と
い
う
事
実
は
，

知
的
好
奇
心
が
旺
盛
な
本
校
の
生
徒
に
と
っ
て
大
き
な
学
習
の
動
機
付
け
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
る
。

Ⅴ
学
習
の
質
を
一
層
高
め
る
授
業
改
善
の
ポ
イ
ン
ト

資
料
に
つ
い
て
は
，
学
習
の
ね
ら
い
と
調
査
の
時
間
を
考
慮
し
，
情
報
量
を
絞
り
込
ん
で
提
示
す
る
。
発
問
に

つ
い
て
は
，
事
実
を
丁
寧
に
確
認
し
な
が
ら
「
（
事
実
Ａ
）
な
の
に
，
な
ぜ
（
事
実
Ｂ
）
な
の
か
？
」
と
い
う
問

い
が
立
つ
よ
う
に
留
意
す
る
。
予
想
や
概
念
化
の
話
合
い
で
は
生
徒
の
発
言
を
時
間
的
，
空
間
的
，
相
互
関
係
の

視
点
で
整
理
し
，
生
徒
が
社
会
的
な
見
方
・
考
え
方
を
意
識
で
き
る
よ
う
に
配
慮
す
る
。
協
働
に
よ
る
追
究
を
行

う
と
き
に
は
，
生
徒
が
協
働
す
る
必
然
性
を
実
感
で
き
る
よ
う
，
協
働
の
目
的
を
明
確
に
示
す
。
本
時
で
は
，
仕

事
の
分
担
を
目
的
と
し
て
各
グ
ル
ー
プ
に
追
究
課
題
を
振
り
分
け
る
。
問
い
直
し
で
は
，
広
げ
る
問
い
直
し
を
試

行
す
る
。
本
時
で
は
「
持
て
る
国
」
と
「
持
た
ざ
る
国
」
の
相
違
点
だ
け
で
な
く
共
通
点
に
つ
い
て
も
考
え
る
こ

と
で
，
対
立
の
発
生
の
原
因
を
多
面
的
に
捉
え
さ
せ
た
い
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
７
時
間
）

時
数

主
な

学
習

活
動

評
価
の
観
点

評
価
規
準

評
価
方
法

知
思

態

国
際
協
調
の
時
代
か
ら
対
立
の
時
代
へ

○
・
年
表
を
活
用
し
，
1
9
2
0
年
～
1
9
3
9
年
ま
で
の

・
第
一
次
世
界
大
戦
後
か
ら
第
二
次
世
界

2
0
年
間
に
世
界
で
起
き
た
主
な
で
き
ご
と
を

大
戦
ま
で
の
歴
史
を
大
観
す
る
。

発
表
し
て
い
る
。

（
発
表
）

１

・
単
元
を
貫
く
問
い
に
つ
い
て
予
想
を
立

・
世
界
に
再
び
対
立
が
広
が
っ
た
理
由
に
関
心

て
，
単
元
を
通
し
て
追
究
す
る
課
題
を

を
も
ち
，
意
欲
的
に
予
想
を
立
て
て
い
る
。

共
有
す
る
。

（
ミ
エ
ル
ボ
ー
ド
，
ノ
ー
ト
）

世
界
恐
慌
へ
の
「
持
て
る
国
」
の
対
策

○
・
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
政
策
，
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
，

・
「
不
況
」
の
具
体
的
な
イ
メ
ー
ジ
を
つ

五
か
年
計
画
を
領
土
や
植
民
地
，
資
本
，
労

１
か
む
。

働
力
に
着
目
し
説
明
し
て
い
る
。
（
発
表
）

・
ア
メ
リ
カ
，
イ
ギ
リ
ス
，
ソ
連
の
対
策

・
「
持
て
る
国
」
の
対
策
の
共
通
点
は
，
自
国

の
特
色
を
グ
ル
ー
プ
で
分
担
し
て
調
べ

第
一
主
義
の
対
策
で
あ
っ
た
こ
と
を
ノ
ー
ト

て
，
そ
の
共
通
点
を
話
し
合
う
。

に
整
理
し
て
い
る
。

（
ノ
ー
ト
）

世
界
恐
慌
へ
の
「
持
た
ざ
る
国
」
の
対
策

○
・
ベ
ル
サ
イ
ユ
条
約
の
内
容
を
想
起
し
，
領
土

１

・
世
界
恐
慌
後
，
ド
イ
ツ
で
武
力
に
よ
る

や
資
本
，
労
働
力
（
技
術
力
，
国
民
性
）
に

本
時

領
土
拡
張
を
主
張
す
る
フ
ァ
シ
ズ
ム
が

着
目
し
ド
イ
ツ
と
「
持
て
る
国
」
と
の
違
い

3
/
7

勢
力
を
強
め
た
理
由
を
考
え
る
。

を
説
明
し
て
い
る
。

（
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
）

・
「
持
て
る
国
」
と
「
持
た
ざ
る
国
」
の

・
「
持
て
る
国
」
と
「
持
た
ざ
る
国
」
に
は
，

共
通
点
を
考
え
る
。

自
国
第
一
主
義
の
共
通
点
が
あ
る
こ
と
を
発

表
し
て
い
る
。

（
発
表
）

世
界
恐
慌
の
日
本
へ
の
影
響

○
・
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
の
変
化
と
政
治

・
第
一
次
世
界
大
戦
後
に
政
党
政
治
が
進

へ
の
影
響
に
お
け
る
，
日
本
と
ド
イ
ツ
と
の

展
し
た
の
に
，
な
ぜ
次
第
に
衰
退
し
た

共
通
点
を
不
況
と
政
党
政
治
の
衰
退
に
着
目

の
か
を
ド
イ
ツ
と
比
較
し
て
考
え
る
。

し
て
説
明
し
て
い
る
。
（
発
表
，
ノ
ー
ト
）

経
済
圏
の
拡
大
と
軍
部
の
台
頭

○
・
「
満
蒙
が
日
本
の
生
命
線
」
で
あ
っ
た
理
由

３
・
国
際
的
に
孤
立
し
て
ま
で
，
な
ぜ
軍
部

を
資
源
確
保
，
失
業
者
対
策
，
経
済
圏
域
の

が
満
州
の
支
配
を
強
め
た
の
か
を
経
済

拡
大
，
ソ
連
の
南
下
へ
の
対
応
等
に
着
目
し

と
防
衛
の
視
点
か
ら
考
え
る
。

て
説
明
し
て
い
る
。

（
発
表
，
ノ
ー
ト
）

対
立
の
長
期
化
と
強
ま
る
戦
時
体
制

○
・
社
会
や
国
民
へ
影
響
を
与
え
た
政
策
に
つ
い

・
日
中
戦
争
が
長
期
化
し
た
時
期
の
軍
部

て
，
政
党
の
解
散
，
国
民
の
監
視
，
言
論
の

の
政
策
の
特
色
を
，
ナ
チ
ス
の
政
策
と

統
制
，
全
体
主
義
，
他
の
民
族
へ
の
差
別
等

比
較
し
て
整
理
す
る
。

に
触
れ
て
ま
と
め
て
い
る
。

（
シ
ー
ト
）

１
単
元
の
ま
と
め

○
・
不
況
に
よ
る
経
済
の
混
乱
，
自
国
第
一
主
義

・
単
元
で
学
ん
だ
こ
と
を
活
用
し
，
今
後

の
拡
大
，
軍
備
の
拡
大
，
独
裁
政
治
な
ど
が

世
界
に
対
立
を
広
げ
な
い
た
め
に
大
切

対
立
の
原
因
で
あ
る
こ
と
を
理
解
し
，
自
分

な
こ
と
を
レ
ポ
ー
ト
に
ま
と
め
る
。

の
言
葉
で
ま
と
め
て
い
る
。
（
レ
ポ
ー
ト
）

第
一
次
世
界
大
戦
後
に
は
国
際
協
調
が
進
ん
だ
の
に
，
な
ぜ
世
界
に
対
立
が
広
が
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

世
界
恐
慌
に
対
す
る
「
持
て
る
国
」
と
ド
イ
ツ
の
対
策
の
相
違
点
と
共
通
点
に
つ
い
て
，
経
済
面
に
着
目

し
て
考
察
し
，
分
か
っ
た
こ
と
を
関
連
付
け
て
自
分
の
言
葉
で
説
明
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習

活
動

学
ぶ

生
徒

の
姿

１
人
物
写
真
を
見
て
，
既
習
事
項
を
確
認
し

「
こ
の
人
が
『
持
て
る
国
』
の
指
導
者
だ
」

見
た
り
，
ヒ
ト
ラ
ー
や
フ
ァ
シ
ズ
ム
に
つ
い
て

「
ヒ
ト
ラ
ー
は
独
裁
者
で
，
ユ
ダ
ヤ
人
を
迫
害
し
た
」

通
知
っ
て
い
る
こ
と
を
紹
介
し
た
り
す
る
。

「
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
主
張
は
，
全
体
主
義
や
武
力
に
よ
る

し
侵
略
だ
っ
た
と
教
科
書
に
書
い
て
い
る
よ
」

問
を

い
立
２

世
界
恐
慌
へ
の
対
策
と
し
て
フ
ァ
シ
ズ
ム

・
生
活
経
験
や
既
得
知
識
を
生
か
し
予
想
し
て
い
る
。

て
（
全
体
主
義
）
を
採
っ
た
ナ
チ
ス
・
ド
イ
ツ

「
領
土
が
少
な
く
植
民
地
が
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な
い

る
が
侵
略
を
行
っ
た
理
由
を
，
生
活
経
験
や
既

か
」

得
知
識
を
生
か
し
て
予
想
を
立
て
，
争
点
を

「
敗
戦
国
と
し
て
重
い
賠
償
金
を
払
い
，
国
民
が
不
満

明
確
に
す
る
。

を
も
っ
て
い
た
か
ら
で
は
な
い
か
」

「
失
業
者
が
仕
事
を
得
ら
れ
な
か
っ
た
か
ら
で
は
な

い
か
」

自
３

世
界
恐
慌
前
後
に
お
け
る
「
持
て
る
国
」

・
資
料
か
ら
必
要
な
情
報
を
選
択
し
考
察
し
て
い
る
。

分
と
ド
イ
ツ
の
経
済
面
の
相
違
点
を
議
論
し
，

「
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
は
領
土
や
植
民
地
を
ど
の
よ

で
調
べ
た
事
実
を
根
拠
に
予
想
を
検
証
す
る
。

う
に
活
用
し
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
」

考
（
個
→
班
→
全
体
）

「
戦
後
は
多
く
の
賠
償
金
を
払
わ
さ
れ
ハ
イ
パ
ー
イ
ン

え
＜
「
持
て
る
国
」
と
比
較
し
検
証
す
る
こ
と
＞

フ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
起
き
て
い
た
は
ず
だ
」

る
・
領
土
や
植
民
地
（
経
済
圏
）
の
広
さ

「
ド
イ
ツ
は
ど
の
よ
う
な
失
業
者
対
策
を
行
っ
た
の
だ

・
・
第
一
次
世
界
大
戦
後
の
経
済
状
況

ろ
う
か
」

問
他

・
失
業
者
対
策

い
者

直
と

し
学
４

「
持
て
る
国
」
と
ド
イ
ツ
と
の
共
通
点
と

「
『
持
て
る
国
』
と
『
持
た
ざ
る
国
』
だ
か
ら
，
共
通

び
い
う
視
点
か
ら
，
主
要
国
の
世
界
恐
慌
へ
の

点
は
な
い
の
で
は
な
い
か
」

合
対
策
に
つ
い
て
問
い
直
す
。
（
全
体
）

「
ド
イ
ツ
の
植
民
地
は
，
イ
ギ
リ
ス
と
フ
ラ
ン
ス
の
も

う
・
1
9
0
0
年
代
の
列
強
の
世
界
分
割
の
地
図
と

の
に
な
っ
て
い
る
」

1
9
2
9
～
3
9
年
の
ブ
ロ
ッ
ク
経
済
圏
の
地
図

「
『
持
て
る
国
』
も
『
持
た
ざ
る
国
』
と
同
じ
よ
う
に

と
を
比
較
し
て
考
察
す
る
。

武
力
侵
略
に
よ
っ
て
領
土
を
拡
張
し
て
い
る
」

振
ま
５

自
分
の
思
考
を
再
構
成
し
，
本
時
の
学
習

「
ド
イ
ツ
は
『
持
た
ざ
る
国
』
だ
っ
た
か
ら
，
フ
ァ
シ

り
と

課
題
に
対
す
る
ま
と
め
を
，
自
分
の
言
葉
で

ズ
ム
に
向
か
っ
た
」

返
め

記
入
し
，
共
有
す
る
。

（
個
→
全
体
）

「
し
か
し
，
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
も
過
去
に
同
じ
よ

り
る

う
な
こ
と
を
し
て
い
た
ん
だ
な
」

「
持
て
る
国
」
と
ド
イ
ツ
と
の
，
経
済
面
の
違
い
は
何
か

３
評
価
規
準

世
界
恐
慌
に
対
す
る
「
持
て
る
国
」
と
ド
イ
ツ
の
対
策
に
は
，
経
済
状
況
の
違
い
に
よ
る
相
違
点
は
あ
っ
た

も
の
の
，
自
国
第
一
主
義
と
い
う
点
で
は
共
通
し
て
い
た
こ
と
を
自
分
の
言
葉
で
説
明
し
て
い
る
。

（
思
考
・
判
断
・
表
現
）

○
＝
学
習
改
善
に
つ
な
げ
る
評
価

＝
ね
ら
い
の
評
価
に
用
い
る
基
準

＝
目
指
す
生
徒
の
姿
に
関
連
す
る
基
準

指
導
の
手
立
て

目
指
す
生
徒
の
姿

・
生
徒
が
興
味
を
も
っ
て
授
業
に
臨
め
る
よ
う
に
，
前

○
既
習
事
項
を
想
起
す
る
こ
と
で
，
本
時
の
学
習
に
意

時
で
学
習
し
た
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
，
チ
ャ
ー
チ
ル
，
ヒ

欲
的
に
臨
も
う
と
し
て
い
る
。

ト
ラ
ー
の
画
像
を
提
示
す
る
。

・
ド
イ
ツ
が
領
土
侵
略
を
進
め
た
こ
と
が
強
く
印
象
づ

け
ら
れ
る
よ
う
，
領
土
が
拡
大
さ
れ
た
過
程
を
提
示

す
る
。

・
生
徒
か
ら
出
る
予
想
が
経
済
面
に
絞
ら
れ
た
も
の
に

な
る
よ
う
，
前
時
の
学
習
事
項
の
ま
と
め
を
ホ
ワ
イ

ト
ボ
ー
ド
に
掲
示
す
る
。

・
話
合
い
の
争
点
が
明
確
に
な
る
よ
う
，
生
徒
の
予
想

を
，
「
土
地
」
「
財
源
」
「
失
業
者
対
策
」
の
３
つ

の
観
点
で
分
類
す
る
。

・
生
徒
が
お
互
い
の
多
様
な
考
え
を
視
覚
的
に
認
識
で

き
る
よ
う
，
「
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
」
を
行
う
。

・
時
間
を
決
め
て
各
班
で
仕
事
の
分
担
を
行
う
こ
と
で

効
率
よ
く
課
題
追
究
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

・
話
合
い
が
進
ま
な
い
班
に
は
，
既
に
結
論
を
出
し
て

い
る
班
の
状
況
を
伝
え
，
班
同
士
で
学
び
合
え
る
よ

う
に
す
る
。

・
生
徒
が
新
た
な
視
点
で
課
題
に
つ
い
て
問
い
直
せ
る

よ
う
「
『
持
て
る
国
』
と
ド
イ
ツ
と
の
共
通
点
は
何

だ
ろ
う
？
」
と
発
問
す
る
。

・
「
持
て
る
国
」
も
ま
た
，
自
国
の
利
益
の
た
め
に
他

国
を
侵
略
し
て
い
た
こ
と
に
気
付
く
こ
と
が
で
き
る

よ
う
，
１
９
０
４
年
時
点
で
の
列
強
の
世
界
分
割
を

表
し
た
地
図
を
提
示
す
る
。

・
学
級
全
体
で
学
び
を
共
有
で
き
る
よ
う
に
，
ね
ら
い

に
達
し
て
い
る
生
徒
を
意
図
的
に
指
名
し
，
適
切
に

表
現
し
て
い
る
部
分
を
具
体
的
に
賞
揚
す
る
。

・
次
時
へ
の
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
，
「
日
本
で
は

ど
の
よ
う
に
対
応
し
た
の
だ
ろ
う
」
と
問
う
。

問
い
を
立
て
，
見
通
し
を
も
っ
て
主
体
的
に
追
究
し

よ
う
と
し
て
い
る
。

ド
イ
ツ
だ
け
で
な
く
，
「
持
て
る
国
」
も
ま
た
，
領

土
侵
略
や
自
国
中
心
の
政
策
を
し
て
い
る
こ
と
に
気

付
い
て
い
る
。

新
た
に
提
示
さ
れ
た
資
料
を
を
も
と
に
，
「
持
て
る

国
」
と
ド
イ
ツ
と
の
関
係
に
つ
い
て
時
間
的
な
見
方

で
問
い
直
し
て
い
る
。

「
持
て
る
国
」
と
ド
イ
ツ
を
比
較
し
，
共
に
国
内
で

失
業
者
対
策
を
し
て
い
る
と
い
う
共
通
点
は
あ
る
も

の
の
，
ド
イ
ツ
に
は

①
領
土
が
少
な
く
，
資
源
や
市
場
が
得
ら
れ
な
い
。

②
賠
償
金
の
負
担
や
経
済
の
混
乱
が
あ
っ
た
。

と
い
う
特
色
が
あ
る
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
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令和３年度の実践記録（社会）

－実践記録（第１学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「北アメリカ州の特色」 －深める「問い直し」により，

北アメリカ農牧業の多面性に気付けるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 主体的・対話的で深い学びにつながるための「学びのプロセス」の活性化

授業のプロセスを示す「事実」「課題」「追究」「問い直し」「まとめ」等や、社会科の見方

・考え方を示す「時間」「空間」「相互関係」のカードを授業の各場面で示すことで、生徒が

授業における現在地や思考の観点を捉えられるようにした。

(2) ＩＣＴを活用する３つのメリット（①思考の可視化、②瞬時の共有化、③試行の繰り返し）

を十分考慮したうえで，場面に合わせて適切に選択・活用する。

本実践では、導入部でGoogle Arth、意見集約時にTeams、終末の振り返りにはFormsを活用

した。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 「大規模な農業」を実感する。

（個→ペア）

「グーグルアースでカンザス州へ行きまし

ょう。さらにこの辺をタップすると、何 ○驚くと同時に、各自が見たい位置を拡大操作

かが見えるはずです。」 する。見つけられない生徒は、急いで近くの

■生徒の反応は予想通り。 生徒に尋ねながら操作して追い付く。

「センターピボットのアームの長さは…約

400ｍ。すると直径はどのくらいかな？」

問

い ２ アメリカ農産物輸出の推移を知り，本

の 時の学習課題を確認する。

絞 「アメリカは世界の食糧庫だと前回の授業

り で確認しましたが、過去はどうだったの

込 かを調べ、このグラフにまとめました。」

み 「1980年時点で１位で現在も１位というこ

とから推測できることは？」 ○2005年以降の急増に大きく反応し、驚きの声

「この事実から、今日の学習課題を設定し が上がる。

一人一台端末でグーグルアースを用いてカ

ンザス州を検索し、センターピボットを俯瞰

的に観察させる。

アメリカの農産物輸出額の推移（1980-201

8年）が分かるように、折れ線グラフを時系

列に分割しながら提示した。
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ましょう。」

■なぜ2005年以降急増したか？に興味関心 ○１位であり続け

が移る気配がしたため、40年間１位であ るのはなぜだろ

る部分を伝えて軌道修正を図る。 う？という想定

■想定した学習課題に生徒の文言を取り入 した学習課題に

れながら板書する。 近い発言が出る。

３ アメリカ農牧業の特色を分類して整理

し，アメリカの強味は何かを考察する。

（個→全体）

「特色をキーワードにしたカードを配るの

で、３つに分類してホワイトボードに貼

りましょう。」

■分類に迷う内容のカードを、意図的に思 ○その生徒は、予測どおり二つの枠に跨ってカ

考・判断力に優れた生徒に配付する。 ードを貼る。

「なぜ、この位置に貼り付けたのです ○一つの特徴でも、見方・考え方によって分類

か？」 の仕方が変わることに気付いている。

個 「これらの特色全体から分かる、アメリカ

人 農牧業の強味は何だろう？」

や ■予想に反して生徒の思考は「大規模」で

協 止まり、「安く」が出ない。そこで補助

働 発問を行う。

に 「大量生産するだけで、輸出量は増えるの ○「大規模」という特徴だけで満足してしまい、

よ かな？もう一つ条件が必要では？」「な 思考が止まっている様子が窺える。

る ぜ効率を重視するの？」

追 ■漸く生徒から「安いから」と発言が出た ◎輸出額１位の要因は、生産量の多さに加え、

究 ため大きく板書し、発言した生徒を褒め 価格競争力も必要である、と気付いている。

る。

４ アメリカ型農業を「持続可能性」とい

う新たな視点から問い直し，根拠に基づ

いて考察する。 （班→全体）

「アメリカの農業に弱点はないのかな？」

「今後の持続可能性について、これまで学

習したことと新しい資料を合わせて、ア

メリカの特色を捉えましょう。」

「これまでは（ ）、これからは（ ）、

という文型でまとめましょう。」

生徒が異なる視点で問い直せるように，地

下水枯渇を示す資料を配付する。

・生徒のまとめが本時のねらいに沿った文に

なるように，「これまでは（ ），これか

らは（ ）。」という文型を示す。

分類の目安として「地理的条件」「生産方

法」「働き手(人)」を示し、カードを貼る際、

分類を考えながら位置を決めさせる。

個別の意見をつなぐことで全体像が見いだ

せるように，ミエルトークを行う。

各班の意見を可視化し共有するため，Team

s上に班の結論を入力させる。
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５ 自分の思考を再構成し，本時の学習課

題に対するまとめを自分の言葉で記入し

思 共有する。 （個→全体）

考 「新しい情報を加えて、トータルでアメリ ○「これは単純な問題ではない」「貯まってい

の カ農業の特色を表現しよう。」 た水を使ってしまったから、食糧庫ではなく

再 なるかもしれない」

構 ◎アメリカが世界一の農産物輸出国になれたの

成 は，生産量が多いことに加え，合理化により

コストダウンを徹底したからだが，これから

は，水資源の枯渇など持続可能性という点で

解決すべき課題もある，と気付いている。

≪生徒の振り返りから≫

・アメリカの農牧業は非常に効率的で「世界の食糧庫」と呼ばれるのも納得であるが、持続可能

性という観点で考えると、地下水の枯渇など様々な問題が浮き彫りになった。しかし、この問

題は地球温暖化などの問題と絡み合っており、非常に複雑で単純な話ではない。

・これまでは膨大な量の地下水を使用して農産物輸出額１位を保ってきたが、これからは持続可

能なものにするため節水や再生可能エネルギーに取り組んでいく必要がある。

・水が足りなくなっていることを初めて知った。生産量が減ると価格が上がり、アメリカは世界

の食糧庫じゃなくなるかもしれない。

４ 授業の省察

(1) 成果

①教師が授業の各場面で「学びのプロセスカード」を掲示することで，生徒は授業の「現在地」

を意識することができていた。

②一人一台端末や大型モニター，共有ソフト（Teams,Forms 等）を活用することで，生徒は

授業中の情報共有を即時かつ容易に行うことができていた。

(2) 課題

①「問い」「問い直し」がほぼ教師主導になってしまい，生徒自身から発せられる展開になっ

ていなかった。

②生徒が話し合いや発表をする場面で，「根拠に基づく議論」という面が不足してしまった。

生徒が互いのまとめを共有できるように，

Formsに入力して送信させる。
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社
会
科
学
習
指
導
計
画

学
級

１
年
Ａ
組

３
２
名

授
業

者
幸
野
谷
憲
司

共
同
研
究
者

外
池

智

加
納

隆
徳

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
北
ア
メ
リ
カ
州
の
特
色
」

－
深
め
る
「
問
い
直
し
」
に
よ
り
，

北
ア
メ
リ
カ
農
牧
業
の
多
面
性
に
気
付
け
る
か
－

Ⅱ
単
元
に
つ
い
て

本
単
元
は
，
新
学
習
指
導
要
領
２
内
容
の
Ｂ
「
世
界
の
さ
ま
ざ
ま
な
地
域
」
の
(
2
)
世
界
の
諸
地
域
に
該
当
す

る
。
こ
こ
で
は
，
北
ア
メ
リ
カ
州
の
地
理
的
特
色
を
大
観
す
る
と
と
も
に
，
顕
在
化
し
て
い
る
（
あ
る
い
は
し
つ

つ
あ
る
）
諸
課
題
に
触
れ
る
。
具
体
的
に
は
，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
を
中
心
に
政
治
，
経
済
，
文
化
な
ど
が
発
達
し
，

世
界
に
大
き
な
影
響
を
与
え
続
け
て
い
る
一
方
で
，
持
続
可
能
性
と
い
う
点
で
は
，
地
球
環
境
問
題
の
発
生
，
新

興
国
の
台
頭
に
よ
る
産
業
構
造
の
変
化
，
国
内
的
に
は
貧
困
と
差
別
，
教
育
，
格
差
の
拡
大
な
ど
の
社
会
問
題
が

発
生
し
て
い
る
こ
と
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
る
。

本
単
元
で
は
，
北
ア
メ
リ
カ
州
を
地
理
的
な
「
空
間
」
や
他
地
域
と
の
「
相
互
関
係
」
と
い
う
見
方
・
考
え
方

で
捉
え
る
と
と
も
に
，
持
続
可
能
性
と
い
う
「
時
間
」
の
視
点
で
問
い
直
し
を
行
う
。
こ
う
す
る
こ
と
で
，
３
年

時
に
学
習
す
る
歴
史
的
分
野
や
公
民
的
分
野
に
も
つ
な
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
。
ま
た
中
学
校
３
年
間
で
我
が

国
の
国
土
の
認
識
を
深
め
る
と
と
も
に
，
将
来
的
に
は
持
続
可
能
な
社
会
づ
く
り
を
考
え
う
る
人
材
を
育
成
す
る

上
で
も
大
切
な
単
元
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

本
学
級
の
生
徒
は
，
社
会
科
の
学
習
に
お
お
む
ね
意
欲
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
生
徒
へ
の
意
識
調
査
（
７
月

実
施
）
で
は
，
社
会
科
の
授
業
に
対
す
る
興
味
・
関
心
を
３
段
階
評
価
し
た
平
均
値
は
2
.
7
2
（
百
分
率
で
9
0
.
6
）

で
あ
っ
た
。
ま
た
，
授
業
中
の
発
表
も
積
極
的
に
行
う
こ
と
が
で
き
る
。
諸
調
査
の
結
果
か
ら
は
，
基
礎
的
・
基

本
的
な
知
識
・
技
能
の
定
着
率
も
高
い
傾
向
に
あ
る
こ
と
が
窺
え
る
。
一
方
で
，
社
会
的
事
象
の
捉
え
方
が
一
面

的
な
生
徒
が
や
や
多
く
，
複
数
の
「
事
実
」
か
ら
見
え
に
く
い
「
概
念
」
を
考
察
す
る
こ
と
に
，
や
や
難
し
さ
を

感
じ
て
い
る
生
徒
も
い
る
。

そ
こ
で
本
単
元
で
は
，
学
習
活
動
を
通
し
て
，
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
特
色
を
持
続
可
能
性
と
い
う
視
点
か
ら
捉

え
直
す
こ
と
で
，
ア
メ
リ
カ
の
強
み
と
弱
み
と
い
う
両
面
に
生
徒
が
気
付
い
た
り
，
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
で
全

体
像
が
分
か
っ
た
り
す
る
経
験
を
さ
せ
て
い
き
た
い
。

ま
た
，
生
徒
が
安
心
し
て
学
び
に
向
か
え
る
基
盤
と
な
る
の
は
，
学
級
の
「
支
持
的
な
風
土
」
で
あ
る
。
「
話

し
合
い
は
聴
き
合
い
で
あ
る
」
と
い
う
教
師
の
思
い
を
伝
え
な
が
ら
，
互
い
の
意
見
を
き
ち
ん
と
受
け
止
め
合
う

活
動
で
あ
る
「
傾
聴
」
を
日
々
実
践
し
て
い
る
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

従
来
の
授
業
で
は
，
北
米
の
長
所
を
つ
か
む
こ
と
が
中
心
に
な
り
が
ち
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
本
研
究
で
は
，
異

な
る
角
度
か
ら
「
問
い
直
し
」
を
行
う
こ
と
で
，
事
象
の
多
面
性
に
気
付
い
た
り
，
新
た
な
課
題
を
見
付
け
た
り

す
る
こ
と
を
ね
ら
い
と
し
て
い
る
。
ま
た
，
こ
う
し
た
手
立
て
を
用
い
る
こ
と
で
全
体
像
が
捉
え
ら
れ
る
こ
と
に

も
気
付
か
せ
た
い
。

ま
た
，
今
年
度
か
ら
始
ま
っ
た
新
研
究
で
は
「
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
」
を
可
視
化
す
る
こ
と
を
重
視
し
て
お
り
，

生
徒
が
授
業
の
進
行
状
況
を
理
解
し
見
通
し
を
も
っ
て
学
習
で
き
る
よ
う
に
，
社
会
科
部
で
は
，
「
学
び
の
プ
ロ

セ
ス
」
を
示
す
共
通
の
プ
レ
ー
ト
を
活
用
し
な
が
ら
授
業
を
行
っ
て
い
る
。

Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
に
つ
い
て
は
，
そ
の
３
つ
の
特
長
で
あ
る
「
①
思
考
の
可
視
化
②
瞬
時
の
共
有
化
③
試
行
の
繰

り
返
し
」
を
考
慮
し
，
必
要
に
応
じ
て
選
択
的
に
活
用
し
て
い
く
。
大
型
モ
ニ
タ
ー
は
全
体
で
の
情
報
共
有
に
適

す
る
一
方
，
生
徒
の
個
人
タ
ブ
レ
ッ
ト
は
個
々
の
意
思
表
明
や
記
録
，
情
報
収
集
の
ツ
ー
ル
と
し
て
適
し
て
い
る
。

活
用
自
体
が
目
的
化
し
な
い
よ
う
に
留
意
し
つ
つ
，
あ
く
ま
で
も
手
段
の
一
つ
と
し
て
活
用
し
て
い
く
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
統
計
資
料
や
雨
温
図
，
主
題
図
，
写
真
な
ど
を
適
切
に
選
択
し
，
必
要
な
情
報
を
収
集
・
整
理
・
分
析
し
な

が
ら
，
北
ア
メ
リ
カ
州
の
特
色
に
つ
い
て
の
基
礎
的
な
知
識
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
2
)
北
ア
メ
リ
カ
州
の
「
産
業
の
発
達
と
世
界
に
与
え
る
影
響
力
の
今
後
」
に
つ
い
て
，
持
続
可
能
性
と
い
う

「
時
間
」
の
視
点
で
問
い
直
し
，
そ
の
課
題
に
つ
い
て
判
断
し
根
拠
を
示
し
な
が
ら
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
北
ア
メ
リ
カ
州
の
地
域
的
特
色
に
関
心
を
も
ち
，
「
北
ア
メ
リ
カ
の
諸
産
業
は
，
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
大
き

な
影
響
力
を
も
ち
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
」
と
い
う
課
題
を
意
欲
的
に
追
究
し
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
５
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
北
ア
メ
リ
カ
州
の
自
然
，
歴
史
，
産
○

・
北
ア
メ
リ
カ
州
の
特
色
を
自
然
，
歴
史
，
産
業

業
等
を
概
観
し
，
大
規
模
な
農
業
や

の
３
観
点
で
簡
潔
に
ま
と
め
て
い
る
か
を
見
取

工
業
の
発
展
を
軸
に
，
地
域
的
特
色

り
，
全
体
に
紹
介
す
る
。

１
を
追
究
す
る
単
元
課
題
を
設
定
す

○
・
単
元
課
題
を
見
い
だ
し
，
そ
の
理
由
を
予
想
し

る
。

て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体
に
紹
介
す
る
。

（
ノ
ー
ト
，
小
テ
ス
ト
）

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
世
界
の
食
糧
庫

○
・
地
理
的
条
件
・
生
産
方
法
・
働
き
手
（
人
）
の

１
と
呼
ば
れ
る
理
由
を
，
様
々
な
資
料

視
点
か
ら
考
察
し
，
関
連
付
け
て
ま
と
め
て
い

を
基
に
調
べ
，
キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い

る
こ
と
を
見
取
り
，
キ
ー
ワ
ー
ド
の
妥
当
性
を

て
ま
と
め
る
。

検
証
す
る
。

（
ノ
ー
ト
，
小
テ
ス
ト
）

・
世
界
一
の
農
産
物
輸
出
量
を
支
え
る

○
・
ア
メ
リ
カ
の
農
牧
業
の
特
色
を
３
つ
の
観
点
か

ア
メ
リ
カ
の
農
牧
業
の
強
味
は
何
か

ら
総
合
的
に
考
察
し
，
ア
メ
リ
カ
の
農
牧
業
の

本
時

を
考
察
す
る
。

強
味
が
「
合
理
化
の
徹
底
に
よ
る
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
」
で
あ
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
か
を
見
取

3
/
5

り
，
適
切
な
気
付
き
を
全
体
に
紹
介
す
る
。

・
ア
メ
リ
カ
農
牧
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

○
・
ア
メ
リ
カ
の
農
牧
業
を
持
続
可
能
性
と
い
う
視

点
か
ら
捉
え
直
す
。

点
で
捉
え
て
い
る
か
を
見
取
り
，
ど
こ
に
課
題

が
あ
る
の
か
を
整
理
す
る
。
(
発
表
，
ノ
ー
ト
)

・
ア
メ
リ
カ
の
工
業
が
世
界
一
で
あ
る
○

・
ア
メ
リ
カ
の
工
業
地
帯
に
つ
い
て
，
資
料
か
ら

１
理
由
を
，
資
料
に
基
づ
い
て
調
べ
，

特
色
を
読
み
取
っ
て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体

キ
ー
ワ
ー
ド
を
用
い
て
ま
と
め
る
。

に
紹
介
す
る
。

（
ノ
ー
ト
，
小
テ
ス
ト
）

・
ア
メ
リ
カ
の
工
業
を
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
観

・
ア
メ
リ
カ
の
工
業
を
持
続
可
能
性
と
い
う
観
点

点
か
ら
捉
え
直
す
。

で
捉
え
て
い
る
か
を
見
取
り
，
紹
介
す
る
。

・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
生
活
・
文
化
が

○
・
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
生
活
や
文
化
が
，
日
本
も

世
界
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て
考
察

含
む
世
界
の
国
々
に
与
え
て
い
る
影
響
に
つ
い

す
る
。

て
理
解
し
て
い
る
か
を
見
取
り
，
多
様
な
意
見

１
を
共
有
す
る
。

・
単
元
課
題
「
な
ぜ
北
ア
メ
リ
カ
の
諸
○

○
○
・
単
元
課
題
に
対
す
る
ま
と
め
を
，
こ
れ
ま
で
の

産
業
は
，
世
界
に
大
き
な
影
響
力

強
味
と
，
こ
れ
か
ら
も
影
響
力
を
持
ち
続
け
る

を
も
ち
続
け
ら
れ
る
の
か
」
に
つ

た
め
の
条
件
と
い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
具
体
的

い
て
ま
と
め
る
。

に
説
明
で
き
て
い
る
か
を
見
取
り
，
全
体
に
紹

介
す
る
。

（
発
表
，
小
テ
ス
ト
）

北
ア
メ
リ
カ
の
諸
産
業
は
，
こ
れ
か
ら
も
世
界
に
大
き
な
影
響
力
を
も
ち
続
け
ら
れ
る
の
だ
ろ
う
か
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
農
牧
業
を
こ
れ
ま
で
の
強
み
と
今
後
の
持
続
可
能
性
と
い
う
二
つ
の
視
点
で
考
察
し
，

考
え
た
こ
と
を
「
時
間
」
と
い
う
見
方
・
考
え
方
を
働
か
せ
て
自
分
の
言
葉
で
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
「
大
規
模
な
農
業
」
を
実
感
す
る
。

・
「
大
規
模
と
は
，
ど
の
程
度
の
こ
と
を
指
す
の
だ

問
（
個
→
ペ
ア
）

ろ
う
？
」

問
い

・
「
日
本
の
農
業
と
比
べ
て
，
違
い
は
何
倍
だ
ろ

の
う
？
」

絞

い
り
２

ア
メ
リ
カ
農
産
物
輸
出
の
推
移
を
知
り
，

・
「
前
回
の
授
業
で
，
ア
メ
リ
カ
は
世
界
一
の
農
産

込
本
時
の
学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

物
輸
出
国
だ
と
学
ん
だ
ね
」

み
学
習
課
題
：
な
ぜ
ア
メ
リ
カ
は
，
こ
れ
ま
で

世
界
に
食
料
を
供
給
し
続
け
ら
れ
た
の
か
？

３
ア
メ
リ
カ
農
牧
業
の
特
色
を
分
類
し
て
整

・
「
ど
ん
な
特
徴
が
あ
っ
た
か
な
？
」

理
し
，
ア
メ
リ
カ
の
強
味
は
何
か
を
考
察
す

・
「
前
時
で
色
々
な
特
徴
に
つ
い
て
調
べ
た
ね
」

る
。

（
個
→
全
体
）

・
こ
れ
ら
の
手
立
て
か
ら
分
か
る
，
ア
メ

・
「
適
地
適
作
で
同
じ
種
類
を
大
量
生
産
で
き
る
」

リ
カ
の
「
強
味
」
は
何
だ
ろ
う
？

・
「
大
規
模
に
な
る
と
生
産
効
率
が
良
い
」

個
・
「
人
手
が
掛
か
ら
ず
に
生
産
で
き
る
」

問
人

・
「
バ
イ
オ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
で
病
気
に
強
く
な
れ
ば

や
無
駄
な
く
生
産
で
き
る
」

い
協

・
「
外
国
人
労
働
者
は
，
ア
メ
リ
カ
人
を
雇
う
よ
り

働
賃
金
が
安
い
」

直
に よ
４

ア
メ
リ
カ
型
農
業
を
「
持
続
可
能
性
」
と

・
「
1
9
8
0
年
か
ら
4
0
年
以
上
，
輸
出
で
き
て
い
る
」

し
る

い
う
新
た
な
視
点
か
ら
問
い
直
し
，
根
拠
に

・
「
国
土
面
積
の
広
さ
は
今
後
も
変
わ
ら
な
い
」

追
基
づ
い
て
考
察
す
る
。

（
班
→
全
体
）

・
「
新
技
術
が
さ
ら
に
開
発
さ
れ
る
は
ず
だ
」

究
・
「
ア
メ
リ
カ
型
の
農
業
」
は
，
今
後
も

・
「
地
球
温
暖
化
の
影
響
が
あ
る
か
も
し
れ
な
い
」

継
続
で
き
る
の
だ
ろ
う
か
？

５
自
分
の
思
考
を
再
構
成
し
，
本
時
の
学
習

・
「
ア
メ
リ
カ
型
の
農
牧
業
に
は
，
強
み
と
弱
み
の

思
課
題
に
対
す
る
ま
と
め
を
自
分
の
言
葉
で
記

両
面
が
あ
る
よ
う
だ
」

振
考

入
し
，
共
有
す
る
。

（
個
→
全
体
）

・
「
ア
メ
リ
カ
の
強
さ
が
，
い
つ
ま
で
も
続
く
と
は

り
の

・
今
日
の
授
業
で
｢
考
え
た
こ
と
｣
は
何
だ

限
ら
な
い
ん
だ
な
」

返
再

ろ
う
？

・
「
ア
メ
リ
カ
の
食
料
輸
出
が
止
ま
る
時
も
来
る
の

る
構

だ
ろ
う
か
」

成

※
｢
主
体
的
な
行
動
力
｣
｢
批
判
的
な
思
考
力
｣
｢
多
角
的
な
省
察
力
｣
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
場
面

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
生
徒
が
生
産
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
で
き
る
よ
う

○
規
模
の
大
き
さ
を
実
感
し
，
興
味
・
関
心
が
高
ま
っ

に
，
各
自
の
端
末
を
二
人
一
組
で
使
い
，
グ
ー
グ

て
い
る
。

ル
ア
ー
ス
で
カ
ン
ザ
ス
州
を
検
索
し
，
上
空
か
ら

セ
ン
タ
ー
ピ
ボ
ッ
ト
を
観
察
す
る
。

・
本
時
の
学
習
課
題
に
つ
な
が
る
よ
う
に
，
1
9
8
0
年
～

○
約
4
0
年
間
に
渡
っ
て
ア
メ
リ
カ
が
世
界
に
食
料
を
供

2
0
1
8
年
の
ア
メ
リ
カ
の
農
産
物
輸
出
額
推
移
の
グ
ラ

給
し
続
け
て
い
る
こ
と
に
気
付
き
，
本
時
の
学
習
に

フ
を
提
示
す
る
。

意
欲
的
に
臨
も
う
と
し
て
い
る
。

・
分
類
の
目
安
が
分
か
る
よ
う
に
，
「
地
理
的
条
件
」

○
分
類
し
整
理
す
る
こ
と
で
，
特
徴
が
多
岐
に
渡
っ
て

「
生
産
方
法
」
「
働
き
手
(
人
)
」
の
プ
レ
ー
ト
を
準

い
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

備
す
る
。

・
既
習
事
項
が
生
か
せ
る
よ
う
に
，
前
時
の
ノ
ー
ト
を

○
大
規
模
生
産
に
よ
る
「
量
の
確
保
」
に
加
え
，
「
価

参
照
す
る
よ
う
促
す
。

格
競
争
力
」
に
よ
っ
て
世
界
中
へ
の
輸
出
が
可
能
に

・
ア
メ
リ
カ
の
「
強
み
」
に
気
付
け
る
よ
う
に
，
「
○

な
っ
て
い
る
こ
と
に
気
付
い
て
い
る
。

○
を
行
っ
て
い
る
の
は
，
何
の
た
め
だ
ろ
う
」
な
ど

の
補
助
発
問
を
す
る
。

・
合
理
化
す
る
理
由
に
気
付
け
る
よ
う
に
，
生
産
費
用

を
抑
え
る
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
考
え
さ
せ
る
。

・
生
徒
が
異
な
る
視
点
で
問
い
直
せ
る
よ
う
に
，
地
下

水
枯
渇
を
示
す
配
付
資
料
を
準
備
し
て
お
く
。

・
個
別
の
意
見
を
つ
な
ぐ
こ
と
で
全
体
像
が
見
い
だ
せ

る
よ
う
に
，
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
行
う
。

・
各
班
の
発
表
が
本
時
の
ね
ら
い
に
沿
っ
た
文
に
な
る

よ
う
に
，
「
こ
れ
ま
で
は
（

）
，
こ
れ
か

ら
は
（

）
。
」
と
い
う
文
型
を
示
す
。

・
各
班
の
意
見
を
可
視
化
し
共
有
す
る
た
め
，
チ
ー

ム
ズ
上
に
班
の
結
論
を
入
力
さ
せ
る
。

・
生
徒
が
互
い
の
ま
と
め
を
後
日
共
有
で
き
る
よ
う

○
時
間
的
な
見
方
で
問
い
直
す
こ
と
で
，
地
理
的
事
象

に
，
自
分
の
ま
と
め
を
フ
ォ
ー
ム
ズ
に
入
力
し
，

の
多
面
性
や
，
多
角
的
に
捉
え
る
こ
と
の
重
要
性
に

送
信
す
る
。

気
付
い
て
い
る
。
ま
た
批
判
的
思
考
力
の
育
成
に
も

つ
な
が
っ
て
い
る
。

「
ア
メ
リ
カ
型
の
農
牧
業
は
，
安
く
大
量
生
産
し
て

い
る
点
で
優
れ
て
い
る
が
，
持
続
可
能
性
と
い
う

点
で
は
課
題
が
あ
り
そ
う
だ
」

・
次
時
へ
の
見
通
し
が
も
て
る
よ
う
に
，
予
習
用
の
プ

「
食
料
輸
入
国
で
あ
る
日
本
に
も
，
影
響
が
あ
る
か

リ
ン
ト
を
配
付
す
る
。

も
し
れ
な
い
」

・
ア
メ
リ
カ
が
世
界
一
の
農
産
物
輸
出
国
に
な
れ
た

の
は
，
生
産
量
が
多
い
こ
と
に
加
え
，
合
理
化
に

よ
り
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
を
徹
底
し
た
か
ら
だ
が
，
こ

れ
か
ら
は
，
水
資
源
の
枯
渇
な
ど
持
続
可
能
性
と

い
う
点
で
解
決
す
べ
き
課
題
も
あ
る
，
と
気
付
い

て
い
る
。
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   －本実践から見えてくること－     

ICTの活用と学習活動の自覚化 

             共同研究者： 外池 智 

（秋田大学教育文化学部・教科教育学講座） 

 

１．工夫されていた点 

 まず 1 点目は、ICT の活用である。GIGA スク

ール構想により、子ども達には一人一台のタブ

レット端末が行き渡っている。しかし、その活

用に関してはまだまだ開発途上であり、教員や

教科によって格差が大きい課題も指摘されてい

る。こうした状況を踏まえて、今年度から新た

に取り組まれている本研究の「授業改善のポイ

ント」の②には「ICT 機器の活用」の推進が掲げ

られている。今回の授業の場合は、ICT の活用に

関して、導入の部分では google earth を、話し

合いの部分では Teams を、そしてまとめの部分

では Holmes を活用していた。1 時間の授業の中

では詰込みの感はあるが、研究授業なので活用

の多様性は提示できたのではないか。 

次に 2 点目は、授業中に展開される学習活動

の自覚化である。これは、前期の授業でも指摘

した点である。本研究の「授業改善のポイント」

の①には「各教科の特質に応じた『学びのプロ

セス』を機能させること」が掲げられている。こ

の「学びのプロセス」は、本校が積年の研究によ

り得た成果であるが、本授業では、この「学びの

プロセス」を活かし、導入の場面では「①事実」

「②予想」、そして本時の主題を設定する場面

では「③問い」というように、各学習過程毎にラ

ベルを示し可視化していた。自分達が、本時の

授業展開の内、今どのような活動に取り組んで

いるのかを可視化する事で常に自覚化させてい

たのである。各プロセスで今どのような学習に

取り組んでいるのかを意図的に自覚化させる事

で、自身の取り組みを意識化し、省察を促す工

夫が見て取れた。 

そして 3 点目は、やはり対話的学びについて

である。前期の授業でも、対話的学びの習熟と

して指摘した点である。今回の授業でも、どの

グループも漏れなくしっかりとした議論を展開

していた事が見て取れた。本校が対話的学びに

取り組んで久しく、またこうした対話的学びは

今や“秋田の学び”を代表する学習活動となっ

ている。これは、本校独自に開発したミエルト

ークがもはや生徒達に浸透し、組織化された話

し合いが展開されている証左である。また、生

徒達は、こうした対話的学びは小学校から実践

されてきており、小学校からの積年の取り組み

による成果であろう。 

２．実践から見えてきた課題 

 まず 1 点目は、誰が「問い」「問い直す」の

かという点である。本研究の「授業改善のポイ

ント」の①には「問い」「問い直し」「振り返り」

の活性化が掲げられている。本来は、当然の事

ながら生徒達自身から湧き上がる「問い」や「問

い直し」により授業は進行しなければならない。

しかし、今回の授業の場合は、「問い」も「問い

直し」も授業者主導で実施されていた。これは、

学びの本質にも関わる重要な課題であり、導入

から本時のねらいの提示、そして展開から「問

い直し」への展開の在り方を改めて検討する必

要がある。 

 次に 2 点目は、根拠に基づく議論である。対

話的学びの場面では、やはり根拠、すなわち資

料に基づいた議論が大切である。周知の通り、

今年度から全面実施となった新指導要領におい

ても、PISA での調査結果を踏まえ、子ども達の

課題として示している点である。今回の授業で

は、「問い」の場面でも「問い直し」の場面でも、

その後に展開された対話的学習の場面で、論拠

に基づいた議論が弱かった点は課題である。 

 最後に 3 点目は、「問い」の場面と「問い直

し」の場面での、検証場面の視点の一致である。

「問い」の場面では「大量に」「安く」としてア

メリカの「強味」を押さえていた。であれば、

「問い直し」の場面でも、同じ視点でそれが継

続するのかを問われなければならない。 

 いずれにしても、問題提起性のある授業であ

り、授業者の今後に期待したい。 

141

Akita University



−本実践から見えてくること− 

 

 

共同研究者：加納 隆徳 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

今回の実践は、授業における「問い直し」を検討

した上で、授業化を試みたものである。今回の取

り組みの中心であるである「問い直し」は、生徒

が獲得した既習概念を再度揺さぶることによって、

生徒の深い学びの実現を目指す取り組みである。

そのために、生徒にとって必要な「問い直し」の

条件とは何かを、本年度の実践研究として継続的

に行ってきた。 

ここで、「問い直し」とはどのような内容や方法

で行うのが効果的であるかを考えたい。これまで

も社会科教育の世界でも「問い」については議論

されてきたところである、例えば、手法としては

『論争』や『ディベート』などの授業改善が行わ

れてきた。これらの議論の出発点は、教員側が生

徒の必然性や切実性を引き出すことへの苦労が出

発点であった。本実践でも幸野谷教諭は附属中学

での社会科部会や大学教員との議論を通して、生

徒が求める必然性や切実性を引き出そうとする発

問づくりを心がけていた。 

ここから「問い直し」の構成要素として、今回は

指導要領がいうところの『見方や考え方』から、

必然性について考えてみたい。志村（2021）によ

れば、中学の「世界の諸地域」で学ぶ主な概念と

して『空間的相互依存作用・地域』を取り上げて

いる。それを学ぶための問いとして「その場所の

人間生活・社会活動に影響している自然環境は？」

を例にあげている。この例示は中核的に学ぶべき

空間的相互依存作用を構造的に理解させるための

発問例であろう。しかし、この発問だけでは生徒

たちの学習が盛り上がることが難しいのは事実で

あろう。その理由は、生徒自身が気づくための社

会的な事象に対する見方や考え方をそれまでの授

業内で育成しているか否かによって、生徒は動く

こともあるだろうし、動かないこともあるのであ

る。 

本実践では中学１年の地理的分野「世界の諸地

域」のうち、北アメリカ州で授業が行われた。授

業は「アメリカは『世界の食料庫』と呼ばれてい

る」という事実の指摘からはじまった。その上で、

授業課題として「なぜアメリカは、農産物輸出額

が、約 40 年間トップクラスでいられたのか？」を

設定し、それまでの学習で得た知識の再確認をし

た。その上で、問い直しとして「アメリカ型の農

業の『持続可能性』？」を教員から提示し、問い直

しとして出された問題について、生徒が取り組ん

だ。これは、先述の志村が相互依存作用として指

摘した発問と同じ種類のものであり、アメリカ農

業の課題点を多面的に考察させようとしたもので

あると言える。 

さて、ここで必要なことは｢問い直し｣だけで授

業の成否が決まるのではないという点に留意が必

要である。それは、｢問い直し｣に至るまでの学習

過程が良質であったかが問われるのだろう。別の

いい方をすれば、｢問い直し｣に必要な内容がこれ

までの授業の中でいわばヒントのように存在して

いるかという点である。このヒントを点とするな

らば、それをつないでいく作業をスタートさせる

合図が｢問い直し｣となっているように感じる。 

そこで本実践を通して言える「問い直し」条件

として、 

①授業前にヒントとなる種（事実や概念）を授

業前にどれだけ伝えることができるか 

②「問い直し」は事実や概念をつなげる作業に

なっていること 

③その上で、必然や必要性を実感できること 

が見いだせるであろう。是非とも今後の研究に

期待したいところである。 

【参考文献】 

志村喬（2021）「地理的分野の学習」、中平・茨木・

志村編著『中等社会系教科教育研究-社会科・地理

歴史科・公民科』風間書房、pp.49-51 

社会科の授業における「問い直し」のあり方を

考える 
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令和３年度の実践記録（数学）

－実践記録（第１学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「平面図形の特徴」－数学のよさを実感しながらおうぎ形の求積法を多角的に省察できるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 系統性や発展性，数学のよさを実感できる学びのプロセスの構築

学びのプロセスとして，「問題を把握する段階」「解決の見通しを持つ段階」「解決を実行す

る段階」「問い直しをする段階」「学びをまとめる段階」という５つの段階を設定し授業を実

践した。特に，「問題を把握する段階」では，前時で発生した生徒の問いを生かして問題を設

定したり，図形を直観的に捉え，条件となっていることを確認することで問題の本質を捉えた

りしながら学習課題を設定した。また，「問い直しをする段階」では，複数の解法を比較した

り，生徒の思考を揺さぶったりする中で能率性や簡潔性，一般性につながる生徒のつぶやきを

取り上げ，その内容について話合いをすることで主体的な学びを実践した。また，数学の系統

性を生かし，既習事項である比例と図形の性質を関連させることで一般化につなげた。

(2) 説明場面，情報収集場面，振り返りの場面におけるＩＣＴの活用

前時で発生した問いを説明する場面では，生徒の記述を撮影した写真をモニターに映し情報

を共有した。また，本時の終末では，Teamsを活用した振り返りを行うことで，他の生徒と意

見を共有したり，教師との対話を促したりした。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 問題を把握する。２ 課題を設定する。

「おうぎ形の大きさが変わると，ともなっ

て変わるものはなんですか？」

「弧の長さや面積が求められそうだという ○前時の学びを想起し，本時では，おうぎ形の

ことと，それらの関係性について注目で 面積を，弧や中心角をもとに考察するという

きそうだということを前回確認しまし ことを捉えている。

た。」

■本時で注目したい数量に焦点を当てるた ○自分たちの言葉で学習課題を設定したり，本

め，また考察すること（関係性）を明確 時の学習のゴールをつかんだりしている。

にするために発問をした。生徒の反応は

予想通りであった。

前時の学びを確認するため，スクリーンで

生徒のノートを提示する。

問
題
を
把
握
す
る
段
階
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【問題】次のおうぎ形の面積を求めなさい。

「３つの中で簡単に求められそうなものは ○両端のおうぎ形は小学校で学習したことを捉

どれですか？なぜ？」 えている。

「３つのおうぎ形の半径は？６πは何？」 ○中央のおうぎ形は，求め方がすぐには分から

■中央のおうぎ形に焦点を当てるため，そ ない様子。

して，条件を確認するために発問をした。

３ おうぎ形の面積を求める。

■想定よりも自力解決できてる生徒が多く ○自力解決できている生徒は1/3程度。

ない状態だった。

■生徒の姿から，式を板書する順番を想定 ○弧→中心角→面積と考えている生徒よりも，

したものと変更した。 弧→面積と考えている生徒が多かった。

「周りの人と情報交換してください」 ○答えが出ていても，合っているという確信を

■生徒の不安感を解消する必要があると判 もつことができていない生徒が多数いた。

断し，周りの生徒と話す時間を短時間確

保した。

４ 複数の解き方を比較する。

「このあと何を考えたらいいですか？」

■生徒の反応はおおむね予想通り。「４つ

の考えに共通すること」という発言も予

想していたが出てこなかったため，問い ○お互いに「なぜ？」「この数字の意味は？」

直しの段階で取り上げる判断をした。 などの問いかけをしながら，自分の考えや思

■学び合いの様子から，意図的に指名する いを表現している。

必要があると判断をした。理解の様子を ○４つの式をすべて理解できている生徒は少

見取り，説明が可能な段階まで理解をし 数。

ている生徒に指名し，そこから考えを広

げていくことにした。 ○ほとんどの生徒が，発表やグループでの話合

「１６π，６πは何を表す数ですか？」 いの結果，式について理解できている状態。

「ｘは何を表していますか？」など ○生徒の中には，数値の意味は理解できるもの

■生徒の発言から，式に対する理解を深め の，なぜその式になるのか理解が十分でない

るために，数値の意味を確認した。 生徒もいた。

「Mさんが感じた疑問は，もう少しあとで ○「何であの式になるかわかんない」とつぶや

取り上げますね」 いている生徒Mを把握。

■このつぶやきは，問い直しの段階に入る

ときに取り上げた方がスムーズに話合い

が進むと判断し，発言した。

次に何を考えればよいか問いかけながら，

話合いの視点を示すことで，主体的な学びを

実現する。

生徒の実態に合わせた適度な困難さ（中心

角が分からないおうぎ形）の問題を提示する

ことで学習意欲を高める。

解
法
の
見
通
し
を
持
つ
段
階

解
決
を
実
行
す
る
段
階
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「今，Tくんが言ったことをまわりでし ○「求めるときに(半径)×(弧)×1/2でやった

ゃべってみて」 ら同じ結果になりました。」という生徒Tの発

「どんな場合でもいえるのかな？」 表があった。聞いただけでは，内容を理解で

■発言に対して理解を深めるために発問し きていない生徒が多かった。

た。また，この内容は次時で取り上げた

方が深い学びができると判断した。発表

した生徒の心情面を考慮し，ただ流すの

ではなく，称賛するために発問をした。

５ 求め方の根拠について深める。 ○弧→面積の流れで，かつ割合を使っている解

「どれが一番いい方法ですか？」 き方が一番優れていると判断した生徒が多

■共通点という話につなげようと発問した 数。

が，生徒の意見が偏ってしまったため，

上手くつなげられなかった。そのため，

生徒のつぶやきから広げようと試みた。

「さっきからMさんが疑問に感じているこ ○生徒Mから「円周や弧がどうしてイコールで

とがあるんですね。」 つながるのか正直理解できないのですが，ど

「なんでこのような式を立ててもいいの？」 うしたらいいでしょうか？」という発言。

■比例というキーワードが生徒からでてこ ○生徒にとって，比例の関係にあるということ

なかった。発言を引き出すため，導入で は，ある意味自明のことだった様子。そのた

使った画像を再提示することにした。 めなかなか「比例の関係にある」ということ

■生徒の「弧をｒ倍すると面積になる」と が発言として出てこない様子だった。

いう意見から，比例という言葉を引き出

した。

「本当に比例なの？」 ○表・式・グラフのどれかで比例かどうかを確

「比例かどうかを確かめるにはどうしたら かめれば良いことは理解できている様子。そ

いいの？」 して，表が一番わかりやすく確かめられそう

「何と何の関係を考えればいいの？」 だという見通しももっている様子。ただ，ど

「他に求められそうなことは何？」 のような表になったらよいかは理解できてい

■ともなって変わる２つの数量を確認する ない。

ために発問した。また，同じ半径の円に

注目するために発問した。

「この表を使ったら比例といえそうじゃな

いですか？」 ○対応を考え「弧の長さをｘ，面積をｙとする

「表から式を求めて比例であることを説明 と，ｙ＝４ｘと表せるので比例」という発言。

しましたね。表だけから比例であること 多くの生徒が納得している様子。

は説明できませんか？」 ○理解できていなかった生徒Mが，堂々と比例

■対応だけではなく，変化にも着目するた であることの根拠について説明した。周囲の

めに発問した。 生徒も理解している様子。

「この式は，この表のどこにありますか？」

問
い
直
し
を
す
る
段
階
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■４つの式の根拠をはっきりさせるため ○比例関係がはっきりした表をもとに，４つの

に発問した。 式の意味を捉え直している様子。

６ 本時のまとめをする。

「この表で，このあと言えそうなこと，考 ○中心角の関係や，一般化した式，(半径)×(弧)

えられそうなことは何ですか？」 ×1/2に興味をもっている生徒が多数いた。

■中心角との関係や，面積の求め方を一般

化した式，生徒が発言した「(半径)×(弧)

×1/2」につなげるために発問した。

「今日の学習を振り返ってのキーワードは

何ですか？」

７ 評価問題に取り組む。 ◎おうぎ形の面積と弧の関係が比例であること

を利用し，おうぎ形の面積の求め方を説明し

ている。

８ 振り返りをする。

≪生徒の振り返りから≫

・今日はおうぎ形の面積の求め方について確認することができました。おうぎ形の面積を求める

ときには、弧の長さとおうぎ形の面積、中心角と関連付けて一つだけでなくいろいろな方向か

ら見ることが大切だと思いました。比例式で解くと時間や考えるのは大変だが、比例式で解く

必要のある問題でのメリットを見つけたいと思いました。おうぎ形を長方形にしたときの求め

方もあるので、他にもおうぎ形の面積を解くときの方法を見つけていきたいです。

・緊張した中、みんながいつものように過ごしていたので私も楽しく授業を受けることが出来ま

した。また、Ｔさんのあの式((半径)×(弧)×1/2)がなぜ成り立つのか気になったので、次の

授業で学びたいです。

・おうぎ形の面積の求め方は、いくつかの方法があるんだなと知ることができた。でも、どれも

似たようなものだと思いました。弧の長さと面積の関係は最初、分からなかったけど、表に表

したら、比例であることが分かりました。表って関係性が見やすく、わかるから便利だなと改

めて思いました。 ２分の１×半径×弧でおうぎ形の面積がわかるのは何かの式を簡潔に表し

たものから、出てくる、公式（？）のようなものなのかなー？と思いました。２分の１×半径

×弧を使ったほうが早く正確にできるので、しっかり、その式になる理由を知って、使ってい

きたいです。

学
び
を
ま
と
め
る
段
階

本時の学びの本質を引き出すために，キー

ワードを問う。

他の生徒との共有や，教師との対話を促す

ために，ＩＣＴ機器を活用して振り返りをす

る。

単元で働かせたい数学的な見方や考え方と

関連付けた振り返りを促すことで，振り返り

の質を高める。
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４ 授業の省察

(1) 今回の考え方の根底にある関係性にいかに気付かせるかが重要である。今回の比例関係は，

生徒にとってある意味自明の関係であったため，その重要性に気付くことがなかなか難しかっ

たようである。割合という考え方に固執してしまった生徒もいた。始めに提示した，円とおう

ぎ形の関係を示す掲示物をもっと活用できればよかった。

(2) 比例を使って考察する必要感がもっとほしいと感じた。４つの考え方に共通することが何か

や，どの方法が一番良いのかということを深める中で，一般化する時に比例が必要であること

に気付かせる工夫をすればよいと感じた。
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Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
平
面
図
形
の
特
徴
」

－
数
学
の
よ
さ
を
実
感
し
な
が
ら
お
う
ぎ
形
の
求
積
法
を
多
角
的
に
省
察
で
き
る
か
－

Ⅱ
単
元
に
つ
い
て

小
学
校
で
は
，
図
形
を
直
感
的
に
捉
え
た
り
，
図
形
を
構
成
す
る
要
素
に
注
目
し
た
り
し
な
が
ら
，
図
形
の
名

称
や
そ
の
性
質
に
つ
い
て
理
解
し
，
図
形
に
対
す
る
見
方
を
豊
か
に
し
て
い
る
。
ま
た
，
中
学
校
で
は
，
図
形
の

性
質
な
ど
を
考
察
す
る
際
に
，
数
学
的
な
推
論
の
方
法
を
活
用
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

本
単
元
で
は
，
円
や
弧
，
お
う
ぎ
形
に
つ
い
て
さ
ら
に
理
解
を
深
め
，
そ
れ
ら
を
活
用
し
平
面
図
形
の
性
質
を

論
理
的
に
考
察
す
る
力
を
高
め
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。
ま
た
，
図
形
を
構
成
す
る
各
要
素
が
変
化
し
な
い
静
的

な
捉
え
方
を
す
る
の
み
な
ら
ず
，
図
形
の
移
動
の
よ
う
に
２
つ
の
図
形
の
関
係
を
動
的
に
捉
え
た
り
，
と
も
な
っ

て
変
わ
る
数
量
に
注
目
し
，
そ
の
数
量
を
関
数
的
に
捉
え
た
り
す
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
加
え
て
，

平
面
図
形
の
特
徴
に
つ
い
て
，
自
分
だ
け
が
納
得
す
る
の
で
は
な
く
，
他
人
に
も
説
明
で
き
る
よ
う
，
考
察
し
た

こ
と
を
論
理
的
か
つ
簡
潔
に
表
現
す
る
力
を
養
う
こ
と
も
求
め
ら
れ
て
い
る
単
元
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

数
学
へ
の
関
心
が
高
く
，
意
欲
的
に
課
題
に
取
り
組
む
姿
が
見
ら
れ
る
学
習
集
団
で
あ
る
。
ま
た
，
諸
調
査
か

ら
は
，
三
角
形
や
四
角
形
な
ど
の
基
本
的
な
図
形
の
性
質
や
，
合
同
や
拡
大
・
縮
小
な
ど
２
つ
の
図
形
の
関
係
に

つ
い
て
十
分
に
定
着
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。

一
方
で
，
説
明
し
合
う
活
動
に
は
意
欲
的
に
取
り
組
む
も
の
の
，
数
学
の
用
語
を
用
い
て
簡
潔
に
説
明
し
た

り
，
相
手
を
意
識
し
た
説
明
を
し
た
り
す
る
こ
と
に
は
課
題
が
見
ら
れ
る
。
ま
た
，
答
え
を
導
き
出
す
こ
と
で
満

足
し
，
問
題
の
条
件
を
変
え
た
り
，
答
え
か
ら
新
た
な
性
質
を
見
い
だ
し
た
り
す
る
こ
と
や
，
よ
り
よ
い
方
法
が

な
い
か
を
考
え
よ
う
と
す
る
姿
勢
も
十
分
で
は
な
い
。
２
つ
の
図
形
の
関
係
を
動
的
に
捉
え
る
こ
と
や
，
と
も
な

っ
て
変
わ
る
２
つ
の
数
量
に
注
目
し
て
図
形
を
捉
え
る
こ
と
に
つ
い
て
も
改
善
を
図
る
必
要
が
あ
る
。

指
導
に
当
た
っ
て
は
，
既
習
事
項
と
関
連
さ
せ
な
が
ら
，
生
徒
が
問
い
を
設
定
し
た
り
，
疑
問
を
感
じ
た
り
す

る
よ
う
な
授
業
展
開
を
心
掛
け
た
い
。
そ
の
上
で
，
論
理
的
か
つ
簡
潔
に
表
現
す
る
力
を
高
め
る
と
と
も
に
，
発

展
的
に
考
え
た
り
，
図
形
を
動
的
に
捉
え
た
り
す
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
で
，
数
学
的
に
考
察
す
る
力
を
さ
ら
に
向

上
さ
せ
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

本
校
数
学
科
で
は
，
学
び
の
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
「
問
題
を
把
握
す
る
段
階
」
「
解
決
の
見
通
し
を
も
つ
段
階
」

「
解
決
を
実
行
す
る
段
階
」
「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
「
学
び
を
ま
と
め
る
段
階
」
の
５
つ
の
段
階
を
設
定
し

て
い
る
。
こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
生
か
し
な
が
ら
，
学
び
に
向
か
う
雰
囲
気
を
大
切
に
し
，
生
徒
の
発
言
を
つ
な
ぐ
こ

と
で
，
考
え
を
広
め
た
り
，
よ
り
深
め
た
り
す
る
。

特
に
「
問
題
を
把
握
す
る
段
階
」
で
は
，
生
徒
の
問
い
を
生
か
し
た
問
題
を
取
り
上
げ
た
り
，
直
観
的
に
捉
え

た
図
形
の
印
象
を
基
に
，
図
形
の
本
質
を
捉
え
さ
せ
た
り
し
な
が
ら
学
習
課
題
を
設
定
す
る
よ
う
に
し
た
い
。

「
問
い
直
し
を
す
る
段
階
」
で
は
，
複
数
の
解
法
を
比
較
し
た
り
，
生
徒
の
思
考
を
揺
さ
ぶ
っ
た
り
す
る
中
で
能

率
性
や
簡
潔
性
，
一
般
性
な
ど
に
つ
な
が
る
生
徒
の
つ
ぶ
や
き
を
取
り
上
げ
，
そ
の
内
容
に
つ
い
て
の
話
合
い
を

す
る
こ
と
で
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
。
「
学
び
を
ま
と
め
る
段
階
」
で
は
，
本
時
の
学
び
を
振
り
返
り
，
Ｉ

Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
た
効
果
的
な
学
習
の
ま
と
め
を
行
う
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
垂
直
二
等
分
線
，
角
の
二
等
分
線
，
垂
線
な
ど
の
基
本
的
な
作
図
の
仕
方
や
，
平
行
移
動
，
回
転
移
動
，
対

称
移
動
に
つ
い
て
，
お
よ
び
お
う
ぎ
形
の
性
質
や
そ
の
弧
・
面
積
の
求
め
方
に
つ
い
て
理
解
し
て
い
る
。

(
2
)
円
や
お
う
ぎ
形
の
性
質
に
着
目
し
，
基
本
的
な
作
図
方
法
や
お
う
ぎ
形
の
求
積
法
に
つ
い
て
考
察
し
表
現
し

た
り
，
図
形
を
動
的
に
捉
え
る
こ
と
で
そ
の
性
質
を
考
察
し
表
現
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

(
3
)
平
面
図
形
の
性
質
や
関
係
を
捉
え
る
こ
と
の
よ
さ
に
気
付
い
て
粘
り
強
く
考
え
，
学
ん
だ
こ
と
を
生
活
や
学

習
に
生
か
そ
う
と
し
た
り
，
問
題
解
決
の
過
程
を
振
り
返
っ
て
検
討
し
よ
う
と
し
た
り
し
て
い
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
1
5
時
間
）

１
平
面
図
形
の
基
礎
・
・
・
・
・
（
２
時
間
）

２
円
と
お
う
ぎ
形
の
計
量
・
・
・
（
３
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
円
や
お
う
ぎ
形
に
つ
い
て
，
中
心
角
○

・
π
を
使
っ
た
文
字
式
を
利
用
し
，
円
の
面
積
や

や
弧
を
理
解
し
，
円
の
面
積
に
つ
い

円
周
の
長
さ
を
求
め
て
い
る
か
を
見
取
り
，
π

て
π
を
使
っ
た
文
字
式
で
表
す
こ
と

を
使
用
す
る
と
き
の
ル
ー
ル
が
身
に
つ
い
て
い

が
で
き
る
。

な
い
場
合
に
は
補
充
指
導
す
る
。

（
ノ
ー
ト
・
評
価
問
題
）

１
・
半
径
を
一
定
に
保
っ
た
ま
ま
お
う
ぎ

形
を
変
化
さ
せ
た
と
き
，
そ
れ
に
と

も
な
っ
て
変
化
す
る
数
量
に
注
目
す

る
。

・
本
時
に
取
り
組
む
問
題
を
生
徒
の
考

え
か
ら
設
定
す
る
。

・
お
う
ぎ
形
の
面
積
の
求
め
方
を
，
中

○
・
お
う
ぎ
形
の
中
心
角
と
面
積
，
弧
の
長
さ
が
そ

心
角
・
弧
・
面
積
が
そ
れ
ぞ
れ
比
例

れ
ぞ
れ
比
例
関
係
に
あ
る
こ
と
を
利
用
し
，
お

の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し

う
ぎ
形
の
面
積
の
求
め
方
を
説
明
で
き
て
い
る

て
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

か
を
見
取
り
，
２
つ
の
数
量
の
関
係
性
を
捉
え

本
時

て
い
る
こ
と
を
称
賛
す
る
。
不
十
分
な
場
合
に

2
/
3
・
複
数
の
解
き
方
を
比
較
し
た
り
，
複

は
，
説
明
の
具
体
例
に
つ
い
て
個
別
指
導
を
す

数
の
お
う
ぎ
形
の
面
積
を
求
め
た
り

る
。

（
ノ
ー
ト
・
評
価
問
題
）

す
る
こ
と
を
通
し
て
，
中
心
角
と

弧
，
面
積
は
そ
れ
ぞ
れ
比
例
関
係
に

あ
る
こ
と
を
見
い
だ
す
。

・
お
う
ぎ
形
の
中
心
角
，
弧
，
面
積
の

○
・
お
う
ぎ
形
の
面
積
や
弧
の
長
さ
を
求
め
る
過
程

１
求
め
方
に
つ
い
て
一
般
化
す
る
。

を
振
り
返
り
，
既
習
事
項
と
の
つ
な
が
り
に
つ

・
本
節
の
ま
と
め
を
す
る
。

い
て
振
り
返
っ
て
い
る
か
見
取
り
，
称
賛
す

る
。

（
ノ
ー
ト
）

３
作
図
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
（
６
時
間
）

４
図
形
の
移
動
・
・
・
・
・
・
・
（
３
時
間
）

５
単
元
の
ま
と
め
・
・
・
・
・
・
（
１
時
間
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

お
う
ぎ
形
の
面
積
の
求
め
方
を
，
中
心
角
・
弧
・
面
積
が
そ
れ
ぞ
れ
比
例
の
関
係
で
あ
る
こ
と
を
根
拠
に
し

て
，
説
明
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

問
１

問
題
を
把
握
す
る
。

・
前
時
の
学
び
か
ら
，
「
半
円
や
1
/
4
円
以
外
の
お

題
う
ぎ
形
の
面
積
や
弧
の
長
さ
を
求
め
る
に
は
ど
う

の
し
た
ら
い
い
の
だ
ろ
う
」
と
い
う
問
い
を
も
っ
て

問
把

い
る
。

握

い

見
２

課
題
を
設
定
す
る
。

・
本
時
の
学
び
が
ど
の
よ
う
な
も
の
か
を
見
通
そ
う

通
と
し
て
い
る
。

し 解
３

お
う
ぎ
形
の
面
積
を
求
め
る
。

・
取
り
上
げ
た
い
生
徒
の
考
え

決 の

問
実

４
複
数
の
解
き
方
を
比
較
す
る
。

行

い 直

問
５

求
め
方
の
根
拠
に
つ
い
て
深
め
る
。

し
い 直 し

・
比
例
で
あ
る
こ
と
を
ど
の
よ
う
に
確
か
め
た
ら
よ

い
か
考
え
て
い
る
。

６
本
時
の
ま
と
め
を
す
る
。

・
本
時
の
学
び
を
振
り
返
り
，
ま
と
め
を
考
え
て
い

る
。

振
ま

７
評
価
問
題
に
取
り
組
む
。

・
本
時
の
学
習
内
容
を
活
用
し
て
問
題
を
解
い
て
い

り
と

る
。

返
め

り
８

振
り
返
り
を
す
る
。

・
既
習
事
項
と
の
関
連
や
，
図
を
動
的
に
捉
え
る
こ

と
な
ど
，
本
時
に
働
か
せ
た
見
方
・
考
え
方
に
つ

い
て
振
り
返
り
を
し
て
い
る
。

※
「
主
体
的
な
行
動
力
」
「
批
判
的
な
思
考
力
」
「
多
角
的
な
省
察
力
」
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

・
複
数
の
解
き
方
が
出
た
と
き
，
ど
ん
な
こ

と
を
考
え
れ
ば
よ
い
？

【
問
題
】
次
の
お
う
ぎ
形
の
面
積
を
求
め
な
さ
い
。

お
う
ぎ
形
の
面
積
は
，
ど
の
よ
う
に
求
め
れ

ば
よ
い
か
？

・
本
当
に
比
例
な
の
？

・
そ
れ
は
ど
の
よ
う
に
確
か
め
れ
ば
よ
い
？

・
比
例
と
言
え
る
の
は
な
ぜ
？

・
今
日
の
学
習
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
？

・
ど
う
し
て
そ
う
考
え
た
の
？

①
円
周
に
対
す
る
弧
の
割
合
か
ら
中
心
角
→
面
積

②
円
周
と
弧
の
比
か
ら
中
心
角
→
面
積

③
円
周
に
対
す
る
弧
の
割
合
か
ら
面
積

④
円
周
と
弧
の
比
か
ら
面
積

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
問
い
か
け
を
通
し
て
，
求
め
る
も
の
や
条
件
な
ど
の

○
前
時
と
の
つ
な
が
り
を
把
握
し
，
お
う
ぎ
形
の
面
積

題
意
を
確
認
す
る
。

を
求
め
る
こ
と
，
お
よ
び
弧
の
長
さ
と
半
径
が
与
え

・
適
度
な
困
難
さ
（
中
心
角
が
分
か
ら
な
い
状
態
の
お

ら
れ
て
い
る
問
題
で
あ
る
こ
と
な
ど
，
本
時
の
問
い

う
ぎ
形
）
の
問
題
を
提
示
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
学
習

の
本
質
を
捉
え
て
い
る
。

意
欲
を
高
め
る
。

・
主
体
的
な
学
び
を
促
す
た
め
，
生
徒
の
発
言
を
つ
な

○
自
分
た
ち
で
学
習
課
題
を
設
定
し
た
り
，
本
時
の
学

ぎ
な
が
ら
学
習
課
題
を
設
定
す
る
。

習
の
ゴ
ー
ル
を
つ
か
ん
だ
り
し
て
い
る
。

・
個
人
の
考
え
を
も
て
る
よ
う
，
考
え
る
時
間
を
確
保

○
与
え
ら
れ
た
条
件
か
ら
，
お
う
ぎ
形
の
面
積
の
求
め

す
る
。

方
を
考
え
て
い
る
。

・
生
徒
の
主
体
的
な
学
び
を
実
現
す
る
た
め
に
，
次
に

○
「
共
通
点
は
？
」
「
違
い
は
？
」
「
一
番
よ
い
方
法

何
を
考
え
れ
ば
よ
い
か
問
い
か
け
な
が
ら
，
話
し
合

は
？
」
な
ど
，
生
徒
が
互
い
に
問
い
か
け
合
う
こ
と

い
を
進
め
る
。

で
，
自
分
の
考
え
や
思
い
を
表
現
し
て
い
る
。

○
話
合
い
活
動
を
通
じ
て
，
面
積
・
弧
・
中
心
角
の
関

係
が
比
例
関
係
に
あ
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
る
。

・
生
徒
の
思
考
を
深
め
る
発
問
を
す
る
こ
と
で
，
求
め

方
の
根
拠
と
な
っ
て
い
る
比
例
の
関
係
が
，
本
当
に

成
り
立
つ
の
か
を
問
い
直
す
。

○
表
・
式
・
グ
ラ
フ
の
い
ず
れ
か
を
活
用
し
，
1
/
4
円
と

・
比
例
や
反
比
例
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
で
，
表
や
式
，

1
/
2
円
と
の
つ
な
が
り
か
ら
，
中
心
角
と
弧
，
面
積
が

グ
ラ
フ
な
ど
の
考
察
方
法
を
生
徒
か
ら
引
き
出
す
。

比
例
の
関
係
に
あ
る
こ
と
を
説
明
し
て
い
る
。

・
本
時
の
学
び
の
本
質
を
引
き
出
す
た
め
，
キ
ー
ワ
ー

<
記
述
例
>
お
う
ぎ
形
の
面
積
は
，
中
心
角
・
弧
・
面
積
が
そ
れ
ぞ
れ

ド
を
問
う
。

比
例
で
あ
る
こ
と
を
利
用
し
，
比
の
関
係
や
割
合
を
つ
か

っ
て
求
め
る
と
よ
い
。

・
評
価
問
題
を
解
く
こ
と
に
困
難
を
示
し
て
い
る
生
徒

に
は
，
個
別
に
支
援
す
る
。

・
単
元
で
働
か
せ
た
い
数
学
的
な
見
方
や
考
え
方
と
関

連
付
け
る
こ
と
で
，
振
り
返
り
の
質
を
高
め
る
。

○
自
ら
の
変
容
を
自
覚
し
た
り
，
新
た
な
問
い
を
見
い

出
し
た
り
し
て
い
る
。

お
う
ぎ
形
の
中
心
角
と
面
積
，
弧
の
長
さ
が
そ
れ

ぞ
れ
比
例
関
係
に
あ
る
こ
と
を
利
用
し
，
お
う
ぎ

形
の
面
積
の
求
め
方
を
説
明
し
て
い
る
。

（
ノ
ー
ト
・
評
価
問
題
）

他
の
生
徒
と
の
共
有
や
，
教
師
と
の
対
話
を
促
す
た

め
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
振
り
返
り
を
す
る
。

149

Akita University



－本実践から見えてくること－

問題のシツエーションを考える

共同研究者：佐藤 学

（秋田大学教育文化学部英語・理数教育講座）

１．統合的・発展的に考える

平成 29 年告示中学校学習指導要領の目標に
「統合的・発展的に考察する力」が復活してい

ます。統合的・発展的に考えることを通して，

数学は発展してきました。生徒にも，新たに見

出した概念や性質，解決方法をより広い立場に

も適用しようと発展的に考えることや，解決過

程や解決した結果を振り返りってみてそれらに

共通点を見いだして統合的に捉え直すことは，

生徒にも身に付けてもらいたいものです。

２．山崎実践の実際と考察

扇形の弧の長さや面積は，その中心角の大き

さで決まることから，同じ半径の円の周や面積

の何倍にあたるのかを調べ，扇形の弧の長さや

面積の求め方を理解できるようにすることを指

導します。さらに，山崎先生の実践では，円の

一部としての扇形について，同一の円の弧の長

さと面積がその中心角の大きさに比例すること

を捉え，扇形の弧の長さや面積を求めることに

活用することもねらいました。図形領域と関数

領域の関連を図ることで発展的であり，比例の

見方・考え方を図形の計量でも捉えられること

で統合的であり，興味深い提案です。

実際の授業では，弧の長さが 8π の扇形の求
積した後，比例的考察を期待したのですが，生

徒からは「中心角／ 360 ﾟを求めることは面倒
である」「弧の長さと円周の長さを使うだけで

求められている（以下，気付き p）」の気付き
に留まりました。生徒らが比例的考察をしよう

としなかったのは，なぜでしょう。

表 1を観察すれば，「弧の値を 1.5倍，2倍，4
倍，…… すれば，面積の値も 1.5 倍，2 倍，4
倍，……」と，比例の変化を捉えようとする気
付きが生まれます。しかし，先の局面では，表 1
は提示されてなく，「弧の値が 6π のとき，面積

表 1：授業実践で弧と面積の関係を調べた表

弧 4π 6π 8π 16π

面積 16π 24π 32π 64π

の値が 24π」だけです。比例関係に気付いたと
みなせる気付き p がありましたが，多くの生徒
は気付けていません。6π と 24π の 2 つの数値
を見るだけでは，比例関係に気付くことは容易

でないのです。

表 1 が提示されていれば，読み取りやすい値
の組をきっかけにし，変化の関係を読み取り，

比例関係に気付くのではないでしょうか。また，

値の組も対応付けられることに気付き，比例関

係であることを確信するでしょう。平林（1984）
は問題設定について「問題はシツエーションか

ら生まれてくる」（p.71）と述べていますが，
問題解決に向けた気付きにも当てはまるものと

考えます。解決の糸口となる気付きは，生徒が

問題に対し様々に働きかけていく活動から生ま

れるのです。本実践の場合では，表を横に見た

り，縦に見たり，値の組を変えたり増やしたり

して，何か関係性はないかと働きかけることに

より，気付きが生まれるのです。

気付きが生まれる過程には，個人差がありま

す。気付き p をした生徒は，1，2 つの値の組
だけでもよいかもしれません。一方で，表 1 の
例では難しい生徒もいます。その場合は，自分

で納得するまで，値の組を用意して調べること

です。比例関係を前提としないで調べようとし

ている態度として，認めたいものです。主体的

な問題解決の育成を標榜するなら，関係性を見

つけられた云々よりも，生徒がどのような問い

をもって調べているのか，探究の意識に目を向

けたいものです。

３．本稿のまとめ

○ 比例的考察を主体的に進めるために，生徒

が問題に対し様々に働きかけていく活動から

生まれる気付きと探究の意識が重要である。

＜引用文献＞

平林一栄（1984）．問題解決から問題設定へ．
数学教育論文発表会論文集，17，69-72．
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   －本実践から見えてくること－     

関数的な見方・考え方を働かせて 

図形の性質の理解を広げ深める数学授業 

             共同研究者：加藤 慎一 

（秋田大学教育文化学部・英語・理数教育講座） 

 

 おうぎ形の面積を求めた結果や過程を振り返

って，２つの数量に着目して捉え，それらの関

係を考察することを通して，おうぎ形の面積に

ついての理解を広げ深めることをねらいとした

山崎先生の授業である。 

１ おうぎ形の面積の考察における 

  関数的な見方・考え方の発動 

 生徒がおうぎ形の面積について理解を広げ深

めるためには，単におうぎ形の面積を求めるこ

とに終始するのではなく，おうぎ形の面積を求

めた結果や過程を振り返り，おうぎ形の面積に

ついて新たにわかることがないかを考えること

が必要かつ重要である。 

 本実践では，単におうぎ形の面積を求めるこ

とに終始するのではなく，生徒が面積を求めた

過程に着目し，式をよむ活動がデザインされて

いた。具体的には，図１のように，生徒におけ

る４種類の解決過程を共有しそれらを解明する

活動である。 

 

図１ 

 

 この活動は，面積はどのような数量に依存し

ているか，その関係に着目して考察する契機に

なると考えられる。 

 このように，式をよむ活動をデザインするこ

とは，生徒がおうぎ形の面積について問い直し

をする機会を創り出す契機になり，結果として，

関数的な見方・考え方を働かせておうぎ形の面

積を考察し，おうぎ形の面積についての理解を

広げ深めることに大きくかかわっていた。 

２ 関数的な見方・考え方と数学的な推論 

 関数的な見方・考え方の本質は，「１つのも

の」を「他のもの」と関係づけてみようとする

ことであり，その過程に数学的な推論が果たす

役割は大きい(中島，1981)。 

 本研究授業では，４種類の解決過程を解明し

た後に，生徒Ａが図１の②の式について，「②

の式でおうぎ形の面積を求められることはわか

ったが，そもそも円周と面積の関係がこのよう

な等式で表される意味がわからない」という疑

問を投げかけている。これに対して，生徒Ｂは，

円周はπr(正しくは２πr)の式で，面積はπr2

の式で求められることから，左辺のおうぎ形の

弧の長さと円周を r 倍(正しくは r/2 倍)した結

果が右辺のそれぞれの面積になることを表した

式であると説明している。このとき，生徒Ｂの

説明の一部は正しくないが，生徒Ｂは，本授業

で扱っている特殊なおうぎ形や円を一般化して

捉え，円周と円の面積の関係についていえるこ

とがおうぎ形の弧の長さと面積の関係について

もいえるのではないかと演繹的かつ類比的に推

論していると推察できる。 

 ここで，半径が等しく中心角の大きさが異な

るおうぎ形についても同じことがいえるかどう

か，帰納的に推論する局面を創り出すことによ

って，関数的な見方・考え方を働かせて，おう

ぎ形の弧の長さと面積の関係について追究する

契機になっていたかもしれない。 

 生徒における数学的な推論に焦点をあてて，

他領域の学習内容の理解を広げ深める関数的な

見方・考え方(中島，1981)を働かせて問題を発

見し解決することを通して，事象の本質に迫る

今後の実践に期待したい。 

参考・引用文献 

中島健三(1981)．算数・数学教育と数学的な考え方 

その進展のための考察．株式会社金子書房. 
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令和３年度の実践記録（理科）

－実践記録（第３学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「金星の見え方」－月の見え方を問い直し，金星の見え方を探究する－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 分析・解釈が深まる「問い直し」の工夫

学習集団全体の課題意識を高めるために課題提示を前時の疑問から作り出したり，既習内容

の金星の学習を科学的根拠として課題解決の見通しをもたせたりした。

「問い直し」で根拠を示して科学的に考える機会を設定し，自分の考えを整理したり，説明

したりすることができるように，モデルを使って再実験を行った。また，見方・考え方のカー

ドを活用し，どの視点で「問い直し」をしたのかを可視化できるようにした。

(2) ICTの活用による科学的な視点の提示や転換

タブレットPCを活用し，火星と金星の様子を俯瞰的にな視点で観察し撮影した。実生活では

見ることのできない視点を提示することで，知的好奇心を喚起したり，予想や仮説の妥当性の

検討や他者の意見を批判的に思考したりすることにつなげた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

■教師の発問等 ○：見取った生徒の姿

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 前時に学んだ金星の満ち欠けや大きさ

の変化について確認する。

■「金星と月の見え方には，どのような違 ○「金星は月と同じように満ち欠けをしている」

いがあったでしょうか。」 ○「軌道が内側と外側では違いがあるのだろう

問 か」

い

２ 問題を発見し，課題を設定する。

■「金星は地球の内側を本当に公転してい ○「火星でも満ち欠けをしている」

るのでしょうか。」

公転軌道が内側であることだけでは金星の

見え方の全てを証明できないことを理解でき

るように，火星でも満ち欠けが起こることで，

本当に内惑星であるのかを問いかける。
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３ 仮説を立てる。 ○「金星と火星は満ち欠けの大きさに違いがあ

問 ■「公転軌道の違いが，金星と火星の見え る」

い 方の違いに関係がありそうですか？」 ○「内惑星にすると，観察できる時間帯が限ら

直 れていることを説明できそうだ」

し ○「明け方や夕方にしか見えない理由は，太陽

・地球・金星の位置関係を調べると分かりそ

うだ」

４ モデルを使った実験を計画する。 ○「地球よりも外側を公転しているとすると，

■「金星と火星の見え方の違いを,モデル 真夜中に見えてしまう」

を使って説明できるでしょうか。」 ○「地球よりも内側を公転しているとすると，

見えない時期が２回あるのではないか」

５ モデル実験を行い，班で考察する。 ◎金星の見え方の変化について，太陽・地球・

金星の位置関係に着目しながら，金星のモデ

ルを用いて，仮説を検証するための実験を立

案し，根拠を基に証明している。

６ 他の班の意見を聞き，自分たちの考察 ○「カメラで撮影した画像を根拠としてプレゼ

を検討し改善する。 ン資料をつくると，説明がうまくできそうだ」

７ 金星の見え方についてまとめる。

振

り

返 ８ 振り返りを行う。 ○「見え方と見える時間を手掛かりにして，公

り 返 転軌道を説明することができた。」

○「内惑星と外惑星について理解が深まった。」

時間の情報が必要であることに気付くこと

ができるように，火星の満ち欠けの画像を提

示する。

時間の情報に留意したミエルトークができ

るように，大型モニターに話し合いの視点を

提示する。

各班で，太陽・地球・金星のモデルを必要

な分だけ使うことができるように準備する。

全体発表ではミラーリングを使用し，拡大

提示して発表することができるようにする。

153

Akita University



≪生徒の振り返りから≫

・マーケティングディスカッションを行ったので，ほかの班の実験結果を参考にして自分たちの

理論を証明することができてよかった。

・惑星の軌道をタブレットのカメラを使って外側から見ると分かりやすかった。他の班の人にも

説明がしやすかった。

・昔の科学者は，少ない実験道具で宇宙の謎を解き明かしていたのはすごいと思った。太陽系の

惑星についてもっと調べてみたい。

４ 省察

（１） マーケティングディスカッションを行うことで，自分たちの班だけではない他の班の意

見を取り入れて考察を深めることができた。自分たちにはなかった視点を得ることで，新

たな気づきが生まれ結論に近づくことができた。また，多くの班で発表しあうことで，考

えたことを適切に表現する機会が増え，自分が何を考えていたかが自覚され，いっそう思

考を深めることにつなげることができた。

本授業は，学びのプロセスを活性化するために，問い直しの場面を主とする授業である。

金星の学習のあと，火星のデータを得ることで本当に金星は内惑星なのかという問い直し

が生まれた。問い直しに対して生徒自ら再度仮説を立て実験を行い，協働的な学習の中で

思考を深めることができた。

仮説立案を個人で考えることで個別最適な学びにつなげ，マーケティングディスカッシ

ョンを行うことで協働的な学びにし，再度班の中で考察を行うことで個別最適な学びに還

元することができた。今後，他の単元の中でも個別最適な学びと協働的な学びを一体的に

充実させ，主体的・対話的で深い学びの実現に向けて授業改善を行っていきたい。

（２） ＩＣＴを活用することで，実体験を通して学ぶ中で結果を繰り返し確認したり，説得力

のある発表をしたりすることができた。発表や話し合いの場面で，他者に説明することで

自分の考えを整理し，様々な考えに触れることで思考を再構築することができた。ＩＣＴ

を活用した発表を行うことで，説明する力を伸ばし，より達成感を得ながら学びを進める

ことができた。全体での発表場面でも、大型モニターにミラーリングすることで，記録し

た写真や動画を見せながら発表していた。パワーポイントで作成した発表資料を使うこと

で，普段説明に苦手意識をもっている生徒でも取り組みやすくなるという利点を感じてい

る。何度でも試せる，繰り返せる，やり直しが利くという点は，ＩＣＴを用いた学習の特

徴であり学びの質を高める手段として非常に有効であった。

生徒たちの将来が今以上のデジタル化社会であり，人と自然の関わり合いがさらに重要

になってくる。理科という教科の中でＩＣＴを活用することで何が変わっていくのかを考

え続け今後も積極的に使用していきたい。
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令和３年度の実践記録（理科）

－実践記録（第２学年）－

１ 単元名（題材名・主題名）

「電流の正体」 －陰極線の性質について、ＩＣＴ機器を活用して分析・解釈し、

電流の正体に迫れるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 分析・解釈が深まる問い直しの工夫

課題解決にあたり、曖昧な点を補うための追加実験や班同士のマーケティングディスカッ

ションを行うことで、根拠の妥当性を高められるようにした。

(2) ＩＣＴの活用による科学的な視点の提示や転換

ＩＣＴ機器を用いて実験を静止画や動画で記録することで、試行の繰り返しを可能にし、

結果の分析・解釈に活用した。また、班ごとに分析・解釈した資料をデジタル化すること

により、思考の可視化や瞬時の共有化をスムーズにできるようにした。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 前時までの確認をする。 ○理論仮説と補助仮説、作業仮説を確認し、本

問い：『電流の正体は何か？』 時の見通しをもっていた。

「電流の正体についてどのような仮説を立 ○作成中の資料を活用して、班としての方向性

仮 てましたか？理論仮説と補助仮説、作業 を確認していた。

説 仮説を確認しましょう」

の ■班内で確認させることで、個人でも課題

設 解決の見通しをもてるようにした。

定 「２班と４班から仮説を発表してもらいま

・ す」

確 ■陽子説(２班)と電子説(４班)の両方の考 ○それぞれの班の考え方の違いを解釈すると共

認 えが見える指名をした。 に，自分たちの班との比較をしていた。

２ 学習課題を確認する。

○本時のゴールをイメージしながら，活動の見

「今日の課題はこれです。」 通しをもっていた。

「今日の流れを確認します。」 ○理論仮説を立証するために，どんなデータが

必要なのかを具体的に考えていた。

学習課題と本時の流れを確認した。

根拠をもとに電流の正体を明らかにする。
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３ 班ごとにデータを整理し，必要に応じ ○作業仮説をもとに，必要な追加実験を行った

て追加実験を行う。 り，結果を分析・解釈したりしていた。

結 「仮説を証明するために必要な情報はすべ

果 て集まりましたか？」

の ■根拠をもとに説明するための材料が揃っ ○タブレットで撮影した静止画や動画を活用し

処 ているのかを再確認させた。 て，わかりやすい資料づくりに努めていた。

理

４ マーケティングディスカッションで

情報交換する。

考 ５ 班で情報共有し，結論をまとめる。

察 「それでは情報交換に入りましょう。」

・

推 ■横並びの３班で情報交換をすることによ ◎実験結果を根拠として，電流の正体について

論 り，短時間で他の見解に触れると共に， 論理的に説明していた。

自分たちの分析・解釈を表現する機会と

した。

表

現

・

伝 ６ 電流の正体について，まとめる。

達

７ 振り返りを行う。

「１班と３班に最終結論を発表してもらい

ます。」

■仮説通りの結論になった１班と検証実験 ○ICT機器を活用して，自分たちの分析・解釈

を行いながら仮説を修正して結論にたど を分かりやすく伝えるように工夫していた。

りついた３班を指名することで，それぞ ○自分たちの分析・解釈と比較しながら，共通

れの分析・解釈の深まりを比較できるよ 点や相違点を見いだし，電流の正体を明らか

うにした。 にするためのデータの活用や考察の妥当性を

振り返っていた。

「なぜ，－の電気をもつ粒子と言えるので

すか？」

情報交換しやすいように，資料作りの段階か

ら発表への見通しをもてるようにした。

・横並びの３班で情報交換する。

・１人ずつ派遣し，情報を得る。

・情報を班に持ち帰り，報告する。

・得た情報を踏まえて最終結論を出す。

以上の指示を出した。

全体発表を行い，自分たちの分析・解釈した

内容と他の班の内容を比較し，検討すること

で，自分たちの検証方法や考察の妥当性を振

り返り，理科の見方・考え方が深まるように

した。

158

Akita University



「電流の正体は，光ではないのですか？」

■この問い直しをすることで，改めて実験 ○自分の分析・解釈が十分なものであったかを

結果を振り返り，個々の分析・解釈が深 振り返り，さらに妥当性を高めるための視点

められるようにした。 に気付く生徒が多く見られた。

≪生徒の振り返りから≫

・目には見えない電流の正体を，クルックス管を使うことによって見ることができた。理論仮説

を考えたり，作業仮説を考えたりするのに苦労したが，班で協力して進めることができた。

・最後の「電流の正体は光ではないのか？」は難しかった。でも，羽根車が動くことから光とは

違って質量をもつ粒子であるというのは，なるほどと思った。

４ 授業の省察

(1) マーケティングディスカッションを通じて情報交換を行い，班ごとの分析・解釈の違いに触

れることにより，新たな視点に気付くと共に，確かな根拠に基づいて結論を導こうとする姿が

見られた。既習事項をもとに理論仮説を立て，その理論を実証するための作業仮説を考え，検

証実験を行い，その結果を分析・解釈して結論を導く活動は，古の科学者の思考過程を追体験

するものであり，まさしく理科の「見方・考え方」をはたらかせながら，根拠をもとに論理的

に説明する力を培うことにつながったと考える。今後の課題としては，中学校で学習する理科

の中でどの単元や題材がこのような追体験をさせるのにふさわしいものかを洗い出し，どう展

開すれば生徒たちに十分な力をつけることができるかを検討することである。

(2) 今回の学習では，小単元を通して，ＩＣＴ機器をフルに活用することを意識した。Ｚｏｏｍ

を用いてデジタルミエルトークを行ったり，実験を静止画や動画で記録することで、試行の繰

り返しを可能にし、結果の分析・解釈に活用したりした。また、班ごとに分析・解釈した資料

をデジタル化してＴｅａｍｓにあげることにより、思考の可視化や瞬時の共有化をスムーズに

できるようにした。これによって生徒たちは，タブレットをはじめとするＩＣＴ機器を活用す

る意義を実感し，指示がなくても必要に応じてこれらの機器を活用していこうとする意欲が高

まった。一方で，活用能力には個人差があり，班で活動する場合にはどうしても得意な生徒が

作業を進めてしまう傾向にある。今後を見据えたとき，得意，不得意に関わらず，当たり前の

ようにＩＣＴ機器を使う時代になっていくことを考えれば，すべての生徒にそれらを活用でき

る力をつけておく必要がある。他教科とも連携を図りながら，生徒たちに何ができて何が未経

験なのかを把握し，活用体験の機会を増やすと共に，理科においては自分で必要感をもって，

必要なときにＩＣＴ機器を使う習慣を身に付けさせたい。
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理
科
学
習
指
導
計
画

学
級

２
年
Ａ
組

３
６
名

授
業

者
池
田

央

共
同
研
究
者

林
信
太
郎

原
田

勇
希

Ⅰ
単
元
名
と
指
導
の
ポ
イ
ン
ト

「
電
流
の
正
体
」

－
陰
極
線
の
性
質
に
つ
い
て
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
活
用
し
て
分
析
・
解
釈
し
，
電
流
の
正
体
に
迫
れ
る
か
－

Ⅱ
単
元
に
つ
い
て

本
単
元
で
は
，
電
流
回
路
な
ど
の
実
験
を
通
し
て
，
電
流
や
電
圧
の
概
念
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
，
ま
た
，
電
流
の

磁
気
作
用
，
静
電
気
や
陰
極
線
に
関
す
る
実
験
を
通
し
て
，
電
流
と
磁
界
の
相
互
作
用
，
静
電
気
の
基
本
的
な
性
質
，

電
流
の
正
体
に
つ
い
て
初
歩
的
な
理
解
を
さ
せ
る
こ
と
が
主
な
ね
ら
い
で
あ
る
。
電
流
や
電
圧
，
電
力
の
概
念
を
量

的
視
点
で
捉
え
た
り
，
目
に
見
え
に
く
い
電
流
や
磁
界
を
図
や
モ
デ
ル
を
も
と
に
空
間
的
視
点
で
捉
え
た
り
す
る
こ

と
で
，
そ
の
関
係
性
を
科
学
的
に
分
析
す
る
能
力
を
養
っ
て
い
く
。

既
習
事
項
と
し
て
，
小
学
校
で
は
第
３
学
年
で
「
磁
石
の
性
質
」
，
「
電
気
の
通
り
道
」
，
第
４
学
年
で
「
電
流

の
働
き
」
，
第
５
学
年
で
「
電
流
が
つ
く
る
磁
力
」
，
第
６
学
年
で
「
電
気
の
利
用
」
な
ど
に
つ
い
て
学
習
し
て
い

る
。
中
学
校
で
は
，
電
流
の
正
体
，
電
流
の
性
質
，
電
流
と
磁
界
に
つ
い
て
日
常
生
活
や
社
会
と
関
連
付
け
な
が
ら

学
ぶ
。
そ
し
て
，
規
則
性
や
関
係
性
を
見
い
だ
す
な
ど
の
分
析
・
解
釈
す
る
活
動
を
通
し
て
，
放
射
線
の
利
用
な
ど

に
つ
い
て
考
え
て
い
く
こ
と
に
つ
な
が
っ
て
い
く
単
元
で
あ
る
。

Ⅲ
生
徒
観
と
指
導
観
に
つ
い
て

生
徒
た
ち
の
科
学
的
な
視
点
や
方
法
は
，
結
果
や
資
料
を
分
析
・
解
釈
し
，
特
徴
や
規
則
性
を
見
い
だ
し
て
表
現

す
る
こ
と
や
，
探
究
の
過
程
を
振
り
返
る
こ
と
を
日
々
の
授
業
の
中
で
繰
り
返
し
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
，
十
分
に

身
に
付
い
て
き
て
い
る
。
観
察
，
実
験
で
は
，
電
流
の
性
質
を
質
的
視
点
か
ら
量
的
視
点
に
切
り
換
え
て
分
析
・
解

釈
す
る
こ
と
に
よ
り
，
規
則
性
・
法
則
性
に
気
付
け
る
よ
う
に
す
る
。
ク
ル
ッ
ク
ス
管
を
用
い
た
陰
極
線
の
実
験
は
，

誘
導
コ
イ
ル
を
使
っ
て
高
電
圧
下
で
行
う
こ
と
，
観
察
中
に
Ｘ
線
が
放
射
さ
れ
る
こ
と
な
ど
か
ら
，
安
全
へ
の
配
慮

が
重
要
と
な
る
。
し
た
が
っ
て
，
直
接
観
察
す
る
機
会
を
最
低
限
に
と
ど
め
，
そ
の
分
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
使
っ
て
実

験
の
様
子
を
記
録
す
る
こ
と
に
よ
り
試
行
の
繰
り
返
し
を
可
能
に
す
る
。

本
校
の
生
徒
は
，
知
識
に
比
重
を
置
き
が
ち
で
あ
り
，
本
質
的
な
部
分
を
根
拠
を
基
に
説
明
す
る
力
が
十
分
と
は

言
え
な
い
。
電
流
に
関
す
る
様
々
な
概
念
や
法
則
は
，
電
流
の
向
き
が
＋
か
ら
－
に
向
か
っ
て
流
れ
る
こ
と
を
前
提

と
し
て
考
え
ら
れ
て
お
り
，
電
流
の
正
体
で
あ
る
電
子
の
移
動
の
概
念
と
は
逆
に
な
っ
て
い
る
た
め
，
明
確
に
区
別

し
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。
し
た
が
っ
て
，
こ
こ
で
は
科
学
者
の
思
考
過
程
を
追
体
験
す
る
学
習
活
動
を
通
し
て
，

陰
極
線
の
性
質
か
ら
電
流
の
正
体
を
問
い
直
し
，
こ
れ
ま
で
の
概
念
を
覆
す
結
果
か
ら
，
根
拠
を
も
と
に
論
理
的
に

正
し
い
結
論
を
導
い
て
説
明
す
る
力
を
培
い
た
い
。

Ⅳ
研
究
の
具
体
的
な
実
践
事
項

学
び
の
プ
ロ
セ
ス
を
活
性
化
し
，
批
判
的
な
思
考
力
を
磨
く
た
め
の
「
問
い
直
し
」
を
工
夫
す
る
。
具
体
的
に
は
，

曖
昧
な
点
を
補
う
た
め
の
追
加
実
験
や
班
同
士
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
（
学
習
者
が
学
習
し
た
内

容
を
他
の
学
習
者
に
教
え
た
り
聞
い
た
り
す
る
情
報
交
換
の
手
法
）
を
行
い
，
根
拠
の
妥
当
性
を
高
め
て
い
く
。
さ

ら
に
，
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
を
用
い
て
実
験
を
静
止
画
や
動
画
で
記
録
す
る
こ
と
で
，
試
行
の
繰
り
返
し
を
可
能
に
し
，
結

果
の
分
析
・
解
釈
に
活
用
す
る
。
班
ご
と
に
分
析
・
解
釈
し
た
資
料
を
デ
ジ
タ
ル
化
す
る
こ
と
に
よ
り
，
思
考
の
可

視
化
や
瞬
時
の
共
有
化
を
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
す
る
。

Ⅴ
目
標

(
1
)
日
常
生
活
や
社
会
と
関
連
付
け
な
が
ら
，
電
流
，
磁
界
に
関
す
る
事
物
・
現
象
の
規
則
性
や
原
理
を
理
解
す

る
と
と
も
に
，
そ
れ
ら
の
観
察
，
実
験
な
ど
に
関
す
る
基
本
的
な
技
能
を
身
に
付
け
る
。

(
2
)
電
流
，
磁
界
に
関
す
る
事
物
・
現
象
に
つ
い
て
，
経
験
か
ら
課
題
を
見
い
だ
し
，
見
通
し
を
も
っ
て
観
察
，

実
験
な
ど
を
行
い
，
そ
の
規
則
性
や
関
係
性
を
明
ら
か
に
し
，
科
学
的
な
根
拠
に
基
づ
い
て
表
現
す
る
。

(
3
)
電
流
，
磁
界
に
関
す
る
事
物
・
現
象
に
進
ん
で
関
わ
り
，
自
ら
進
ん
で
科
学
的
に
探
究
す
る
と
と
も
に
，
日

常
生
活
と
関
連
付
け
て
考
察
し
よ
う
と
す
る
態
度
を
身
に
付
け
る
。

Ⅵ
全
体
計
画
（
総
時
数
3
3
時
間
）

１
静
電
気
と
放
電
・
・
・
・
（
７
時
間
）

時
数

ね
ら
い
・
学
習
活
動
等

評
価
の
観
点

評
価
方
法
と
指
導
の
留
意
点
等

知
思

態

・
電
気
(
電
流
)
に
つ
い
て
，
既
習
事
項
○

・
電
気
(
電
流
)
の
学
習
に
興
味
・
関
心
を
も
ち
，

１
を
確
認
し
，
疑
問
を
見
い
だ
す
。

自
ら
進
ん
で
疑
問
を
見
い
だ
し
て
い
る
か
を
見

取
り
，
共
有
す
る
。
(
記
述
分
析
・
行
動
観
察
)

・
静
電
気
の
性
質
を
調
べ
，
引
き
合
っ

○
・
静
電
気
の
性
質
を
調
べ
る
実
験
を
行
い
，
現
象

た
り
，
は
な
れ
合
っ
た
り
す
る
理
由

が
起
こ
る
理
由
に
つ
い
て
，
考
え
を
見
取
り
，

を
考
え
，
そ
の
考
え
を
ま
と
め
る
。

論
理
的
な
考
え
方
を
称
賛
し
，
共
有
す
る
。

２
（
発
言
分
析
・
記
述
分
析
）

・
デ
ジ
タ
ル
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
を
行
い
，

○
・
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
活
用
し
て
，
互
い
の
考
え
を
可

静
電
気
の
し
く
み
に
つ
い
て
論
理
的

視
化
し
て
い
る
か
を
見
取
り
，
優
れ
た
分
析
・

に
考
え
，
分
析
・
解
釈
す
る
。

解
釈
を
紹
介
す
る
。

（
行
動
観
察
）

・
静
電
気
の
性
質
を
も
と
に
，
電
流
の

○
・
既
習
事
項
を
ふ
ま
え
た
電
流
の
正
体
に
つ
い
て

正
体
に
つ
い
て
仮
説
を
立
て
る
。

の
仮
説
を
見
取
り
，
そ
の
根
拠
な
ど
を
共
有
す

る
。

(
発
言
分
析
・
記
述
分
析
)

２
・
作
業
仮
説
を
も
と
に
，
ク
ル
ッ
ク
ス
○

・
実
験
器
具
を
正
し
く
使
い
，
必
要
な
デ
ー
タ
を

管
を
用
い
て
検
証
実
験
を
行
う
。

取
得
し
て
い
る
か
を
見
取
り
，
妥
当
性
の
高
い

方
法
を
紹
介
す
る
。

（
行
動
観
察
）

・
根
拠
を
も
と
に
，
電
流
の
正
体
を
説

○
・
陰
極
線
の
性
質
か
ら
，
電
流
の
正
体
が
質
量
と

本
時

明
す
る
。

－
の
電
気
を
も
っ
た
粒
子
の
移
動
で
あ
る
こ
と

5
/
7

を
説
明
で
き
る
か
を
見
取
り
，
優
れ
た
分
析
や

解
釈
を
紹
介
す
る
。
(
発
言
分
析
・
記
述
分
析
)

・
導
線
の
中
を
流
れ
る
電
流
と
電
流
の
○

・
導
線
の
中
を
流
れ
る
電
流
も
電
子
の
移
動
に
よ

１
向
き
に
つ
い
て
，
図
を
用
い
て
説
明

る
こ
と
を
図
を
用
い
て
説
明
し
て
い
る
か
を
見

す
る
。

取
り
，
必
要
に
応
じ
て
補
充
す
る
。

(
発
言
分
析
・
記
述
分
析
)

・
放
射
線
の
存
在
を
知
り
，
そ
の
性
質

○
・
放
射
線
の
性
質
と
利
用
に
つ
い
て
，
有
用
性
と

１
と
利
用
に
つ
い
て
ま
と
め
る
。

人
体
へ
の
影
響
に
つ
い
て
ま
と
め
て
い
る
か
を

見
取
り
，
必
要
に
応
じ
て
具
体
例
を
示
す
。

（
記
述
分
析
）

２
電
流
の
性
質
・
・
・
・
・
（
1
4
時
間
）

３
電
流
と
磁
界
・
・
・
・
・
（
1
2
時
間
）
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Ⅶ
本
時
の
計
画

１
ね
ら
い

根
拠
を
も
と
に
，
電
流
の
正
体
が
質
量
と
－
の
電
気
を
も
っ
た
粒
子
で
あ
る
こ
と
を
論
理
的
に
説
明
で
き
る
。

２
展

開

過
程

学
習
活
動
・
主
な
発
問
等

想
定
さ
れ
る
生
徒
の
学
習
状
況

１
前
時
ま
で
の
確
認
を
す
る
。

・
仮
説
に
至
っ
た
経
緯
に
つ
い
て
確
認
し
て
い
る
。

問
い
：
「
電
流
の
正
体
は
何
か
？
」

・
「
静
電
気
は
異
な
る
物
質
で
で
き
た
物
体
ど
う
し

を
こ
す
り
合
わ
せ
る
こ
と
で
電
子
が
移
動
し
て
帯

仮
電
す
る
現
象
だ
っ
た
」

説
・
「
静
電
気
が
起
き
る
現
象
と
電
流
の
正
体
に
は
ど

問
の
仮
説
：
電
流
の
正
体
は
電
気
を
も
っ
た
粒
子
の

の
よ
う
な
関
係
が
あ
る
だ
ろ
う
」

設
移
動
で
あ
る
。

・
「
電
気
を
も
っ
た
粒
が
移
動
し
て
い
る
の
で
は
」

定
質
量
を
も
っ
た
粒
子
で
あ
る
。

い
・

－
の
電
気
を
も
っ
た
粒
子
で
あ
る
。

確
２

学
習
課
題
を
確
認
す
る
。

・
「
理
論
仮
説
を
ど
う
証
明
し
よ
う
か
」

認
・
「
作
業
仮
説
は
ど
う
な
る
の
だ
ろ
う
」

・
「
電
流
の
正
体
と
電
子
を
ど
う
結
び
つ
け
る
か
」

３
班
ご
と
に
デ
ー
タ
を
整
理
し
，
必
要
に
応

・
４
種
類
の
ク
ル
ッ
ク
ス
管
を
用
い
た
検
証
実
験
の

じ
て
追
加
実
験
を
行
う
。

デ
ー
タ
を
整
理
し
て
い
る
。

Ａ
：
陰
極
線
が
直
線
で
見
え
る
も
の

結
Ｂ
：
十
字
板
の
つ
い
た
も
の

果
Ｃ
：
羽
根
車
の
つ
い
た
も
の

問
の

Ｄ
：
上
下
に
電
極
の
つ
い
た
も
の

処

い
理

４
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

・
班
ご
と
に
，
仮
説
→
検
証
→
結
果
→
結
論
の
プ
ロ

情
報
交
換
す
る
。

セ
ス
に
沿
っ
て
説
明
し
て
い
る
。

直
・
「
自
分
た
ち
と
は
違
う
考
え
方
も
あ
る
な
」

考
・
「
自
分
た
ち
と
同
じ
分
析
・
解
釈
だ
」

し
察 ・

５
班
で
情
報
共
有
し
，
結
論
を
ま
と
め
る
。

・
「
ど
の
班
の
解
釈
を
加
え
る
と
，
も
っ
と
分
か
り

推
や
す
く
説
明
で
き
る
だ
ろ
う
」

論

６
電
流
の
正
体
に
つ
い
て
，
ま
と
め
る
。

・
「
電
流
の
正
体
は
，
や
は
り
電
子
の
移
動
だ
」

振
表

・
「
電
子
は
－
か
ら
＋
に
向
か
っ
て
移
動
す
る
」

り
現

・
「
電
流
の
向
き
は
ど
う
し
て
逆
に
な
っ
た
の
だ
ろ

返
・

う
」

り
伝

７
振
り
返
り
を
行
う
。

・
「
ど
の
結
果
を
使
え
ば
説
明
で
き
る
か
な
」

達
・
「
ま
だ
論
理
的
に
説
明
で
き
な
い
こ
と
も
あ
る
」

※
｢
主
体
的
な
行
動
力
｣
｢
批
判
的
な
思
考
力
｣
｢
多
角
的
な
省
察
力
｣
の
育
成
に
つ
な
が
る
事
項
は
ゴ
シ
ッ
ク
太
字
で
示
し
て
い
ま
す
。

根
拠
を
も
と
に
電
流
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
。

・
電
流
の
正
体
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
仮
説
を
立

て
ま
し
た
か
？

・
仮
説
を
証
明
す
る
た
め
に
必
要
な
情
報
は
す
べ

て
集
ま
り
ま
し
た
か
？

・
な
ぜ
－
の
電
気
を
も
つ
と
言
え
る
の
で
す
か
？

・
な
ぜ
質
量
を
も
つ
と
言
え
る
の
で
す
か
？

・
電
流
の
正
体
に
つ
い
て
キ
ー
ワ
ー
ド
を
使
っ
て

説
明
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

＝
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
活
用
目
的

＝
１
の
「
ね
ら
い
」
を
十
分
に
達
成
し
て
い
る
姿

指
導
の
目
的
と
手
立
て

見
取
り
た
い
生
徒
の
姿

・
電
流
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
方
法
を
イ
メ

○
仮
説
に
至
っ
た
経
緯
を
確
認
し
，
本
時
の
見
通
し
を

ー
ジ
で
き
る
よ
う
に
，
静
電
気
の
し
く
み
，
放
電
の

も
っ
て
い
る
。

よ
う
す
を
想
起
さ
せ
る
と
共
に
，
前
時
に
立
て
た
仮

説
を
可
視
化
す
る
。

・
理
論
仮
説
を
証
明
す
る
た
め
に
確
か
め
た
い
こ
と
が

○
理
論
仮
説
を
立
証
す
る
た
め
に
，
ど
ん
な
デ
ー
タ
が

作
業
仮
説
で
あ
る
こ
と
を
確
認
す
る
。

必
要
な
の
か
を
具
体
的
に
考
え
て
い
る
。

・
質
量
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
，
物
体
を
動
か
す
力
が
あ
る
は

ず
だ
。

・
－
の
電
気
を
も
っ
て
い
る
な
ら
ば
，
＋
に
引
き
寄
せ
ら
れ
る

は
ず
だ
。

・
仮
説
の
検
証
に
役
立
ち
そ
う
な
４
種
類
の
ク
ル
ッ
ク

○
作
業
仮
説
を
も
と
に
，
必
要
な
実
験
を
行
い
，
結
果

ス
管
を
用
意
し
，
そ
の
特
徴
を
お
さ
え
る
。

を
分
析
・
解
釈
し
て
い
る
。

・
Ｂ
：
陰
極
線
が
－
か
ら
出
て
い
る
。

・
誘
導
コ
イ
ル
や
ク
ル
ッ
ク
ス
管
の
使
用
は
高
電
圧
が

・
Ｃ
：
質
量
を
も
っ
た
も
の
が
－
か
ら
＋
に
向
か
っ
て
移
動
し

か
か
り
，
か
つ
Ｘ
線
を
放
出
す
る
な
ど
，
危
険
を
伴

て
い
る
。

う
の
で
，
安
全
指
導
を
確
実
に
行
う
。

・
Ｄ
：
陰
極
線
は
－
の
電
気
を
も
っ
て
い
る
。

・
情
報
交
換
し
や
す
い
よ
う
に
，
資
料
作
り
の
段
階
か

ら
発
表
へ
の
見
通
し
を
も
て
る
よ
う
に
し
て
お
く
。

・
Ｂ
や
Ｃ
よ
り
，
－
か
ら
＋
に
向
か
っ
て
移
動
し
て
い
る
。

・
Ｄ
よ
り
，
－
の
電
気
を
も
っ
て
い
る
。

・
以
上
の
こ
と
か
ら
，
電
流
の
正
体
は
電
子
の
移
動
で
あ
る
。

○
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
得
ら
れ
た

情
報
を
班
で
活
用
し
て
い
る
。

・
Ａ
班
の
考
え
を
取
り
入
れ
よ
う
。

・
全
体
発
表
を
行
い
，
自
分
た
ち
の
分
析
・
解
釈
し
た

○
電
流
の
正
体
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
の
活

内
容
と
他
の
班
の
内
容
を
比
較
し
，
検
討
す
る
こ
と

用
や
考
察
の
妥
当
性
を
振
り
返
る
と
共
に
，
次
の
時

で
，
自
分
た
ち
の
検
証
方
法
や
考
察
の
妥
当
性
を
振

間
の
課
題
に
つ
い
て
，
解
決
し
た
い
こ
と
を
明
確
に

り
返
り
，
理
科
の
見
方
・
考
え
方
が
深
ま
る
よ
う
に

も
っ
て
い
る
。

す
る
。

・
根
拠
を
も
と
に
，
電
流
の
正
体
に
つ
い
て
結
論
付
け
る
こ
と

・
一
人
一
人
の
本
時
の
成
果
を
確
認
す
る
た
め
に
個
に

が
で
き
た
。

返
す
発
問
を
す
る
。

・
導
線
を
流
れ
る
電
流
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

陰
極
線
の
性
質
を
調
べ
る
実
験
結
果
を
根
拠
と
し

て
，
電
流
の
正
体
に
つ
い
て
論
理
的
に
説
明
し
て
い

る
。

（
発
言
分
析
・
記
述
分
析
）

情
報
交
換
用
の
資
料
に

・
ミ
エ
ル
ト
ー
ク
の
デ
ー
タ
（
思
考
の
可
視
化
）

・
実
験
の
記
録
（
試
行
の
繰
り
返
し
）

を
加
え
て
，
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
よ
る
瞬
時
の
共
有
化
を
す
る

よ
う
に
指
示
す
る
。
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   －本実践から見えてくること－     

理科の授業で獲得できる重要な要素

ー科学者体験とICT機器活用の未来形

の提示 

             共同研究者： 林 信太郎 

（秋田大学大学院教育学研究科教職実践専攻） 

 

 

1 19 世紀の科学者の追体験 

 本授業の中の探索プロセスは，19 世紀の物

理学者がおこなったそれとたいへんよく似て

いる。この授業の前の生徒の知識のレベルは，

電子というものが存在していることは「教科

書の図で見たことがある」程度の状態である。

このような曖昧な状況の中で作業仮説を立

て，探究していくことは実際に物理学者がた

どった道と非常に似通っている。 

 授業の中で生徒の中からは，さまざまな理

論仮説がでてきた。「電流は電子の流れ」説や

「電流の正体は電子と陽子の集まり」説など，

電子や電流についての知識がない分，さまざ

まな理論仮説（19 世紀レベル）が登場した。

これを実験で検証をし，グループで議論しな

がら結論にせまっていく。これには二つの意

味があるだろう。一つは生徒の体験が「真正の

科学体験」を伴うこと，二つ目として，その過

程で論理的に思考力が身に付くことである。 

 

2 どのような指導がそれを可能にしたのか? 

では，このような真正の科学的体験はどのよ

うにして可能になったのであろうか？授業者

の池田教諭は，仮説とその検証法について，授

業冒頭で確認し，授業の間にも頻繁に確認を

行なっていた。各グループは自分達の立てた

仮説に基づき，実験を考え，実験を実施する。

この時，放射線や高電圧など安全への配慮か

ら実験者は池田教諭である。したがって，生徒

は実験前にどのような実験を行って欲しいの

か池田教諭に説明する必要がある。この場面

で，池田教諭からは鋭い問い直しがある。どう

してその実験をするのか，仮説に立ち戻って

説明させるのである。したがって，「とりあえ

ず実験をして，なんとなく発見したものから

結論を書いてみよう」という態度をとること

は不可能である。実験前に，論理的に思考をせ

ざるを得ない，授業デザインとなっているの

である。 

 もし，このような指導がない場合は，「とり

あえず実験をする」ことになり，理論的に考え

る力は獲得できないだろう。 

 このように，根拠をもって語ることや理論

的に語ることは，理科の学習で得られる重要

な資質能力だが，生徒が社会に出てから必ず

必要となる能力でもある。 

 

3 ICT 機器の活用 

 ICT 機器を日常的に業務に活用できる力は，

新型コロナウィルスのパンデミック後の社会

では必須であり，それなしには仕事をするこ

とすらできなくなるだろう。 

 本実践の優れた点は日常的なツールとして

ICT 機器を使用していた点である。対面の授業

の中にあえて ICT 機器を使用していることが，

今後他の学校で ICT 機器の活用を進めていく

ために参考になる点だろう。授業では，ZOOM な

どの通信ソフトを結果の共有に用いていた

し，共同でファイルを書き込みが可能なパワ

ーポイントをグループワークの中心としてい

た。思考の場面で，さりげなくネット検索をす

る生徒もいた。 

 対面授業の中に ICT 機器をとりいれるハイ

ブリッドな授業の効果は，次の 3 点で重要だ

ろう。1）ICT 機器が新しい思考の可視化ツー

ルとして機能すること，2）議論のためのツー

ルとしても可能性があること，3）日常的に ICT

機器を活用するスキルが身につく。なお，この

中の 1），2）については，授業の参観者には

見えにくかったと思う。どのようにして，参加

者に ICT 機器の効果を見えるかたちにするか

が今後の公開授業の見せ方の課題だろう。 
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−本実践から見えてくること− 

 

 

共同研究者：原田 勇希 

（秋田大学教育文化学部・英語・理数教育講座） 

 

１ はじめに 

 学習指導要領では，育成すべき 3 つの資質・能

力の整理とともに，授業改善の視点として「主体

的・対話的で深い学び」の実現を目指すこととさ

れた。とりわけ「深い学び」の鍵となるのが，各

教科の特質に応じた「見方・考え方」である。 

 

２ 理科における「深い学び」と「見方・考え方」 

 まず「主体的・対話的で深い学び」や「見方・

考え方」がどのような学びやその過程を指すかに

ついて，概念的枠組みから考えてみたい。 

 「主体的・対話的で深い学び」は “proactive, 

interactive and authentic learning” と訳されてい

ることから，「深い学び」は“authenticity（真正性）”

を志向する学習であることが窺える。「真正性」は，

学習内容や学習過程と現実社会に存在する本物

の文脈との近似性を指す概念であり，国内だけで

なく例えば OECD Education 2030 でも重要視さ

れる概念である。理科における本物の文脈は，①

実際に科学者が行う探究的活動と，②科学的リテ

ラシーを備えた市民が実際に行う思考活動の大

きく 2 つに分けられる。 

 「見方・考え方」は，“ a discipline-based 

epistemological approach” であり，当該教科が対

象とする学問分野における認識論的なアプロー

チを指す。すなわち，理科の授業において「見方・

考え方」を働かせ「深い学び」を実現することと

は，実際の（あるいは過去の）科学が自然をどの

ように記述しようとするかを指す目的論（見方）

と，そのために科学者が用いる思考の方法論（考

え方）に則り，現実社会に存在する本物の問題解

決過程を体験しながら，3 つの資質・能力を獲得

することであると大まかに換言できる。 

 

３ 「見方・考え方」，「深い学び」と本実践 

 それでは前段までに整理した「見方・考え方」

と「深い学び」の概念をもとに，本実践の成果を

整理してみたい。 

 春季公開研究協議会で行われた「『金星の見え

方』 ~月の見え方を問い直し，金星の見え方を探

究する~」では，生徒は金星の見かけの大きさの変

化と満ち欠けを手がかりに，天体の空間的配置や

運動がどのようになっているかを思考した。手元

の観察事実を手がかりとしながら惑星の運動や

天体間の空間的関係や運動の法則性を明らかに

しようとする営みは，過去の天文学で盛んに行わ

れてきた。これを意図的に教室内に再現した本実

践により，生徒は理科の「見方」を働かせ，科学

者が行う探究活動の再現である「真正性」の高い

「深い学び」を体験できたと言える。また，生徒

が作成した「金星は地球の内側を公転している」

という仮説を，教師があえて問い直すことにより，

生徒が自ら科学者が実際に行う研究方法を実践

した。これにより現象を多面的に捉え，より妥当

な考えを作り出し，表現することができた。すな

わち生徒が自ら理科の「考え方」を働かせること

ができた授業であったといえる。 

 秋季公開研究協議会で行われた「『電流の正体』

−陰極線の性質について，ICT 機器を活用して分

析・解釈し，電流の正体に迫れるか−」では，生

徒はクルックス管で観察できる様々な現象を手

掛かりに，電流とは何なのかという根源的な問い

に対し，ミクロな存在である粒子を仮定する「質

的・実体的」な「見方」を働かせて回答すること

が求められた。この実践も春季と同じく，実際の

科学史上の議論を教室内に再現したことにより，

生徒が科学者の思考過程を追体験することで，

様々な「見方・考え方」を働かせ，「深い学び」を

実現できた授業であったといえる。 

 以上より，本実践は，科学史上の論点を教室内

に再現することで，実際に科学者が行う探究的活

動を追体験させ，生徒が主体的に理科の「見方・

考え方」を働かせ，「深い学び」が実現できること

を示した研究であると位置付けられるだろう。 

真正な探究を目指す理科授業の挑戦的な提案 
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令和３年度の実践記録（音楽）  

－実践記録（第１学年）－    

１ 題材名  

「いろいろな音階をつかって旋律を作ろう」 

−知覚・感受の視点でイメージを創造し，Web アプリを活用してルールに従った旋律を創作できるか− 

 

２ 具体的な実践事項との関連    

(1) 知覚と感受の視点からイメージを創造して，旋律の創作を試みる 

  三つの５音音階をつかった旋律の創作に必要な知識・技能を身に付け，知覚と感受の視点でイメ

ージを創造し，それを基に旋律を考え創作した。 

(2) ICT の活用を生かした創作活動  

  Web アプリを活用することを通して，生徒一人一人の思考が楽譜に反映される。そして，旋律を

音として確認し直感的に旋律を捉えることで，自分たちが創り上げたい旋律を具現化しやすいよ

うにした。 

 

３ 授業の実際 

   

過程 学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図(教師の試行錯誤) 

教師の手立て 

〇：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１ 前時までの学習を確認する。 

「今までの習った，３つの音階別の創作ルール

を思いだそう」 

■既習のルールを提示しながら，ルールがきち

んと定着しているか，生徒の様子を確認す

る。 

■タブレットの起動を確認して，本時の授業に

おいて，支障のある不具合がないか机間巡視

して確認しておく。 

 

 

２ 本時の課題を確認する。 

「今日は，『創作で使う音階を選び，表現した

いイメージを基に，ルールに沿って旋律を作

ろう。』を課題として，創作の授業を行いま

す。」 

■生徒の様子を伺い，不安に感じている生徒が

いないか観察する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇既習の内容を思い出し，本時の活動に入る準

備ができている。 

 

 

 

 

 

〇本時の創作活動の流れと見通しをもってい

る。 

 

（
問
い
） 

既習事項（三つの音階別の創作ルー

ル）を確認しておく。 

既習のルールを使って創作できるよ

うに，学習シートを準備しておく。 

苦手意識をもつであろう生徒も前向

きに取り組めるよう，サポートできる

生徒を意図的に入れたグループ編成を

しておく。 

題
材
の
設
定 

 
 

（ 

言
語
活
動 
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３ 表現したい旋律のイメージを話し合う。 

「表現したいイメージ，旋律をどうするかにつ

いて，イメージ案をミエルトークで話し合お

う」 

 

■机間巡視しながら，話し合いが滞っているグ

ループには，話し合うポイント（〜な風景

が伝わる，跳躍と隣り合う音，使う音の

高さ）を助言する。 

■生徒達は，これから作ろうとする旋律の

特徴と関わらせて，作ろうとする曲のイ

メージをもつことができている。 

■なかなか進まないグループあったので，

助言する。 

「伝えたいと思う風景をまずは考えよう。

そして、その風景にあらわれる事物をど

んな旋律のつなぎや音域で表すかを考

えよう」 

 

４  自分達が選んだ音階のルールに従っ

て，旋律を創作する。 

「自分達が選んだ音階（民謡音階，ヨナ抜

き音階，律音階）のルールに従って，イ

メージ案を基に，グループで４分の２拍

子，８小節の旋律を創作しよう」 

■まずは，一人一人で旋律を創作し，その

後グループで発表し合って，一つの旋律

を選ぶように指示する。 

■一人で創作することで，グループで考え

たイメージと異なるイメージの旋律に

なることも構わないことを伝える。 

■イメージに近付けるように旋律（跳躍と

隣り合った音のつなぎ，反復と変化)を

よく考えるように指示する。 

■A さんの旋律が，跳躍した進行が続いて

るのを見つけて助言した。 

「跳躍進行ばかりになると，不自然な旋律

にならないですか」 

■机間巡視し，ルールや条件から外れた音

の選択があったところは，指摘して再考

するように促す。 

 

 

 

 

 

◎知覚・感受の視点でイメージを創造してい

る。 

〇「日本の田舎の風景をイメージして，順

次進行，下行を中心に作ろう」 

〇「夏祭りを表現したいので，跳躍進行を

使っていこう」 

〇「山を順次進行で，桜の花が散る感じを

上行や下行を使ってを使って表現してみ

よう」 

 

 

 

 

 

 

 

 

「跳躍した音のつながりを少し入れよう。」 

「繰り返しの部分を入れよう。」 

 

 

 

〇「もう少し順次進行を使って，バランス

を良くしてみます」 

 

 

 

話し合うポイント（〜な風景が伝わ

る，跳躍と隣り合う音，使う音の高さ）

をミエルトークの活用を通して話し合

うように伝える。 

実際の音で繰り返し確認しながら音

符を入力して進めることができるよう

に，Web アプリを準備する。 

イメージに近付けるように旋律（跳

躍と隣り合った音のつなぎ，反復と変

化)をよく考えるように指示する。 

机間巡視し，ルールや条件から外れ

た音の選択があったところは，指摘し

て再考するように促す。 
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「この音は，使っている音階の音に入って

いるかな」 

「Teams にグループで選んだ旋律を投稿し

よう。どんなイメージを感じてほしいか

も記入しよう」 

■次々とできた班から投稿してくる。それ

らの旋律をチェックしながら，全体で取

り上げる旋律を決めておく。 

 

５ 中間発表を行い，各グループの進捗状

況を確認する。 

「Teams に投稿した旋律を聴き合って，批

評を打ち込んでください。」 

■打ち込んだ内容を，教師の PC で確認し

ながら，発表してもらう生徒を選んでお

く。 

■Teams に書き込んだ内容から，生徒の活

動の様子を伺う。 

「Team の自分のグループの欄に書き込ん

だ仲間の投稿を読んで，良い点や改善点

を確認しよう」 

■生徒一人一人が自分のＰＣを通して，内

容を確認している。おおよそ良い点を書

いているが，中にはもっとこんな進行を

使った方が良いという意見もあった。 

■生徒の批評を読み上げて紹介する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ここで，実際にこの班の創作した旋律を聴く 

 

 

 

〇「あっそうだ。この音は音階にない音だった。

もう一度考えてみます」 

〇完成した班から，考えたイメージとともに旋

律の楽譜のリンク先を投稿。 

 

◎知覚・感受の視点から旋律を考え，ルールに

従って音の選択や組み合わせをして創作し

ている。 

 

 

〇「子どもが遊んでいる様子が感じ取れた。も

うすこし跳躍進行があるといいかな」 

〇「普通に童謡に聞こえてすごいと思った。一

昔前に大人と子ども達が仲むずまじく遊ん

でいる様子が感じ取れた」 

〇「特に最後の方で出てくる高いドが元気な感

じがした」 

〇「日本の田んぼが広がる風景の中で，子ども

と大人が遊んでいる柔らかい雰囲気が伝わ

ってきた。子守歌みたいで良いですね」 

 

 

お互いの作品を，短い時間で共有でき

るように，Teams を活用する。 

音
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■この旋律を作った生徒に，どんなイメージで

創作したのかを質問する 

 

■もう一つの班の旋律に注目。批評を紹介する 

 

 

 

 

■ここで，実際にこの班の創作した旋律を聴く 

 

 

 

 

■この旋律を作った生徒に，どんなイメージで

創作したのかを質問する 

 

〇「子どもや大人達が綺麗な風景の中で戯れて

いる様子をイメージした」 

 

〇「全体的に高音を使っていて，日本の自然な

イメージが伝わってきた」 

〇「高音域だけれども，順次進行を上手く使っ

ていて自然な旋律の流れが出ていた。高い山

々が目に浮かんできた」 

 

〇「山や川などの風景を，高音域や順次進行を

使って表現しました」 

 ６ 自分達の旋律で見直す点があるか確認し，

今日の活動の振り返りを行う。 

■自分達の旋律の批評を参考にして，必要あれ

ば次の時間に再考して完成させる。 

〇イメージするものを決めて取り組んだし，前

半と後半の時の流れも班内で決めたので、自

分の思ったような旋律を作ることができた。

前半と後半に使う音の高さや，進行の仕方も

班内で発言して積極的に取り組んだ。 

・仲間の作品を聞いてみて，全体的に高音域を使っているのに，全く違和感を感じずその世界へ入

ることができました。大体の民謡音階に使われる高い音はだけど，それよりも高い音を使ってい

たのですごいなと思いました。 

・私たちは，モミジが落ちていく様子を旋律にしたが，山のアップダウンを表すために，順次進行

を使って表すことができたので，満足しました。 

・「日本の田舎」をイメージに旋律を作ったところ，順次進行で上行・下行を使って日本らしい風

景を音楽に移すことができました。 

・広い音域や順次進行などを使って流れるような感じを上手く表現していた友達の旋律は，とても

凄いと思いました。今日は４小節ではなく，８小節だったので，少し難しかったけれど結構上手

くできたので，良かったです。 

・順次進行を使って旋律を作ることができたのでよかったです。また，リンクさせるところを作っ

て，まとまりも意識して作りました。他の班のいいところを生かしていきたいと思いました。 

・今回私は，民謡音階で山，川，桜などの日本らしい風景を表現しました。特に桜は，桜が散る様

子を順次進行で高音から低音に進めることで表しました。これからも，今回のように，イメージ

に合わせて旋律を考えていきたいです。 

・前回とは違う風景をイメージしたので大変だったけれど，聞く人に紅葉の葉が落ちていく様子を

伝えられたので良かったです。他のグループの旋律もイメージにマッチしていて，楽しく聞くこ

とができました。 
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 ４  授業の省察 

（1）創作は，まずはイメージがあって，そこから表現につながっていく。自分達が創作する旋律が，

聴く側にどのようなイメージを伝えたいのかを，聴く側に感受してほしいイメージを知覚と感受

の視点で創造することを授業の最初の展開に取り入れた。生徒達は，伝えたいイメージを基に，

既習の知識を活かして知覚に関わることを考えた。順次進行や跳躍進行，上行や下行，音域など

の視点が中心となり，それらがイメージとどうつながるかということを，グル-プで話し合うこと

ができていた。それらの活動があって，初めて創作の意義が生まれる。それゆえに、本活動が授

業の冒頭にあることは，効果的であり意義のある内容であった。創作活動において，本実践のよ

うに創作活動の前に知覚と感受の視点で聴く側がにイメージさせたいことを考える活動は，一つ

の創作活動の授業における指針として，示すことができたのでないだろうか。そして，創作を通

した創造力の伸長が，これからの社会を生き抜く「生きる力」となっていくにつながっていくこ

とを期待している。 

（2）ICT の活用として，本実践では，Web アプリの活用に着目した。生徒は，Web アプリの楽譜作成

機能を通して，旋律を考え記譜し，それらを実際に聴くことを通して思考する活動を行った。記

譜と実演を同時に行うことは，ICT を活用しないとなかなか難しい作業である。記譜をさせる創

作の授業を行うのであれば，本実践での Web アプリの活用は充分有効性を示すことができたと考

える。そして、Web アプリであるからこそ，どの現場でも即利用できるということが利点である

ことも改めて実証することができたと考える。また，Teams を利用した各生徒の考えの反映や作

品の紹介なども，ICT 活用の利点を示すことができたのでないだろうか。本実践では，生徒が書

き込んだ批評のコメントを、教師が読み上げてクラス全体に紹介するという場面があった。お互

いが書き込んだ批評を読んで全体で共有するという ICT ならではのデジタル的な面と，読み上げ

て全体で共有するという従来のアナログの活動のハブリット化した活動とも言える。ICT を活用

したデジタル的な活動では，考えを共有する時間は圧倒的に早い。そして，それらを処理する量

も個人差はあれ，しっかりと取り組んでいれば明らかに多い。ただし，それらは，どちらかとい

う静の活動であり，思考が張り巡らされていることは，外観からは見えない。それらを補うため

にアナログ的な活動，言い換えると発表したり全体で聴き合ったりという活動がある。今回は，

これらの両方を取り入れて，お互いの良いところを合わせようとした。ただし，それにより当然

時間もかかることになる。1 時間という授業の枠の中では，なかなか厳しいところを感じた。こ

れらの融合をいかに時間をかけずに行って活用していくかは、今後の課題である。時代の流れが

逆行し，基に戻ることはあり得ない。今後デジタルを活用することは，さらにスピードを増して

教育の中でも必要となってくるはずである。それらに私達はその都度対応し，いかに生かしてい

くのか。いかに，従来の授業の概念を捨て，新たな感覚で生徒達と向かい合っていくのか。これ

らのことが大切であることを，本実践を通して感じた。今回は，創作という分野での ICT の活用

であったが，表現活動や鑑賞活動でいかに ICT を生かし，従来の活動の利点を損なわずに活用で

きるかは，今後の課題である。そして，それらは，生徒達がこれからの新たな社会の中で生き抜

く力となっていくことに違いないと考える。 
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－本実践から見えてくること－ 

音楽的感性に注目した授業計画および授業

方法論の実践―学習の深化と拡がりに向け

て― 

共同研究者： 石原慎司 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

 

「知覚・感受を支えとして音や音楽を捉え

ていく学びを通して」という今年度の授業研

究の副題のもとに意識して行った点は、まず

は生徒たちの「感性」にしっかり着目し、そ

こを起点とした授業計画を行う、ということ

であった。それによって教育効果を高めるた

めの必然性が整い、その感性をさらに高める

ための指導内容を考えることができると想定

した。 

さて、音楽における感性とは、「音楽の様

々な特性に対する感受性」のことであり、「具

体的には、リズム感、旋律感、和音感、強弱

感、速度感、音色感など」と学習指導要領解

説（小学校）で定義されている。つまり、音

楽を構成する各要素を感受・識別できる能力

と言ってもよいであろう。授業計画時に生徒

が有するこれらの感性を意識的に考慮に入れ

れば、各単元やその中の個々の授業において、

「具体的にどの感性をそこで高めようとして

いるのか」という目的、目標が明確なものと

なる。さらには、いわゆる秋田型授業でいう

ところの「目当て」もなお一層明確なものに

することができ、あらゆる部分で教育効果を

高める必然的条件が整うことになる。 

今回の授業計画で特に注目した感性は、日

本の五音音階（ペンタトニック）に関わる部

分で、「律音階」「民謡音階」「都節音階」

といった各音階の弁別や音階がもたらす響き

へのイメージ、つまり、「音階感」とでもい

うべき感覚、能力である。創作分野でこれら

の音階に関わる感性を注目するにあたって

は、授業計画時に小学校以降の既習内容の把

握を行う必要が生じる。授業者は今年度に異

動してきたばかりであるから、その調査はな

おのこと必要であった。ただし、そうでなく

とも目の前にいる生徒にいかなる学習の蓄積

があり、また、どこまでの感性が育っている

のかということを常々明確に把握しておくこ

とは系統的な授業計画にとっては大切な点な

のでる。今回はその把握をしたことによって、

授業者は授業全体の検討から細部の指導方法

に至るまで、効果的に検討することができた。 

授業の具体的方法の特徴としては、今回は

特に当附属中学の常用的手法である「ミエル

トーク」を用いつつ、ＩＣＴを高度に活用し

たことである。こられの活用により、生徒間

のやりとりが活性化され、学習課題の理解を

深めたり、その課題解決に向けての生徒の取

り組みが容易になるなどの利点があったよう

に思われる。さらに注目できる点は、ＩＣＴ

を通して作品を提出したり、各端末から全作

品を鑑賞してコメントしたり、コメントを受

けたりするところにある。自分が評価者の場

合は、他者の優れた部分や課題点などを文字

化して伝えるため、美的感覚や鑑賞能力が高

まるのである。また、評価者は被評価者にも

なるため、辛口コメントではなく、良い点を

認め合う方向に向かうため、全体としては成

功体験や社会的動機付けが得られやすい環境

となっていた。 

以上の学習で確立した感性は、継続的に他

の単元でも再注目して授業計画することがで

きる。さすれば、単発の単元で終わってしま

うことなく、発展的に学習を縦軸に深化させ

たり、横軸に発展させていくことが可能とな

る。なお、今回の授業研究は、公開した授業

に焦点を当てて、ひとつの感性に注目した授

業計画であった。しかし、本来は各種の感性

に注目してそれらを系統的に育成する計画を

検討すべきところではあった。これには 3 年

間を通した教科内での計画や、教科横断的な

視点が必要であり、今後の研究課題として検

討していきたい。 
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令和３年度の実践記録（技術・家庭科）

－実践記録（第１学年）－

１ 題材名

「中学生に必要な栄養を満たす食事」

－生活経験と新たな知識を結び付けて話し合い，よりよい弁当の献立をつくることができるか－

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 生活や社会の中から問題を見いだし課題を設定するという力を育成するために，生徒にとっ

て身近な題材を取り上げ，実践場面を想定しやすくした。

(2) 授業の振り返りの場面ではＮＥＳ評価を活用し，新たな価値に気付いた生徒を見取り称賛

するとともに，他者との共有化を図り，実践化に向けた意欲を喚起した。

３ 授業の実際

学習活動 教師の手立て

過程 「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 弁当の日の写真を見て，つくった日の

思いを想起する。

「弁当の日を覚えていますか」

■うなずき反応する生徒。自分で作った弁

当を思い出している。 ○弁当の写真やアンケート結果に反応してい

課 る。

題 「弁当に関するアンケート結果を見ても ○普段食べている弁当の中身を思い出してい

の らいます」 る。

発 ■アンケート結果を提示し，野菜のおかず ○野菜のおかずより肉のおかずが好きな生徒が

見 について考える必然性を高める。 多いということに気付いている。

２ 本時の学習課題を確認する

「今日は，ここまでの栄養についての学

習も生かしながら昼食に食べる弁当にふ

さわしい野菜を使った副菜を考え，より

よい献立を決めたいと思います」

■献立を考える期待を高める。

弁当の日の手作り弁当の写真や，弁当に関

するアンケート結果を瞬時に共有化できるよ

うに，大型モニターに提示する。
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３ 提示された弁当に合う野菜の副菜をグ

ループで話合う。

■生徒の発言から昼食に食べる弁当の特徴

を引き出したい。（中学生の身体的特徴

を踏まえた食事量を気にかける予想以上

の意見が出た）

解 「昼食に食べる弁当というと，どういう ○「６時間目に眠くならないように量を少し少

決 ことを気にして作らなければならないと なめにする」

方 思いますか」 ○「弁当箱に収めなければいけないので，分量」

法 ■他の生徒の発言に頷いている様子を見取 ○「腐ったり傷んだりしないようなものにする」

の り，問い返す。 ○「水気が少ないものがいい」

検 ○「色も考えた方がいい。茶色だけだと開けた

討 時に」

○「中身が崩れないような弁当の詰め方」

「こちらの弁当に主食お米，主なおかず

としてみんなが好きだと挙げた肉のおか

ずを代表してハンバーグを詰めました。

ここに野菜の副菜を入れてもらいたいと

思います。この弁当に足りないものって ○「肉に含まれる栄養素はたんぱく質，お米は

何だろう」 炭水化物。ビタミンＡが足りない」

■食品に含まれている栄養素やその働きに ○「６つの基礎食品群でいえば２，３，４，６

ついて理解し，既習事項を基に発言して 群が足りない」

いる。 ○「２群は牛乳やわかめがあてはまる」

○「３群は油に溶けやすいビタミンをもってい

る」

○「４群はビタミンＣを多く含む野菜と果物」

「この弁当に合う野菜の副菜を２品，ど

んな野菜がいいか，どんな調理方法，味

付けがいいかグループで考えてもらいま

す」

弁当のイメージをもたせるため，米，ハン

バーグを詰めた具体物を一班ずつ準備する。

弁当の主食，主菜，副菜配置例をミニホワ

イトボードに提示する。
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○普段食べているものを思い出そうとしてい

■話合いが停滞している場合は，調味料や る。

調理方法を例示し，話合いの手掛かりと ○６つの基礎食品群を基に栄養バランスに配慮

する。（教科書を参考にしたり，毎日食 しようとしている。

べている弁当のおかずを羅列したりして ○実際に作ることを想定して，料理を考えてい

吟味している様子。） る。

４ 各グループの発表を聞いて，最もよい

と思ったグループに投票する。

学 「発表を聞いて，よかった点，自分たち

び のグループにはなかったけれど，参考に ○「１班は，１品目きんぴらごぼうにしました。

の したい点をプリントに記入しましょう」 にんじんとごぼうがそれぞれ３群，４群でご

共 まとしょうゆで炒めて作ろうと。二品目がチ

有 ■野菜を組み合わせて摂ることや彩り，弁 ーズ巻きで，のりを巻くと。２群が補えます」

当にふさわしい条件を踏まえて考えてい ○「２班では１品目に温野菜，２品目に椎茸の

る。（調理時間についても触れるグルー チーズのせを加えました。調理方法はゆでる，

プが複数。） 焼く，和えるを使います。温野菜にはドレッ

シング，椎茸にはしょうゆを使います。温野

菜は，ブロッコリー，にんじん，彩りをよく

するためカリフラワーを加えました。温野菜

だけだと２群が不足するのでチーズを加えま

した」

○「３班では，ほうれん草とにんじんの砂糖醤

油和え，ひじきときゅうり，コーンのさっぱ

り和えにしました。コーンで彩りを意識し見

栄えをよくしました。ほうれん草とにんじん

で３群を主に補っていて，にんじんは細切り

にして茹でます２品目では，２群と４群を使

い，さっぱりと簡単に和えることにしました。

調理時間は，手短になるかと思います」

○「４班では，１品目がチーズ巻きで２品目が

しらすサラダです。昼食の弁当だから，朝に

時間がかからない方がいいかなということに

なり，調理方法はできるだけ簡単にしました。

しらすサラダはキャベツ，ブロッコリー，ト

マト，パプリカにしらすを加えます。弁当だ

ったら水分が出たら傷みやすいなということ

で，和えることにしました」

○「５班では，１品目に大根ときゅうりの和え

発表の際は，ホワイトボードを活用し，そ

れぞれのグループの根拠が学級全体で共有で

きるようにする。
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物。２品目にひじきとにんじんの和え物にし

ました。１品目では水分をとるための塩，味

付けのマヨネーズで和えることにしました。

これで４群を補給することができます。２品

目は砂糖と塩を使用します。２群と３群を補

っています」

○「６班では海藻サラダとポテトサラダになり

ました。海藻サラダは何もすることがないの

で時間短縮になると思いました。ポテトサラ

ダも茹でる，混ぜるなので時間がかからない

と思ったし，足りなかった２，３，４群がき

ちんととれているのでいいと思いました」

○「７班では，ニラ玉と切り干し大根になりま

した。ニラ玉では，ニラ，卵，ベーコン，チ

ーズで１群，２群，３群を補います。調理方

法も簡単で，カップに入れて電子レンジで温

めるだけなので，朝の忙しい時間でもできる

ように考えました。切り干し大根には，にん

じん，油揚げ，大根を使い，１，３群を補う

ことができました」

○「８班では１品目は茹でたブロッコリーで味

付けはマヨネーズ。２品目は野菜の炒め物に

なりました。ほうれん草ともやしと玉ねぎで，

野菜があればすぐでき，味付けは塩こしょう

です」

○副菜を決めた理由を明確に発表している。

◎同じ食材を使っていても，調味料や調理方法，

詰め方の違いがあることに気付き，よりよい

野菜の副菜を考えている。

○投票することで，弁当の副菜案を自分のこと

「自分のグループと同じ副菜があったか として捉えている。

もしれませんが，理由が違うものもあり ○投票に悩む生徒がいる。

ましたね。調理方法や工夫した点が分か

っていいなと思えば自分のグループでな

くてもかまいません。一人１票投票して

もらいます」

共通点や相違点が分かるように，各グルー

プの案を書いたホワイトボードを掲示してい

く。
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■掲示されたホワイトボードや，発表メモ

を記入したプリント見て，悩んでいる生

徒を確認する。 ○選ばれたグループを拍手で讃えている。

○選ばれたグループは嬉しそうな表情をしてい

「７班さんの案が選ばれました。実際に る。

新 作る時には，もう少し分量や材料，味付

た けといった所を改良しなければいけない

な かと思いますが，基本は７班さんの案を

手 Ｂ組では採用したいと思います」

法

５ 本時の学習の振り返りをする。 ○「足りていない栄養素を６つの基礎食品群

を使って，献立を作ることができたと思い

■机間指導を行い，他班のよさに気付いて ます。また，７班さんの発表でハンバーグが

いる生徒の振り返りを紹介する。 濃いからと言っていて，ハンバーグとの組み

（投票したグループのよかった点について 合わせも考えていたところが，私にはなかっ

複数の生徒に発表してもらいたかった たと思いました」

が，時間が不足したため，机間指導する ○「みんなで考えて，何がふさわしいかという

中で，７班に投票した生徒を抽出した） ことを考えることができました。７班のもの

は簡単かつすごくおいしそうで，それでいて

質素じゃないことがすごいなと思いました」

≪生徒の振り返りから≫

・初めに何の栄養素が不足しているかを考えると，残りの献立に何の栄養素が必要か考えやすく

なると思いました。私たちの班は，栄養素を気にしすぎて，見た目が薄い（色味が）感じにな

ってしまったので，自分で応用する時には，見た目も考えて作りたいです。

・「きんぴらごぼう」や「チーズ巻き」など，なかなか案が出なかったけれど，最終的にしっか

りと料理方法なども考えることができてよかったです。けれど，欠点としては，脂質が多いこ

と，調理時間のことについてあまり気にしていなかったので，また，献立を作る際には気を付

けたいです。

・私たちの班では，栄養バランス，足りない栄養素を補うためにはどうすればいいか，彩りを考

えて献立を作ることができました。時間の面はあまり考えていなかったので，時間の面を踏ま

えて再度献立を作り直したいと思います。

・今日は全体で話し合った時に，６班では時間という面でのことを考えていなかったので，他の

班の発表を聞いた時に，改めて考え直すことができました。
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４ 授業の省察

本時で取り上げる「弁当」は，本校の生徒にとって身近な題材であり，実践場面が想像しやすい

ものであると考える。身近な題材ではあるが，調理経験の多くない生徒にとっては，短時間の中で，

条件を踏まえながら献立を考えることは容易ではない。そんな中，生活経験の差や好みの違いがあ

ることを前提に，既習事項を生かしながらグループで話合いを深めることができた。弁当の野菜の

副菜を話合う前に，昼食の弁当にふさわしい条件や，主食と主菜に不足している栄養素を学級全体

で確認できたことが，より話合いを活性化させた。本時に至るまでの基礎的・基本的な学びが身に

付いていたことが大きいと感じた。話合い後の各グループの発表では，生活の営みに係わる見方・

考え方を働かせて，健康・快適・安全の視点から本時の課題を捉えていた。

本時の中では，選ばれたグループの献立案はどのような点がよかったのか，またどのような点を

改良しなければいけないかということについては掘り下げることができなかった。計画の段階で，

栄養バランス，味付け，衛生面，安全面など様々な観点から補足を加えなければならないと考える。

生徒の振り返りには，「つくる」という実現に向けての意欲が表れており，健康的な食生活や実

践につながる時間となった。自分が考えていなかった視点に気付いた生徒は，「再度考えてみたい」

と前向きであり，生徒の振り返りを通して様々な視点や新たな価値を共有化する必要性を感じた。

本時では，２名の生徒しか取り上げることはできなかったが，授業の振り返り段階において，どの

ような気付きがあったか，全体で共有化する手法を活用したい。

弁当は簡単なものではなく家族が工夫を凝らし，昼食時にふさわしいか，味や好みに配慮するな

ど大変手間なことだと感じたのではないかと思う。そのような思いも汲み取り，学校や家庭での実

践につなげていきたい。生活との結び付きを感じられる学びを通して，生活を工夫し創造する生徒

の育成をしていく。
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   －本実践から見えてくること－     

よりよい生活を工夫し，創造する 

―実生活を検証・評価し，計画・実践する

学びを通して― 

             共同研究者： 堀江さおり 

（秋田大学教育文化学部・教育実践講座） 

 

１ 本実践の特徴 

 本校の昼食は弁当持参であるため，生徒に

とって弁当は身近な教材である。しかしなが

ら，毎日のように食べているからといって，

献立名称や使用されている食材，調理方法な

どを簡単に思いつくわけでもなく，弁当の内

容を十分理解したうえで食べているというわ

けでもない。中学生にとって食事とは当たり

前に提供されるものであって，提供されたも

のを「食べること」に専念しているような状

況である。 

本実践は栄養に関する学習の仕上げにあた

る部分で，生徒自身の生活経験とこれまでの

学習成果を存分に活用し，生徒なりに栄養を

考えた献立を提案できることを目指してい

る。時間をかけて検討すれば中学生でもかな

りよい献立の提案はできるだろうが，食事は

１日３回，365 日続けなくてはいけないもので

あるため，短時間で諸条件を考慮するなど効

率よく献立を検討させることも必要である。

本時では実生活への応用も意識させながら，

短時間で適切な献立を検討できるようになる

ことも目指している。 

 

２ 本実践の概要と生徒の様子 

 導入では，生徒の実態を踏まえ弁当の日の

実践を振り返り，好きなおかずのアンケート

結果から生徒が好む肉を主菜とした弁当考え

て欲しいという理由を明示することで，生徒

の実態に適した弁当を考えさせる動機づけを

行っている。また，本時に加え今後の授業の

見通しを持たせるよう，クラスで No.１の副菜

を投票で決め，実際に調理することを伝え，

自分事として取り組めるようにした。 

 展開では，前時までの栄養に関する学習と

自分自身の生活経験から，弁当に必要な条件

を丁寧に確認し，話し合い活動の基盤を整え

た。そのうえで，前時までの学習を踏まえ米

飯とハンバーグに含まれる栄養素とその食品

群を確認し，不足する栄養素と成長著しい中

学生の体を支えるために必要な栄養素を確認

し，グループで野菜を使った副菜２品の検討

を進めた。投票して選ばれたものを作るとい

う前提があるため，不足する栄養素や食品群

に注目するだけでなく，自分たちの力量で十

分作れそうな献立，少し努力すれば作れそう

な献立を考えており，互いの生活経験からわ

かること・できることを確認しあいながら，

調理主体として取り組む意欲を見せていた。

似たような副菜をあげていても，その発想は

異なっており，自分たちの良さ，他者の良さ

を確認したうえで投票を行っており，自分事

とし捉えることが十分できていた。 

 まとめでは，お弁当に入れる副菜という制

約がかかった献立の検討はかなり難しいこと

を再確認したうえで，自分の置かれている環

境への感謝の気持ちを持たせるとともに，学

校での学習を家庭へ戻し，家族と改めて弁当

や食事，それらの栄養について考えるきっか

けを提示することができていた。 

 

３ 今後の展望 

 本実践では各グループの献立の詳細にはあ

えて踏み込まなかったため，今後の学習を経

るなかで，今回提案した献立の良い点・悪い

点を確認しながら，中学生に必要な栄養を満

たす食事と調理主体として食事に向き合う必

要性の理解をさらに深めていってほしい。 

 そのうえで，最終授業「５ 食生活について

の生活の課題と実践」で行う本実践で考えた

献立の調理が，大題材「中学生に必要な栄養

を満たす食事」の総仕上げとなることを期待

したい。 
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令和３年度の実践記録（英語） 

－実践記録（第２学年）－ 

１ 単元名 

「Unit6 Research Your Topic  Stage Activity 2 “Research for Presentation”」 

－即興的なやりとりを通して聞き手に配慮した Presentation をつくりだしたか－ 

 

 ２ 具体的な実践事項との関連 

「英語による対話を続けたくなる学び」を創るために 

(1)  ICTを効果的に活用し，言語表現を運用する目的や場面状況などのイメージを明確に示す。 

 授業の冒頭で，教師が作成したプレゼンテーション例を Today’s Goal として大型モニターで

示すことで，生徒がどのようにプレゼンテーションを行うかの目標を明確にした。その際，よい

例と悪い例を提示して，言語の表現方法と，プレゼン資料の提示方法の両方の側面から考えさせ

た。（ねらいの瞬時の共有化） 

(2)  生徒の発達の段階，興味・関心に配慮しつつ，学習のねらいに照らして教材･教具の選定，題材

の選択を行い，効果的な input・output の活動につなげる。 

  好きなトピックを取り上げ，クラス内でアンケートを行った。生徒の興味・関心が高まる題材

である上に，アンケート作成を Forms で，アンケート集計を Teamsで行った。 

     

 ３ 授業の実際 

 

過程 

学習活動 

「教師の発問や指名」 

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） 

教師の手立て 

○：見取った生徒の姿 

◎：本時のねらいを達成している生徒の姿 

問 
 

い 

ゴ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン 

１ 本時の活動の確認をする。 
「Let’s make an attractive presentation  

for the international student!」 
■留学生のビデオを見せることにより，活動
に必要感を持たせる。 

 
「We're going to make a video for him. 

Now I'll show you our example 
presentation. What are good or bad 
points to make it?」 

 
■質問に応じて，プレゼンテーションを作る
際に注意すべき点を考えている生徒の声を
拾い，全体にシェアする。 

 
２ グループ内で発表のポイントを確認し合
い，発表の準備をする。 

「Let’s check your presentation and 
prepare for giving a presentation!」 

 
■英語での即興的なやりとりがそれぞれのチ
ームでスムーズに進められるように確認を
促す。 

■発音に自信の無い生徒へ発音指導をする。 
 
 

○デモンストレーションを見て，発表の参考
にしようとしている。 

 
 
 
 
 
 
 
 

 
○二人または一人での役割を確認している。 
 

生徒が本時の活動のゴールイメージを
具体的にもてるようデモンストレーショ
ンと Procedure を提示する。 

 

プレゼンテーション後のやりとりを予
想し，応答できるように確認のポイント
を提示する。 
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問 
 

い 

ゴ
ー
ル
デ
ザ
イ
ン 

■発表原稿を覚えられずにいる生徒を見取
り，出来るだけ聞き手に向かって顔を向け
て発表するように促す。 

 
■英語での発表練習よりもプレゼン資料構成
を気にしている生徒に，資料で足りないと
思うところを話す内容でカバーするように
に助言した。 

 
 

問 

い 

直 

し 

ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
・
シ
ェ
ア
リ
ン
グ 

３ ３班に分かれてプレゼンテーションを発
表し，質問や感想を伝え合う。 

「Let’s make some comments for other 
groups!」 

 
■個々の生徒が英語での発信受信を行えるよ
うに活動の役割を与え，机間巡視をしてサ
ポートする。 

 
■発表後に，質問やコメントをもらうように
指示する。 

 
■つい日本語でコメントを言おうとしている
生徒に英語で伝えるように指示する。 

 
■英語でのコメントに困っている生徒に，英
語で何というかを伝えた。 

 
■トリビアのやりとりが盛り上がり，コメン
トのやりとりが終わっていないチームを見
取り，次の段階への指示を与えるととも
に，他の終わっているチームにはもらった
コメントをシートに記入するように指示し
た。 

 
■コメントを英語で伝えられない場合に付箋
に日本語で書いて渡す方法を考えていた
が，付箋にも英語でコメントをしようと頑
張っている書いている人がほとんどだっ
た。 

 
４ 他グループからの質問や感想をグループ
内で共有し，再度練り合う。 

「Let’s share the comments you got with 
your group members to make your 
presentation better!」 

 
■次時のプレゼンテーションの録画に向け
て，各チームがもらってきた感想や意見を
集約させ，よりよいプレゼンにつなげるよ
うに確認させる。 

◎間近にいる聴衆に対して語るように発表
し，トリビアのその場でのやりとりを楽し
みながら行っている。 

 

 
試行を繰り返すことが出来るよさを生か

し，グループのタブレットの担当者に必要
であれば修正し，保存するよう指示する。 

○他のグループから出た質問や感想を自分の

グループで共有し，発表の修正をしている。 

 

 

振 

り 

返 

り 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン 

５ 本時の学習を振り返る。 
「What was "attractive" and "better"?」 
「Please write your self-evaluation and 

comment for today’s activity.  If you 
have any questions about what you 
wanted to say, please write that.」 

 

相手とのやりとりを通して改善できたこ
とや，次時に取り組みたいことを書くよう
指示する。 
伝えたかった表現があればシートに書か

せ，個別に添削することで個々の表現力上を
支援する。 

活動がスムーズに進むように，活動の
流れを黒板に明示し，グループの動かし
方の指示を明確にする。 
質問や感想を付箋にメモするように指

示する。 
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振 

り 

返 

り 

リ
フ
レ
ク
シ
ョ
ン 

■時間になったため，予定していたよくでき
た発表のシェアリングを取りやめ，振り返
りシートに記入するのみとした。 

◎自分の考えや友達への感想を英語で伝え合
うことができ，さらによりよいプレゼンテ
ーション発表をしようと意欲を高めてい
る。 

≪生徒の振り返りから≫ 
・ これまで学習したことを駆使して，英語で自分の考えを伝えたり，友達からの質問に答えたりす

ることができて，自分の成長を感じ，嬉しかった。 
・ 聞いている相手をより意識して発表することができた。大きな声ではきはきと話すことで相手

に伝わるように工夫できた。 
・ 観点を意識して発表することができた。ほかの人からの感想発表でクリアしていると伝えても

らって達成感を感じた。 
・ ほかの班の人とアイコンタクトやコミュニケーションをとってプレゼンをすることができて，

とても嬉しかった。 
・ 今後は発表も頑張っていきたい。 
 
 
 
 
 
 

 

４ 授業の省察 

  研究テーマ「英語をツールとして，即興的なやり取りを通して思いを伝え合う」―英語による対話

を続けたくなる学びを通して―のもと，帯活動では，あるトピックに対して，Q＆Aから Q＆AA，A＆AA

＋commentといったスモールステップで会話量を増やしてきた。接続 ifや because，soなどを用いて

自分の思いや考えを伝えることができるようになってきているが，相手の発表に対して自分の考えも

織り交ぜながらコメントを伝えることはまだ難しい。今回は，相手の発表のどの点がよかったか，ど

んな点を改善すればさらに良くなるのかといった具体的な観点を，表現としてペアでの口慣らし練習

を行い，コメントの表現を押さえた。そのヒントを参考に個々が表現の幅を広げていたが，まだ例文

をただ伝えているにとどまる生徒も見られたので，今後，そうした表現に自分の考えも自然と付け加

えられるような練習を行い，授業の様々な場面で活用させていきたい。また，ペアやグループ内では

英語で話せても，全体の場で話すことに自信が持てず，今後の自分の課題を「発表すること」として

いる生徒も見られた。スモールステップによる表現力の向上と話しやすい雰囲気や活動を今後も取り

入れていきたい。本時においては，授業の流れを示す Procedureや発表の良い例，悪い例の提示，表

現の仕方など伝えることがもり沢山だったため，最後の発表のシェアの時間が持てなかった点が残念

である。生徒の良さを互いに賞賛する場面は，本人や周りの生徒にとっても大きな価値となるものな

ので，時間配分をしっかりと考えていきたい。 

  ICT の活用においては，大型モニターでデジタル教科書のコンテンツを提示し，場面設定や文法事

項などの瞬時の共有化がしやすくなっている。また，今回の題材のようにクラス全員にアンケートを

取る場合，Forms によるアンケート作りや Teams によるアンケート集計は個々に取り組みやすい上に

大幅な時間短縮となり，その分プレゼンテーション発表の準備に時間を費やすことが出来た。しかし

一方で，パワーポイントでのプレゼン資料作成に凝ってしまい，発表練習があまりできなかった生徒

や日本語から英文を作ろうとして，内容をうまく伝えられない生徒もいた。こうした試行錯誤の中で，

相手に伝わりやすい表現にするために，単純な日本語にしてから学習した表現を用いて英文を作るこ

との大切さに気付いた生徒もいた。 

  よりよい発表にするために，一人一人に必要感をもたせて個々の表現力をブラッシュアップさせよ

うというねらいで，今回の授業では，学習グループをさらに二つのチームに分けて，他グループへの

発表を一斉に行った。ゴールが高く，当初はできるかなと不安に感じていた生徒たちも，短い準備期
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間ではあったが，自分たちの発表に向け真剣に取り組み，本時では楽しんで発表や，クイズの応答や

コメントのやり取りを行っていた。今後の授業でしっかりと復習をしながら，さらに自己表現を楽し

んで行う生徒の育成のために研鑽していきたい。 
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   －本実践から見えてくること－     

ICT機器を活用した英語による発表と即興

的なやりとりの改善の取り組み 

         共同研究者：若有 保彦 

 （秋田大学教育文化学部 英語・理数教育講座） 
 

１. 本実践の活動とその意義について 

2 年生を対象とした今年度の公開授業は、

興味のある事柄の調査をテーマとした New 

Horizon English Course 2 の Unit 6 

Research your topic を基に、調査の結果を留

学生に紹介することを単元の最終目標に設定

した。本時はこの単元の総時数 13 時間のうち

第 12 時間目にあたり、クラスメートに対する

プレゼンテーションを通して、これをよりよ

いものに改善する活動を行った。  

上の活動は、新学習指導要領の「話すこと

［やりとり］」に関する「関心のある事柄につ

いて、簡単な語句や文を用いて即興で伝え合う

ことができるようにする」及び「話すこと［発

表］」に関する「日常的な話題について、事実

や自分の考え、気持ちなどを整理し、簡単な語

句や文を用いてまとまりのある内容を話すこと

ができるようにする」の 2 つの目標、及び「指

導計画と内容の取り扱い」にある「生徒が身

に付けるべき資質・能力や生徒の実態，教材の

内容などに応じて，視聴覚教材やコンピュータ，

情報通信ネットワーク，教育機器などを有効活

用し，生徒の興味，関心をより高め，指導の効

率化や言語活動の更なる充実を図るようにする

こと」という文言を意識した取り組みと位置

づけられる。 

 

２. 本実践で行った工夫と成果 

本実践で行った工夫の一つは、ICT の活用

である。タブレットをアンケートの作成、回答

及び分析に使用することで、次のようなメリッ

トがあった：(1) 集計の時間及び労力の節約、

(2) パワーポイントのスライドに文字情報を含

めることによる暗記の負担の軽減、(3) 視覚資

料編集の労力の軽減、(4) 聞き手の人数変更へ

の柔軟な対応。 

また、留学生の活用も工夫の一つである。

留学生の日本文化に関する疑問を紹介するこ

とで、生徒が調査に取り組むきっかけを与え

ていた。また、留学生への説明を最終目標に

設定することで、例えばクラスメートが対象

であれば udon や soba など、日本語をローマ

字にするだけで通じるところが、これらをど

う paraphrase して留学生に伝えればよいか

考えることにもつながった。 

さらに、聞き手が質問やフィードバックを行

う時間を設けたことも本実践で工夫した点であ

る。この時間の設定が、即興でのやりとりの機

会を提供するだけでなく、プレゼンテーション

をふりかえる際に役立つ情報を提供していた。 

 その他、フィードバックの形態について、口

頭で行う場合は英語で、文字で行う場合は日本

語も可とすることで、単語のつづりの確認等に

時間がかかることを防ぎ、内容の伝達を優先す

ることにつながった。また教師がよいモデルと

そうでないモデルを提示することで、生徒たち

の目指す姿がより明確になったと考えられる。 

 

３. 本実践の課題と解決策 

本実践は新学習指導要領を意識した提案性の

高いもので、生徒の英語によるコミュニケーシ

ョンの意欲を高めるものと評価できるが、課題

としては次が残った：(1) 全体の前でグループ

が発表する時間を確保するための手立て、(2) 

生徒の意識をスライドの改善よりも英語そのも

のに向けさせること、(3) 自身のプレゼンテー

ションを確認する機会の提供。このうち、(1)に

ついては他グループへのプレゼンテーション及

び質疑応答の時間を 6分から 4分半にすること、

(2)については聞き手がコメントを書く際に使

用するシートを工夫すること、(3)についてはタ

ブレットを録画に利用し、後で自身のプレゼン

テーションでのパフォーマンスを確認できるよ

うにすること、などが考えられる。 
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令和３年度の実践記録（道徳）

－実践記録（第２学年）－

１ 主題名（思いやり，感謝）

教材名「金語楼さんのこと」

２ 具体的な実践事項との関連

(1) 学習課題の提示とテーマ発問や問い直しの発問などを，生徒の主体的・自発的な学びにつな

げる。

生徒が主体的・自発的に考える，思考を広げたり深めたりすることができるように，生徒の

疑問に基づいた学習課題を設定し，問い直しの場面を用いてミエルトークを行った。また，思

考を整理しやすいように，左右対比型の形式の板書を用いた。

(2) ミエルトークを通して，思いやりについて多様な考えを学べるように努めた。

「金語楼さんが得たものは何か」というテーマでミエルトークを行うことによって，広がり

のある考えに触れ，それに対する自分の思いを述べる機会を設けた。

３ 授業の実際

過程 学習活動 教師の手立て

「教師の発問や指名」 ○：見取った生徒の姿

■発問や指名の意図（教師の試行錯誤） ◎：本時のねらいを達成している生徒の姿

１ 金語楼さんについて知る

「ＮＨＫアーカイブあの人に会いたい」を

大型モニターに提示する。

「金語楼さんにどのような印象をもちま ○お笑いに一生をささげたすごい人であること

したか？」 に気付いている。

問 ２ 「金語楼さんのこと」の中で最も気に ○一生修行であるといった，金語楼さんの真面

い なったことについて話し合う。 目でストイックな面や，体調不良なのに笑顔

の や明るさを保てていた理由などに着目してい

練 ■金語楼さんの自分の芸に対する真摯な姿 る。

り 勢に対する驚きや共感，具合の悪い中で

上 も笑顔や明るさを保てていた理由など，

げ 金語楼さんの素晴らしさに対する意見が

出された。無料出演なのに，体調不良を

推してまでなぜ出演したのかという点に

着目した意見は出なかった。
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「無料の出演なのに，具合が悪くても出 ○お客さんは，金語楼さんの慰問を楽しみにし

演したのはどうしてだろう？」 ていた，待ち望んでいたと考えている。

○お客さんが待ち望んでいるからこそ，その信

頼関係が壊れるようなことはしたくないとい

った誠実な人柄や，体調不良を理由に中途半

端な落語はできないから笑顔を絶やさなかっ

たといった自分の仕事に対してプライドをも

って取り組んでいたという金語楼さんの強い

意思を感じ取っている。

■生徒の反応は予想通り。 「慰問を待ち望んでいるお客さんの期待を裏

切りたくない。」

「金語楼さんは，信頼関係を大切にしている

誠実な人だから。」

「具合が悪くてもいつも通りの笑顔で慰問す

る態度から，金語楼さんは自分の仕事に対し

てプライドをもっているように感じる。」

３ 金語楼さんが得たものについて話し合

う。

（問い直し・ミエルトーク）

「金語楼さんが得たものは何だろう？」

追

究

と ■金語楼さんと自分をリンクさせて考える 「人とのつながりではないだろうか。」

問 ようにした。 「お互いの信頼関係。」

い

直 「あなた自身は人から信頼されたらどう

し 感じる？」

■自分の嬉しい気持ちから相手への感謝に 「嬉しいし，自分のやったことに対して自信を

つなげるようにした。 もてるようになる。」

「そこからどのような気持ちが芽生える

のかな？」

■相手に対する感謝の気持ちに気付かせる 「相手に対する感謝の気持ち。」

ようにした。
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「自分のやったことに対して自信をもて

るようになるというのはどういうことな

のかな？」

■金語楼さんは，相手のためだけでなく， 「自分自身の充実感だと思う。」

自分自身のためにも決断したことだとい

うことに気付かせるようにした。

◎慰問先の人たちの気持ちを考えて行動してい

る金語楼さんの姿に共感しながらも，それは

自分の芸に対し誇りをもっており，自己の喜

びにもつながっていることに気付いている。

◎人のためにしていることは，結果，自分にと

っての喜びにもなり，自身の心の充実にもつ

ながっていると感じている。

４ 金語楼さんに手紙を書く。

■身近な人として捉えさせ，思いを伝えや

すいようにした。

振 私は，金語楼さんの生き方から

り （ ）ということを学び ○今までの自分の体験を，金語楼さんの思いや

返 ました。 行動と重ねて振り返っている。

り 私も（ ）した時に

（ ）

という気持ちになったことがあります。

≪生徒の振り返りから≫

・私は，金語楼さんの生き方から，相手への感謝や思いやりはとても大切だということを学びま

した。私も受験勉強をした時に親がいろいろと気遣ってくれて，とても嬉しい気持ちになった

ことがあります。

・私は，金語楼さんの生き方から，誰かを信じ，誰かに信じられることは大切だということや実

力が認められても努力を続けることは大切だということを学びました。私も誰かを手伝ったり，

困っている人を助けたりした時に嬉しくなったし，達成感もあり，やって良かったとという気

持ちになったことがあります。

・私は，金語楼さんの生き方から，人に対しその人のことを考えられる気持ち（思いやり）をも

つことが大切だということを学びました。私も物をなくしている人と一緒に探した時に，やっ

て良かったという気持ちになったことがあります。

・私は，金語楼さんの生き方から，人を思いやることは大切だということを学びました。私も相

手に助けられて感謝した時に，自分もいつか相手を助けたいという気持ちになったことがあり

ます。
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４ 授業の省察

(1) 成果

①ＮＨＫアーカイブを使ったことで，短時間でその人となりを伝えることができ，金語楼さん

の気持ちに近づけて授業を行うことができた。導入部における映像資料の活用の効果を感じ

た。

②左右対比型の板書を用い，問い直しでミエルトークを行ったことにより，相手の立場に立っ

た時にどうなのか，それを自分自身に戻した時にどうなのかなどといった思考の整理ができ，

その過程がミエルボードにはっきりと現れていた。

③ミエルボードや発表，金語楼さんへの手紙の記述に，「信頼，感謝，思いやり，自信，温か

さ，嬉しさ，喜び」などのワードが出されており，達成したい価値に迫ることができていた。

(2) 課題

①教材を読み込むことは大切だが，教科書の中に答えを探してしまう場面が見られた。教材と

の関わり方では，「もし自分がその立場ならどうするか」などのように，教材を自分のこと

として考させることも大切である。

②目的とする価値に迫ろうとするあまり，価値の押しつけになっているのではなかいと感じら

れるやりとりがあった。直接的に「思いやり」という文言を期待するのではなく，思いやり

にまつわる行動や心情から，考えを広げたり深めたりする手法もあったのではないか。

③小学校から中学校にかけて「親切，思いやり，感謝」に関わる教材をどのような形で深めて

いくのかについて，これから様々な形で検討していく必要がある。

④お客様のためを思って慰問をしている金語楼さんだが，その行為は巡り巡って自身の充足に

もつながっているという点に気付くことが本時のねらいであった。展開部の「無料の出演な

のに，具合が悪くても出演したのはどうしてだろう」という内容をもっと掘り下げることが

できれば，「金語楼さんは慰問から何を得たのか」という問い直しが焦点化され，よりたく

さんの意見が出たのではないかと考える。問いの内容や話し合いをいかに充実した内容にで

きるかによって，まとめの深まりが変わってくることを感じた。
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   －本実践から見えてくること－     

「みんなで考え、みんなで議論する学び」

を通した「人間としての生き方についての

考え方を深める」授業に向けて 

             共同研究者： 小池 孝範 

（秋田大学教育文化学部・こども発達・特別支

援講座） 

 

 中学校では、平成 31（2019）年度から実施

された「特別の教科  道徳」は、今年度で 3 年

目を迎えた。教科化に際しては、「道徳的な

課題を一人一人の生徒が自分自身の問題と捉

え、向き合う『考える道徳』、『議論する道

徳』へと転換」することが企図されていた。  

 附属中学校では、教科化に先立って、グル

ープの話し合いの際に、考えの根拠を問う役

割（なんでさん）を設定し、考えを深めるた

めの工夫をしたり、マトリクスにネームプレ

ートを貼ったり、「ババヘラカード」を用い

たりして、心情の変化を可視化する取り組み

をしてきた。また、昨年度までの 3 年間は、

全教科等を通じて小さな白版を使って話し合

いの過程を可視化する「ミエルトーク」にも

取り組んできた。  

 今年度の研究主題では、上記のような、こ

れまで取り組んできた「みんなで考え、みん

なで議論する学び」の先に、「人間としての

生き方についての考え方を深めること」を目

標として設定した。本研究授業は、「思いや

り、感謝」（B-(6)）を主題として設定した。

この内容項目は、小学校では、「親切、思い

やり」「感謝」の二つに分かれていた内容項

目が一つになったものである。『解説』では、

それらが「大切であること」だけでなく、「相

手」への「配慮」、「感謝の対象の広がり」

への理解の深化などを求めている。  

 本授業では、発問を精選し、個人で、グル

ープで、また、クラス全体で考えを深めるた

めの時間が確保されていた。特に、グループ

でのミエルトークでは、相手の意見を聞きな

がら自分自身に戻し、自分の考えを深めてい

く様子を見ることができた。その際、金語楼

さんとお客さんを対比的に示していた板書

が、「相手の立場で考える」ことに有効に機

能している様子も看取された。  

 ねらいとする価値についても、問い直しを

受けての全体での話し合い、最後の授業の振

り返りの中で、多くの生徒が「感謝」や「お

もいやり」にふれ、先に挙げた板書の工夫や

精選した発問が生徒の思考の深化に寄与して

いることがうかがわれた。具体的には、ミエ

ルトークを通じて、他者の考えにふれ、また、

「信頼」や「強い意志」等、他の内容項目も

ふまえつつ、「多面的・多角的」に考える姿

となって表れていた。  

 こうした点からいえば、本実践授業での取

組みは、「みんなで考え、みんなで議論する

学び」を通して「人間としての生き方につい

ての考え方を深める」授業となっていたと評

価することができるだろう。  

ただし、ネームプレートやババヘラカード

が本授業の中で「考えを深める」ことに十分

に活用できていたかについては、検討の余地

があるように感じられた。これらが「考えを

深める」ための「手段」として有効であるこ

とは、これまでの授業実践の中で確認されて

きたが、本授業に限っていえば、ミエルトー

クや板書の工夫によって、話し合いの中で十

分に考えが深められており、屋上屋を架すも

のになってしまったようにも感じられた。  

 また、今回は、ねらいとする価値を提示せ

ず、授業の中で価値に迫っていったが、既に

小学校段階から通算すると少なくとも 8 回は

扱っている内容項目となるため、ねらいとす

る価値を提示した上で深め、広げていくとい

う方法もあったように思われる。  

むろん、上記の二つは振り返った時に結果

的にあり得たというものであり、普段生徒に

接している授業者が、生徒の実態に応じて方

法を検討していくことが重要であろう。  
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 令和３年度の実践記録（特別活動） 

 －実践記録（第３学年）－ 

 １ 単元名（題材名・主題名） 

   「心をひとつに夢の実現を目指す」 

   －一人一人の「人生の樹」を生かして，所属感や連帯感を高める－ 

 ２ 具体的な実践事項との関連 

  (1) 「人生の樹」の活用 

「人生の樹」は，自分のこれまでの人生を１本の樹に見立てて，毎年１枚の絵に表現する活

動であるが，本実践では９年目の新たな取組として，36本の「樹」が集まってできる３年Ｃ組

という「森」が今後どのように成長していくのが望ましいかを考えた。 

  (2) 「妥協」ではなく「調和」のある合意形成 

相互の意見を少しずつ取り入れて，小さくまとまる「妥協」した状態ではなく，相互の意見

を理解した上で，相互の意見よりも大きな納得を得ることができる「調和」した状態に向かわ

せた。そして，理想の「森」に成長していくために，生徒たちは学級の一員としてどのような

態度で生活していくべきかを考えさせた。 

  (3) ＩＣＴの活用 

本校で通常実践するホワイトボードを用いたミエルトークの形態よりも，さらに多くの意見

に触れることを通して，多角的な省察力の向上を図った。 

 

 ３ 授業の実際 

過程 
 

学習活動 

■アシスタント（司会役）の発問等 

. 

教師の手立て 

〇：見取った生徒の姿 

◎：ねらいを達成している生徒の姿 

問 

い 

 

１ 前時に出た各グループの意見を発表する。 

■「前時の学級会の振り返りをしましょう。」 

 時間：思い出，勉強，交流，経験など 

→時間が無限でも行動しないと意味がな

いということから積極的に行動する姿 

 日光：努力，コミュニケーションなど 

→一人ひとりが意見を発信する姿 

 地面：学校，家族など 

→仲間と助け合う姿 

 外部からの影響：人間関係，愛情など 

→互いに高めあう姿 

２ 事前アンケートの結果をまとめた「３年Ｃ

組が抱えている課題」を確認するとともに，

. 

前時の記録を Teams上に保存しておき，

生徒が随時閲覧できるようにする。また，

本時の内容を生徒が板書・閲覧できるよう

にホワイトボードの WEBサービスで設定を

する。 

〇ミセルサンはホワイトボード上に前時の内

容と本時の発言をわかりやすく可視化す

る。 

〇アシスタントは前時の内容をまとめ，全体に

わかりやすく話す。 
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各グループの意見を比較・整理しながら，本

時の協議テーマを設定する。 

■事前アンケートを集計してみたところ，「時

間の切り替えをはっきりしてほしい」と「ひ

とりひとりが意見を持ち発表してほしい」

という意見が多くありました。 

■３年Ｃ組の「森」の環境を整えるために，み

んなで実践する行動を決定しよう。 

〇アシスタントは話合いの際に，アンケート結

果の内容を考慮することを確認する。 

 

 

〇アシスタントは「妥協」ではなく「調和」を

目標とすることを確認する。 

問 

い 

直 

し 

３ 学級全体でＩＣＴ機器等を用いてミエル

トークを行い，各グループが発表した考え

を整理しながら，行動実践を絞り込む。 

■「時間」について具体的な行動について話し

合います。 

 

 

 

■「もう少し具体的な意見を考えている人はい

ませんか」 

 

 

 

 

■「時間」については「時間を意識して行動す

る」とします。 

■次に「日光」について話し合います。 

 

 

 

 

〇「時間が無限でも行動しないというのは、積

極的とか計画性が関わると思います」 

〇「周りの助けが必要なので、協調性があれば

いいと思います」 

〇「思い出を作るためには友達が大切です」 

〇「計画性をもって行動することについては，

時計をもって行動してはどうかと思います」 

〇「どうすれば仲良くなれるかと考えた時に，

席が近いということが自然と仲良くなれるな

と思ったので，今よりも席替えの頻度を多く

した方がいいと思います」 

〇「計画的に行動するためには，時間に余裕の

ある行動をとらないといけないので，時計を

見てどのように行動するとか，今学校で行わ

れていることをもうちょっと意識したらいい

と思います」 

 

 

〇「グループで話す機会を増やして，その中で

代表して発表させるようにすれば，みんなの

意見がまとまっている発表になるので，話す

人も気楽に言えるのかなと思います」 

〇「協調性が大事だなと思いました」 

〇「グループ活動については，ミエルトークを

授業でいつも実践しているので，その中で役

割をローテーションしながらできたらもっと

よくなると思います」 
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■「日光」は「グループ活動を増やす」「ミエ

ルトークのルール作りを徹底する」としま

す。 

 

 

 

 

■次に「地面」について話し合います。 

 

 

 

■「地面」については「時間を意識して行動す

る」とします。 

 

 

 

■次に「外部からの影響」について話し合いま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

〇「仲間と助け合うという点からグループ活動

に話題が移りました。相手の意見を取り入れ

ることで，精神的成長や意見の尊重，感謝な

どにつながるのではないかと感じます」 

 

 

 

〇「いろんな行事を仲間と助け合って乗り越え

ていくことが，精神的成長につながるのでは

ないかと思います」 

〇「助けられたら感謝することができるので，

助け合うってことが感謝につながる。どうや

ったら助け合うかなと思ったときに，お互い

のことを知ればいいのではないかと思いま

す。意見を言うことが大事ではないかと思い

ます」 

 

 

○「聞きぬく姿勢を持つことが大切なんじゃな

いかなと思います」 

 

 

 

○「ねたまないことが大切だと思います。仲の

いい友達がいて、相手のテストの点数の方が

自分の方よりよかった時に、ねたむ気持ちで

はなく、競う・成長の心を持つといった気持

ちを持つことで、互いに高めあえる仲間にな

っていくのではないかと思います」 

○「One for all, all for one.ひとりがみん

なのために、みんながひとりのために、とい

うというのが大事だと思います」 

○「人のために尽くすのはよいことだと思いま

すが、私はやりたくありません。困ってたら

助けますが、自力でできることにもサポート

に入ると成長にはつながりません。相手の成

長になることを考えることも大切だと思いま

す」 
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◎「ひとつのことを成し遂げるときに、みんな

で団結して、成功まで向かう過程が成長につ

ながります。一人の人が頑張っているところ

に、手助けをするのではありませんし、みん

なが団結するときに、ふたつの意見があった

としたら、片方の方に絞るのでもありません。

何かプラスアルファを加えて、２つの意見を

融合させて、みんな納得するように調和させ

るということです。だから、コミュニケーシ

ョンとか意味がないとかじゃなくて、コミュ

ニケーションを通して、一致団結していくの

です」 

振 

り 

返 

り 

４ 合意した行動実践の実現性や環境づくり

との関連性，合意形成の仕方などをＮＥＳ

評価で自己評価し，その評価内容を発表し

ながら本時の学習をリフレクションする。 

◎「今日の授業では 4 つの全ての項目で自分

なりの考え持つことができました。妥協でな

く調和は目標とすることも大切ですが時と場

合によって選択をすることも大切だと思いま

した。今日のような活発にお互いの意見を尊

重しながらも話し合える３Ｃは，これからも

成長できそうだと思いました」 

≪生徒の振り返りから≫ 

・全てが決まらなかったけど４つのことを意識して生活していくことでなりたいものになれると思い

ました。 

・３Ｃにはたくさんの意見があるので他の意見も取り入れることで成長できると思いました。妥協し

た部分もあったしそもそも全員が完璧に納得できる話し合いなんてできないのではないかと思いま

した。 

・お互いを思いやることやコミュニケーションなどを取ることなどから成長できると思いました。調

和するのが難しい意見も多く妥協せざるを得ないものもあったと思います。 

 

 ４  省察 

  (1) 「人生の樹」の活用について 

「人生の樹」を通して，生徒は自己を見つめることができる。周囲からよいフィードバック

を得ることで，自己肯定感の醸成が大いに期待される。今年度は「樹」が集まった「森」につ

いて生徒に考えさせた。自分のことだけではなく，友人のことについても考えることになり，

よいきっかけになった。 

また，学級活動を考える際には，生徒が課題を抱えていて，それを解決したいことから活動

が生まれることを期待する場合が多いが，本時については事前に学級の課題についてのアンケ

ートを行っており，これを考慮に入れるように促した。話合い活動が進むにつれ，学級の課題

から離れていく発言が増えていったが，その場合は学級の課題を解決したいという視点という

よりは，理想的な学級作りをするためにどんな行動をするべきかについて焦点を当てていた。 
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  (2) 「妥協」ではなく「調和」のある合意形成 

多数決や衝突「調和」のある合意形成をめざすために，多数決や小さくまとまる「妥協」を

避けた。意見が衝突して「調和」に至らない場合は，互いが意見を持つに至った根底の思いを

共有し、納得感が得られる状態を目指した。「外部からの影響」について討論している場面では

この一端を見ることができたと感じる。 

  (3) ＩＣＴの活用 

本校で通常実践するホワイトボードを用いたミエルトークの形態よりも，さらに多くの意見

に触れることを通して，多角的な省察力の向上を図った。今回は Whiteboard Foxを使用して、

参加者全員が共有した。このＷＥＢサービスは、オンライン上に無限に広がるホワイトボード

を複数人が同時に閲覧・編集することができる。アシスタントとナンデサンは閲覧のみでき、

ミセルサンは編集ができるように役割を確認してから話合い活動を行った。これにより、生徒

個人が使用するノートパソコンの大きさは決して大きくないものの、話し合い活動の内容が充

実していくにつれて、マクロの視点でもミクロの視点でも確認し合いながら進めていくことが

できた。 
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Ｃ

組
と

い
う
「

森
」
が

今
後

ど
の

よ
う

に
成

長
し

て
い

く
の

が
望

ま
し

い
か

を
考

え
て

い
く

。
そ

の
際

に
，

相
互

の
意

見
を

少
し

ず
つ

取
り

入
れ

て
，
小

さ
く

ま
と

ま
る
「

妥
協

」
し

た
状

態
で

は
な

く
，
相

互
の

意
見

を
理

解
し

た
上

で
相

互
の

意
見

よ
り

も
大

き
な

納
得

を
得

る
こ

と
が

で
き

る
「

調
和

」
し

た
状

態
に

向
か

わ
せ

た
い

。
そ

し
て

，
理

想
の
「

森
」

に
成

長
し

て
い

く
た

め
に

，
生

徒
た

ち
は

学
級

の
一

員
と

し
て

ど
の

よ
う

な
態

度
で

生
活

し
て

い
く

べ
き

か
を

考
え

る
こ

と

が
で

き
る

よ
う

に
し

た
い

。
 

 Ⅳ
 

生
徒

に
つ

い
て

 

異
な

る
思

い
や

考
え

を
持

つ
仲

間
が

い
る

中
で

，
互

い
に

尊
重

し
合

う
場

面
が

見
ら

れ
て

お
り

，
本

校
で

実
践

し
て

い
る

話
合

い
活

動
（

ミ
エ

ル
ト

ー
ク

）
で

は
，
よ

り
よ

い
結

論
を

導
き

出
そ

う
と

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。
一

方
で

，
学

校

生
活

に
淡

泊
な

側
面

を
感

じ
さ

せ
る

場
面

が
あ

り
，
生

徒
同

士
の

関
係

が
表

面
上

の
も

の
で

し
か

な
い

よ
う

に
感

じ
ら

れ
る

瞬
間

も
あ

る
。
相

手
の

話
を

よ
く

聞
い

て
受

け
入

れ
な

が
ら

，
新

た
な

価
値

観
を

構
築

す
る

こ
と

の
で

き
る

姿
を

育
み

た
い

。
 

 Ⅴ
 

学
習

の
質

を
一

層
高

め
る

授
業

改
善

の
ポ

イ
ン

ト
 

「
人

生
の

樹
」
を

使
用

し
て

自
己

理
解

，
他

者
理

解
を

促
進

さ
せ

，
職

業
を

超
え

た
「

目
指

し
た

い
将

来
の

生
き

方
」
に

迫
る

。
特

に
他

者
理

解
の

た
め

に
傾

聴
を

意
識

し
て

実
践

し
，
安

定
し

た
支

持
的

な
風

土
を

築
い

て
い

き
た

い
。
ま

た
，
本

時
で

は
「

妥
協

」
で

は
な

く
「

調
和

」
の

あ
る

合
意

形
成

を
目

指
す

。
相

手
の

意
見

を
よ

く
聞

き
，
共

感
し

な
が

ら
も

自
分

の
意

見
を

提
案

し
，
新

た
な

価
値

を
創

造
す

る
プ

ロ
セ

ス
を

学
ば

せ
た

い
。
そ

の
た

め
に

，
思

考
の

可
視

化
，
瞬

時
の

共
有

化
，
試

行
の

繰
り

返
し

を
進

め
る

た
め

に
Ｉ

Ｃ
Ｔ

を
利

用
し

た
ミ

エ
ル

ト
ー

ク
を

行
う

。
本

校
で

通
常

実
践

す
る

ホ
ワ

イ
ト

ボ
ー

ド
を

用
い

た
ミ

エ
ル

ト
ー

ク
の

形
態

よ
り

も
，
さ

ら
に

多
く

の
意

見
に

触
れ

る
こ

と
を

通
し

て
，
多

角
的

な
省

察
力

の

向
上

も
図

り
た

い
。

Ⅵ
 

本
活

動
内

容
の

指
導

計
画

（
総

時
数

５
時

間
）

 

時
間

 
○

ね
ら

い
 

・
学

習
活

動
 

評
価

の
観

点
 

評
価

規
準

 
評

価
方

法
 

知
 

思
 

態
 

２  

○
自

分
の

実
態

を
知

る
 

 
 

 
 

・
「

人
生

の
樹

」
を

制
作

す
る

。
 

 
 

○
 

・
こ

れ
ま

で
の

自
分

を
振

り
返

る
と

と
も

に
，

将
来

を
思

い
描

き
，
自

分
ら

し
い

生
き

方
を

絵
や

言
葉

で
表

現
し

て
い

る
。

 

（
「

人
生

の
樹

」
）

 

１  

○
他

者
の

価
値

観
や

個
性

を
受

け
入

れ
る

 
 

 
 

 

・
グ

ル
ー

プ
内

で
「

人
生

の
樹

」
を

鑑
賞

し
，

コ
ン

プ
リ

メ
ン

ト
レ

タ
ー

を
作

成
す

る
。

 

 
 

○
 

・
他

者
の

価
値

観
や

個
性

を
受

け
入

れ
，
互

い

の
可

能
性

を
広

げ
る

た
め

の
温

か
い

助
言

や
励

ま
し

を
記

入
し

て
い

る
。

 

（
コ

ン
プ

リ
メ

ン
ト

レ
タ

ー
）

 

放 課 後  

○
司

会
生

徒
と

本
時

の
内

容
を

共
有

す
る

 
 

 
 

 

・
進

行
の

リ
ハ

ー
サ

ル
を

行
う

。
 

・
本

時
の

内
容

に
つ

い
て

の
見

通
し

を
も

つ
。
 

 
○

 
 

・
話

合
い

活
動

の
進

め
方

，
合

意
形

成
の

図
り

方
な

ど
を

リ
ハ

ー
サ

ル
で

実
践

で
き

て
い

る
。
 

 
 

 
 

 
 

 
 
（

リ
ハ

ー
サ

ル
）
 

１
 

○
学

級
の

実
態

を
知

り
，
よ

り
よ

い
日

常
生

活

の
向

上
へ

の
見

通
し

を
立

て
る

 

 
 

 
 

・
個

人
の
「

人
生

の
樹

」
を

基
に

，
３

年
Ｃ

組

の
「

森
」

を
形

成
す

る
要

素
を

考
え

る
。

 

○
 

 
 

・
み

ん
な

で
協

力
し

て
３

年
Ｃ

組
の
「

森
」
を

創
る

こ
と

の
意

義
を

理
解

し
，
求

め
ら

れ
る

環
境
（

条
件

）
に

つ
い

て
自

分
の

考
え

を
述

べ
て

い
る

。
 

 
 

 
 

 
 
（

行
動

観
察

）
 

本 時 䥹 １ 䥺  

○
課

題
解

決
に

向
け

て
話

し
合

い
，
多

様
な

意

見
を

生
か

し
て

合
意

形
成

を
図

る
。

 

 
 

 
 

・
３

年
Ｃ

組
の
「

森
」
の

要
素

を
実

現
す

る
た

め
に

で
き

る
行

動
を

話
し

合
う

。
 

 
○

 
 

・
3
6
人

の
「

人
生

の
樹

」
が

育
つ

た
め

に
必

要

な
「

森
」
の

条
件

を
整

え
る

た
め

に
，
み

ん

な
で

実
践

す
べ

き
こ

と
を

3
6
人

全
員

が
納

得
し

て
決

定
し

て
い

る
。
 

 
（

行
動

観
察

）
 

事 後 の 活 動  

○
「

３
年

Ｃ
組

の
森

」
づ

く
り

を
意

識
し

て
，

協
働

し
て

学
校

行
事

等
で

決
定

事
項

を
実

践
す

る
。

 

 
 

 
 

 
 

 
６

月
：

中
学

校
総

合
体

育
大

会
 

 
 

 
７

月
：

飛
翔

祭
 

 
 

 
９

月
：

芸
術

祭
 

 
 

１
０

月
：

D
O
V
E
 

A
C
A
D
E
M
Y
 

 
１

～
３

月
：

高
校

入
試

 

 
 

 
３

月
：

卒
業

式
 

        

○
 

 
 

・「
３

年
Ｃ

組
の

森
」
づ

く
り

に
向

け
た

決
定

事

項
に

つ
い

て
，
実

践
を

重
ね

な
が

ら
，
検

証
・

改
善

し
，

新
た

な
実

践
事

項
を

加
え

て
い

る
。

 
 

 
（

話
合

い
・

ワ
ー

ク
シ

ー
ト

）
 

 
○

 
 

・
決

定
事

項
を

実
践

で
き

な
く

て
ト

ラ
ブ

ル
が

起
き

て
も

，
互

い
に

支
え

合
っ

た
り

，
補

い

合
っ

た
り

し
な

が
ら

，「
３

年
Ｃ

組
の

森
」
づ

く
り

に
向

け
て

協
働

し
て

い
る

。
 

（
行

動
観

察
）

 

 
 

○
 

・「
３

年
Ｃ

組
の

森
」
づ

く
り

が
，
自

分
の
「

人

生
の

樹
」
の

実
現

に
生

か
さ

れ
て

い
る

こ
と

を
実

感
し

，
こ

れ
か

ら
も

仲
間

と
協

働
す

る

こ
と

を
大

切
に

し
よ

う
と

し
て

い
る

。
 

（
「

人
生

の
樹

」
・

行
動

観
察

）
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Ⅶ
 

本
時

の
計

画
 

１
 

ね
ら

い
 

３
年

Ｃ
組

の
「

森
」

の
環

境
を

整
え

る
た

め
に

み
ん

な
で

実
践

す
る

行
動

に
つ

い
て

，
調

和
を

目
指

し
て

話
し

合
い

，
3
6
人

全
員

が
納

得
す

る
合

意
形

成
を

図
る

こ
と

が
で

き
る

。
 

 
２

 
展

 
開

 
過

程
 

学
 

習
 

活
 

動
 

学
 

ぶ
 

生
 

徒
 

の
 

姿
 

問 い  

見 通 し を 立 て る  

１
 

前
時

に
出

た
各

グ
ル

ー
プ

の
意

見
を

班
ご

と
に

発
表

す
る

。
 

例
）
・

土
地

＝
経

験
の

積
み

重
ね

 
 

 
・

太
陽

光
＝

向
上

心
 

 
 
・

温
度

＝
温

か
い

雰
囲

気
 

 
 
・

水
＝

助
言

，
励

ま
し

 
 

・
「
『

土
地

』
は

経
験

の
積

み
重

ね
を

表
し

て
い

る
」

 
・
「
『

太
陽

光
』

は
向

上
心

を
表

し
て

い
る

」
 

・
「
『

温
度

』
は

温
か

い
雰

囲
気

を
表

し
て

い
る

」
 

・
「
『

水
』

は
助

言
や

励
ま

し
を

表
し

て
い

る
」

 
・
「

似
て

い
る

考
え

が
あ

る
な

」
 

・
「

違
う

考
え

を
も

っ
て

い
る

グ
ル

ー
プ

も
あ

る
な

」
 

２
 

事
前

ア
ン

ケ
ー

ト
の

結
果

を
ま

と
め

た
「

３
年

Ｃ
組

が
抱

え
て

い
る

課
題

」
を

確
認

す
る

と
と

も
に

，
各

グ
ル

ー
プ

の
意

見
を

比
較

・
整

理
し

な
が

ら
，

本
時

の
協

議
テ

ー
マ

を
設

定
す

る
。

 
３

年
Ｃ

組
の

「
森

」
の

環
境

を
整

え
る

た
め

に
，

み
ん

な
で

実
践

す
る

行
動

を
決

定
し

よ
う

。
 

 

・
「

現
実

に
で

き
て

い
な

い
こ

と
が

多
い

な
あ

」
 

・
「
「

森
」

の
四

つ
の

環
境

を
，

さ
ら

に
よ

い
環

境
に

す
る

た
め

に
は

，
ど

う
す

れ
ば

よ
い

の
か

な
」

 
・「

一
人

一
人

が
で

き
る

行
動

を
，
み

ん
な

で
決

め
る

必
要

が
あ

る
の

で
は

」
 

  

問 い 直 し  

自 分 で 考 え る ・ 他 者 と 学 び 合 う  

３
 

学
級

全
体

で
Ｉ

Ｃ
Ｔ

機
器

等
を

用
い

て
ミ

エ
ル

ト
ー

ク
を

行
い

，
各

グ
ル

ー
プ

が
発

表
し

た
考

え
を

整
理

し
な

が
ら

，
行

動
実

践
を

絞
り

込
む

。
 

 
・「

ア
シ

ス
タ

ン
ト

」
役

の
生

徒
は

，
全

体
の

司
会

を
務

め
，

発
言

者
の

サ
ポ

ー
ト

を
す

る
。

意
見

と
意

見
を

つ
な

い
だ

り
，

論
点

が
ず

れ
た

場
合

は
軌

道
修

正
を

し
た

り
す

る
。

 
 ・「

ミ
セ

ル
サ

ン
」
役

の
生

徒
は

，
中

立
の

立
場

で
発

言
内

容
を

Ｐ
Ｃ

を
用

い
て

整
理

し
，

ス
ク

リ
ー

ン
に

投
影

し
て

見
え

る
化

す
る

。
 

 ・「
ナ

ン
デ

サ
ン

」
役

の
生

徒
は

，
行

動
の

実
現

性
や

，
環

境
づ

く
り

と
行

動
と

の
関

連
性

な
ど

に
つ

い
て

質
問

を
す

る
。

 
 

▲
抽

象
的

・
概

念
的

な
議

論
に

留
ま

っ
て

い
る

。
 

・
「

み
ん

な
の

経
験

の
積

み
重

ね
を

生
か

し
て

い
く

こ
と

が
必

要
だ

と
思

う
」

 
・「

向
上

心
を

も
つ

た
め

に
は

，
高

め
合

う
気

持
ち

を
も

っ
て

生
活

す
る

こ
と

が
大

切
だ

と
思

う
」

 
・「

学
級

を
温

か
い

雰
囲

気
に

す
る

た
め

に
は

，
互

い
の

こ
と

を
認

め
合

う
こ

と
が

必
要

だ
と

思
う

」
 

・「
助

言
，
励

ま
し

を
す

る
た

め
に

は
，
互

い
の

こ
と

を
よ

く
知

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う

」
 

▲
妥

協
し

合
い

，
議

論
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

な
い

。
 

・「
ど

れ
も

大
切

な
こ

と
だ

か
ら

、
全

て
実

践
す

れ
ば

い
い

の
で

は
な

い
か

」
 

 ▲
意

見
の

内
容

が
対

立
し

軌
道

修
正

が
で

き
な

い
。

 
・
「

そ
の

行
動

を
実

践
す

れ
ば

い
い

の
は

分
か

る
が

，
み

ん
な

が
毎

日
続

け
る

の
は

難
し

い
の

で
は

」
 

・
「

ル
ー

ル
が

多
く

な
り

過
ぎ

る
の

は
嫌

だ
な

あ
」

 
  

４
 

学
級

全
体

で
考

え
た

行
動

が
，「

人
生

の
樹

」
を

作
成

し
た

際
に

込
め

た
思

い
を

育
て

て
い

く
の

に
有

効
で

あ
る

か
を

考
え

る
。

 

▲
本

時
で

話
し

合
っ

た
行

動
が

，「
人

生
の

樹
」
の

成
長

と
関

連
付

け
て

考
え

て
い

な
い

。
 

・「
み

ん
な

で
考

え
た

行
動

は
私

の
「

人
生

の
樹

」
の

成
長

に
関

わ
っ

て
い

る
の

だ
ろ

う
か

」
 

    

振 り 返 り  

ま と め る  

５
 

合
意

し
た

行
動

実
践

の
実

現
性

や
環

境
づ

く
り

と
の

関
連

性
，

合
意

形
成

の
仕

方
な

ど
を

Ｎ
Ｅ

Ｓ
評

価
で

自
己

評
価

し
，

そ
の

評
価

内
容

を
発

表
し

な
が

ら
本

時
の

学
習

を
リ

フ
レ

ク
シ

ョ
ン

す
る

。
 

    

・
「
『

妥
協

』
は

し
て

い
な

い
と

思
う

が
，

お
互

い
の

意
見

が
う

ま
く

取
り

入
れ

ら
れ

た
」

 
・
「
『

調
和

』
で

き
た

と
い

う
実

感
は

な
い

が
，

仲
間

と
話

合
い

を
重

ね
て

い
ろ

い
ろ

な
ア

イ
デ

ィ
ア

が
浮

か
ん

だ
」

 
     

 ３
 

評
価

規
準

 
学

級
の

生
活

環
境

の
充

実
・

向
上

に
つ

な
が

る
行

動
実

践
に

つ
い

て
，

そ
の

実
現

性
や

環
境

づ
く

り
と

の
関

連
性

，
調

和
の

あ
る

合
意

形
成

を
意

識
し

な
が

ら
話

し
合

い
，

み
ん

な
が

納
得

で
き

る
行

動
実

践
を

決
定

で
き

て
い

る
。

 
（

思
考

・
判

断
・

表
現

）
 

 
 

〇
＝

学
習

改
善

に
つ

な
げ

る
評

価
 

 
 

 
 

＝
ね

ら
い

の
評

価
に

用
い

る
基

準
 

 
 

＝
目

指
す

生
徒

の
姿

に
関

連
す

る
基

準
 

指
 
導

 
の

 
手

 
立

 
て

 
目

 
指

 
す

 
生

 
徒

 
の

 
姿

 
・「

妥
協

」
と
「

調
和

」
を

図
式

化
し

た
画

像
を

教
室

前
方

の
大

型
モ

ニ
タ

－
に

常
に

投
影

し
，

意
識

化
を

図
る

。
 

・
各

グ
ル

ー
プ

か
ら

出
さ

れ
た

様
々

な
意

見
を

，
環

境
を

整
え

る
た

め
に

必
要

不
可

欠
な

自
然

条
件

と
い

う
視

点
で

，
例

示
し

た
四

つ
に

絞
る

こ
と

を
司

会
の

生
徒

と
打

合
せ

し
て

お
く

。
 

 

〇
前

時
の

自
分

の
グ

ル
ー

プ
の

内
容

に
つ

い
て

，
筋

道
を

立
て

，
相

手
に

伝
わ

り
や

す
い

よ
う

に
言

葉
を

選
ん

で
発

言
し

て
い

る
。

 
 

 ・
司

会
の

生
徒

が
，
各

グ
ル

ー
プ

に
話

し
合

う
環

境
を

振
り

分
け

る
。

 
・
振

り
分

け
ら

れ
た

環
境

を
整

え
る

こ
と

に
つ

な
が

る
行

動
を

グ
ル

ー
プ

ご
と

に
話

し
合

う
時

間
を

確
保

す
る

。
 

  

   〇
「

森
」
の

環
境

を
整

え
る

こ
と

に
つ

な
が

る
行

動
に

つ
い

て
自

分
の

意
見

を
も

て
て

い
る

。
 

 

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
は

，
議

論
の

内
容

が
抽

象
的

な
も

の
で

は
な

く
具

体
的

な
行

動
に

な
る

よ
う

に
促

す
。

 
・

抽
象

的
な

内
容

か
ら

具
体

的
な

行
動

を
引

き
出

す
実

例
に

つ
い

て
，
事

前
に

ア
シ

ス
タ

ン
ト

の
生

徒
と

打
合

せ
を

し
て

お
く

。
 

・
議

論
の

状
況

に
よ

っ
て

は
，
一

端
議

論
を

止
め

て
教

師
が

具
体

的
行

動
の

実
例

を
示

す
。

 
  ・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
は

，
議

論
す

る
ポ

イ
ン

ト
が

見
つ

け
ら

れ
る

よ
う

に
，
行

動
の

実
現

性
や

環
境

づ
く

り
と

行
動

と
の

関
連

性
に

着
目

し
，
提

案
さ

れ
て

い
る

行
動

を
吟

味
し

て
ほ

し
い

と
助

言
す

る
。

 
・

ア
シ

ス
タ

ン
ト

は
，
「

調
和

」
を

目
指

し
て

話
合

い
が

進
め

ら
れ

る
よ

う
に

そ
れ

ぞ
れ

の
意

見
に

つ
い

て
根

拠
や

大
事

な
ポ

イ
ン

ト
は

何
か

を
話

し
合

っ
た

り
，
互

い
の

意
見

を
受

け
入

れ
る

た
め

に
ど

う
し

た
ら

よ
い

か
を

考
え

た
り

す
る

よ
う

に
助

言
す

る
。

 
 

○
具

体
的

な
行

動
と

し
て

表
出

し
て

い
る

。
 

・
「

３
分

前
着

席
・

１
分

前
学

習
を

積
み

重
ね

る
こ

と
が

私
た

ち
に

と
っ

て
必

要
だ

と
思

う
」

 
・
「

ソ
ー

シ
ャ

ル
デ

ィ
ス

タ
ン

ス
に

気
を

つ
け

て
，

お
互

い
に

感
染

し
な

い
よ

う
に

予
防

を
徹

底
す

る
べ

き
だ

」
 

・
「

朝
，

友
人

と
の

会
話

の
第

一
声

に
は

，
さ

わ
や

か
な

あ
い

さ
つ

を
す

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う

」
 

・
「

話
し

を
す

る
と

き
は

相
手

の
目

を
見

て
話

し
，

傾
聴

を
こ

こ
ろ

が
け

る
こ

と
が

大
切

だ
と

思
う

」
 

〇
議

論
す

る
ポ

イ
ン

ト
を

見
い

だ
し

，
妥

協
せ

ず
に

議
論

を
活

性
化

さ
せ

て
い

る
。

 
  〇

そ
れ

ぞ
れ

の
意

見
の

根
拠

や
主

張
の

ポ
イ

ン
ト

を
整

理
し

て
理

解
し

た
上

で
,
お

互
い

が
納

得
で

き
る

点
や

,
そ

れ
ら

を
統

合
で

き
る

よ
う

な
点

に
気

付
い

て
い

る
。

 
 

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
は

，
学

級
全

体
で

考
え

た
ど

の
行

動
の

ど
の

部
分

が
「

人
生

の
樹

」
の

成
長

の
支

え
と

な
る

か
を

考
え

る
よ

う
に

助
言

す
る

。
 

     

〇
３

年
Ｃ

組
が

抱
え

て
い

る
課

題
を

解
決

す
る

手
立

て
と

し
て

本
時

で
話

し
合

っ
た

行
動

が
有

効
で

あ
る

と
感

じ
て

い
る

。
 

 

３
年

Ｃ
組

で
実

践
し

た
い

行
動

内
容

と
そ

の
理

由
を

互
い

に
比

較
し

な
が

ら
，

調
和

を
目

指
す

こ
と

に
よ

り
多

角
的

な
省

察
力

が
育

ま
れ

て
い

る
。

 
 

・
大

型
モ

ニ
タ

－
で

本
時

の
話

合
い

の
ね

ら
い

を
再

確
認

し
て

か
ら

Ｎ
Ｅ

Ｓ
評

価
を

行
う

。
 

・
合

意
し

た
行

動
実

践
の

実
現

性
や

環
境

づ
く

り
と

の
関

連
性

，
合

意
形

成
の

仕
方

な
ど

を
評

価
で

き
る

評
価

シ
ー

ト
を

準
備

し
て

お
く

。
 

・
机

間
指

導
を

し
な

が
ら

記
述

を
確

認
し

，
傾

聴
や

調
和

に
つ

い
て

触
れ

て
い

る
生

徒
を

意
図

的
に

指
名

す
る

。
 

・
ア

シ
ス

タ
ン

ト
に

は
，「

調
和

」
の

あ
る

合
意

形
成

が
で

き
た

か
ど

う
か

，
根

拠
を

示
し

て
話

す
よ

う
に

促
す

。
 

 

○
「

お
互

い
に

自
分

の
意

見
を

退
け

る
こ

と
な

く
話

し
合

う
こ

と
が

で
き

た
。『

妥
協

』
し

た
感

覚
は

な
く

，
お

互
い

に
納

得
で

き
る

合
意

が
で

き
た

と
思

う
。
」

 
 

3
6
人

の
「

人
生

の
樹

」
が

育
つ

た
め

に
必

要
な

森
の

条
件

を
整

え
る

た
め

に
，

み
ん

な
で

実
践

す
べ

き
こ

と
を

3
6
人

全
員

が
納

得
し

て
決

定
し

て
い

る
。

 
（

行
動

観
察

）
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   －本実践から見えてくること－     

人生の「樹」から「森」へ――「妥協」で

はなく，「調和」のある合意形成を目指す

学級活動の実践 

                共同研究者： 鈴木 翔 

（秋田大学教育文化学部・こども発達・特別支

援講座） 

 

1 本実践の概要と意義 

 ３年生を対象に行われた本実践は、これま

で生徒が毎年取り組んできた「人生の樹」を

基にし、３年Ｃ組という学級を 36 本の樹が集

まる森に見立て、望ましい「森」のあり方を

問うというものであった。これまでに積み重

ねてきた実践を基にしながらも、集団として

の方向性を考えさせるという新たな活動を取

り入れることで、集団としての課題解決を目

指す、学年段階に即した先駆的な取組であっ

たといえる。特別活動では、集団や自己の課

題を見いだし、解決に向かう話し合い活動が

数多く行われているが、すべての学級で活発

な話し合いが行われているとは言い難く、か

つ時間の制約もあることから、「妥協」とし

て話し合いに収束してしまう傾向があること

は、これまでの実践報告からもたびたび課題

として指摘されていた。 

本実践では、「『妥協』ではなく『調和』

を目指す」という明確な研究テーマが据えら

れていたため、要所要所でポイントを押さえ

た話し合いが行われていたことが印象的であ

った。とりわけ、学級全体で各グループが発

表した考えを整理している場面では、「アシ

スタント」「ミセルサン」「ナンデサン」の

生徒がそれぞれの役割を認識し、調和に向け

た話合いに収束させようとしている様子が多

々見られたことは大きな収穫であったように

思われる。 

 

2．本実践の成果 

 本実践に限ったことではなく、これまでの

実践の成果ともいえるが、話し合いの形式や

「ミエルトーク」の使い方について、戸惑う

ことなく全員が積極的に話し合いに参加して

いたことは明確な成果といえるだろう。また、

特に後半の話し合いにおいて、他のグループ

の意見について、その理由や意図をさらに質

問するといった場面が見られたが、そのよう

な場面は皆の合意形成をはかることを目的に

していなければ見られないものであるから、

「調和」に近づこうとする過程として立ち現

れていると解釈できる。加えて ICT 機器を用

いたことにより、全グループの意見が可視化

できたため、生徒にとっては、議論の現在地

が把握しやすく、活発な意見交換が行われて

いるように思われた。この点も本実践の成果

といえる。 

 

3．今後の課題と展望 

 話し合い活動においては、あまりに自由に

なりすぎると収集がつかなくなるため、話の

軸を修正したり立て直したりすることが必要

になるが、本実践では「アシスタント」の生

徒の負担が大きいように思われた。どこまで

を特定の生徒の役割とするかを決めるのは、

非常に難しいが、あまりに負担が大きいそう

なときには、教師が前に出て行って修正する

したり、方向性を促したりしてもよかったの

かもしれない。「よいクラスを作りたい」と

いう思いは、全員が一致しているため、議論

が発展しづらかったこともその要因であるよ

うにも思われた。また後半では、「妥協」か

ら「調和」に向かう過程の中で、お互いの考

えやその論理を確認し合う場面が見られた

が、もう少し早い時間にその場面が現れれば、

「調和」に向かう時間を多くとれただろう。 

しかし、以上の課題はあるもの、話し合い

を調和させようとする意欲は、生徒から十分

に感じ取れた。今後はその有効な手立てにつ

いて検討を重ねていくことで、より「調和」

に向かう実践が可能になるだろう。 
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